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国主催: 財団法人日本障害者リハビリテーシヨン協会

日英高齢者・障害者ケア開発協力機構

・後援: 英国大使館

・助成: 全国労働者共済生活協同組合連合会

東京都民共済生活協同組合

この事業は全国労働者共済生活協同組合連合会及び、東京都民共済

生活協同組合の朗成により行いました。
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セミナー趣旨

近年、社会的企業に対する関心の高まりのなか、障害者分野においては、ソーシャル・ファー

ムなど、障害者福祉の領域を超えた新しい雇用形態が世界各国で生まれてきている。

わが国においても、ソーシャル・ファーム・ジャパンが設立されるなど、障害者の新しい雇

用に対する取り組みがはじまっている。本セミナーでは、これまでの実績を踏まえ、先進国

の専門家を招聴し、わが国の障害者の雇用を促進するためのインクルーシブな雇用の取り組

みの発展にむけての具体的な方策について、事例にもとづく検討を行う。

Theme 

With a growing interest in social enteψrises， new systems of employment like social.firms 
have been emerged beyond the perspective of we仰向forthe disabled persons in many 
countries. 
I仇nt.仇hi.おss犯emi初na仰Y冗;we will invite per.内'sonsj斤ヤ均r01仰mη1ad 
inclusive employment and iおchallengesι，and exchange views with people engaged in 
emp1o.りI)'ment~ザfpersons with diおsabilitie.白'stωodゐev陀eloψpa仰仰ndpromote better employment in 
Japan. 

-日時:平成 22年 1月31日(日)10:30-16:40 
Date: Sunday， January 31st， 2010 

.会場:全国社会福祉協議会・灘尾ホール
Venue: Nadao Hall， Zenshakyo 

・助成:全国労働者共済生活協同組合連合会
東京都民共済生活協同組合
Funded by: National Federation of Workers and Consumers Insurance Cooperatives 

Tokyo Tomin Kyosai Seikatsu Kyodo Kumiai 

.主催:財団法人日本障害者リハビリテーション協会
日英高齢者・障害者ケア開発協力機構
Host: Japanese Society for Rehabilitation of Persons with Disabilities (JSRPD) 

Japan/ UK Research and Development Organization for Ageing， Disability 
and Technology 

.後援 英国大使館
Support: British Embassy in Tokyo 

この事業は全国労働者共済生活協同組合連合会及び、東京都民共済生活協同組合の聞成により
行いました。
This program wasルndedby National Federation of Workers and Consumers Insurance Cooperatives and 

おか'0Tomin勾losaiSeikatsu Kyodo Kumiai 
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プログラム

開会挨拶

鴨下重彦国立国際医療センター名誉総長
日英高齢者・障害者ケア開発機構委員長

1 Qit4:Qi，;_季連ぃ;E26長… 基調講演「インクルーシブな雇用の実現J

炭谷茂 日英高齢者・障害者ケア開発協力機構副委員長
ソーシャルファームジャパン理事長
思賜財団済生会理事長

1'1.:!'O ..1'~~'~föi' 講演 1r社会的企業の発展に向けた戦略 j

ゲ一口jレド・シュワルツ

休憩

MDG.F(国連ミレニアム開発目標達成のための基金)と
セルビア政府による共同プログラムコーディネータ

13:1D-JZ4fQQふ 講演2rソーシヤル・ファイナンス一社会貢献活動のための財源一J
フィリーダ・パービスリンクス・ジャパン会長

1，4o.:o.Q，;.'7' li":.5Q，講演3rソーシャル・エンタープライズの設立

ーホワイトボックス・デジタル祉の経験からー J

デビッド・バー力一 ホワイトボックス・デジタル社創設者

休憩

15195円悌iE35勺 パネルデイスカツシヨンI日本におけるインクルーシブな雇用の実現J
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・コーディネータ:

寺島彰 (浦和大学総合福祉学部教授)

・話題提供:

宮嶋望 (農事組合法人共働学舎新得農場代表/NPO共働学舎副理事長)

桑山和子 (NPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽ会長)

・パネリスト:

上野容子(東京家政大学文学部教授)

炭谷茂

ゲーロルド・シュワルツ

フィリーダ・パービス

デビッド・パーカー

閉会挨拶

湯津茂男財団法人日本障害者リハビリテーション協会事務局長



もO:初 49z網 OpeningSpeech 

議 Dr.51幣 hikoKamoshita 
引 Honor訂yP!esident， Intemational Medical Center of Japan 
物 Ch~~~n， ~apan/ UK Research and Development Organization for Ageing， Disability 

議後燃や

and Technology 

;Keynote Address:Realization of the inclusive employment 
， Mr. 5higeru 5umitani 

Vice-Chairman， Japan/UK Research and Development Organization for Aging， 
Disability and Technology 
Chairman ofthe Board ofDirectors， Social Firm Japan 
President， Social Welfare Organization Saiseikai Imperial Gift Foundation， Inc. 

l;s~，;'得点鮮明 i Lecture 1: Strategy toward the development of social enterprise 
Mr. Gerold 5chwarz 

Joint Programme Manager，Support to the national Efforts for the Promotion ofYouth 
Employment and Management ofMigration (YEM).A Joint Programme funded by the 
Millennium Development Goals Achievement Fund (MDG F) and the Govemment of 
Serbia. 

12413手41鶏:!鍋 Recess

1~:尚一色;:66jLecture2:Financefor Social Action 
苦言 唯 -The UK Social Sector's move from Asking to Earning 

Ms. Phillida Purvis， Director， Links Japan 

; Lecture 3: Establishment of a Social Enterprise from the experience 
of Whitebox Digital 

i Mr. David Barker， Co-founder， Whitebox Digital 

'1 Recess 

Panel Discussion 
Theme: Realization of the inclusive employment in Japan 

Facuitator: Mr. Akira Terashima 
Professor， Faculty ofComprehensive Welfare，Urawa University 

Presentation: Mr. Nozomu Miyajima 
CEO， Kyodogakusha Shintoku Farm 
Vice Director General， NPO Kyoudougakusha 

Ms. Kaz叫mKuwayama 
Director， NPO Nukumori Welfare Foundation Tanpopo 

Panelists: Ms. Yoko Ueno， Professor， Tokyo Kasei University 

Mr. 5higeru 5umitani 

Mr. Gerold 5chwarz 

Ms. Phillida Purvis， Director， Links Japan 

Mr. David Barker 

Closing Speech 
Shigeru Yuzawa 
Secretary-general， Japanese Society for Rehabilitation ofPersons with Disabilities 
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請師プロフィール

炭谷茂/Shigeru Sumitani 
日英高齢者・障害者ケア開発協力機構副委員長

ソーシャルファームジャパン理事長

恩賜財団済生会理事長

1946年富山県生まれ。1969年東京大学法学部卒業後、厚生省(当時)に入る。

厚生省社会 ・援護局長、環境省官房長等を経て、 2003年 7月環境事務次官に

就任、 2006年 9月退任。現在恩賜財団済生会理事長、学習院大学法学部特別客員教授、ドナlレド・マクドナ

/レド・ハウス財団理事、朝日新聞厚生文化事業団評議員等を務める。

また国家公務員在職中から一個人として障害者、ホームレス、引きこもりの若者、刑余者などへの就労支援、

貧困地域のまちづくりなど社会貢献活動に従事している。

著書.

「私の人権行政論J(解放出版社、 2007年)

「環境福祉学の理論と実践J(編著、関境新聞社、 2006年)

同土会福祉の原理と謀題J(社会保険研究所、 2004年)

「地球環境問題の新常識J(共著、東洋経済新報社、 2004年)

ゲ一口ルド・シュワルツ/Gerold Schwarz 
MDG.F(国連ミレニアム開発目標達成のための基金)と

セルビア政府による共同フロクラムコーデイネータ

国際移住機関で、不利な立場にある人々のための経済開発 ・雇用創出部門のプログラ

ムマネージャーを務めており、現在セjレビアのベオグラードで、 4つの国際機関とセ

/レピ、ア政府が実施する 800万 USドjレの共同計画を運営している。匡|連システムに

参加する前は、ソーシャル・エンタープライズ・パートナーシップ(SEPl所長を 2年間務めた。 SEPは英国

における 6つのソーシヤjレ・エンタープライズ団体による戦略的連携機関で、ソーシヤjレ・エンタープライ

ズ・セクターに関する意識向上と啓発、ソーシヤlレ・エンタープライズの業績改善、ソーシヤjレ・エンタープ

ライズ支援システムの一層の効率化、ベストプラクティスの主流化、および、ソーシャlレインクjレージョンと

社会起業に関する広範なプログラムに影響を与える革新を進めることを目的として策定された、全国的な

ソーシヤjレ・エンタープライズ・プロジェクトを実施してきた。

「ソーシヤ/レ・ファームjのためのコンサlレテイング会社でべlレリンに拠点を置く FAFgGmbHで、社会起

業に関するプロジェクトマネージャーとコンサルタントを 10年間務めた。ソーシャlレ・ファームは、障害者

の雇用を創出すると同時に、その使命を果たすための十分な売上を生み出すという、社会性と経済性の両面

(ダブ、jレボトムライン)を追求している。この分野における数々の国際プロジェクトの運営、国際会議の企画、

ソーシヤlレ・ファームに関する論文の発表を行ってきた。

1997年、労働社会省のために、ドイツのソーシヤノレ・エンタープライズに関する全国調査を実施。1997年

から 1999年までは、|ヨ営業を始める精神障害者を支援する顧客迎営型コンサノレテインク守会社で、ある、ニュ

ーヨーク市の InCube社に勤務した。1994年から 1998年までは、 CEFEC(精神障がし、を持つ人の就労

に関する欧州会議)事務局を指揮し、その執行委員を務めた。

ドイツのシュト ワッ トガノレト出身のゲーロlレドは、べjレリン自由大学で心理学の修士号を、ベルリン経済大

学および英国ケンブリッジのアングリア・ポリテクニック大学で MBAを取得。
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フィリーダ・パービス/Phillida Purvis 
リンクス・ジャパン会長
MBE(大英勲章第五位)

ダーラム大学相1"学部を卒業。ロンドン大学東洋・アフリカ学科で日本語を学ぶ。

英国大使館職員としてシンガポールで政治を、また東京で経済を担当した後、

退職。東京大学大学院で日本の外交政策を研究。大手[旧英基金の副事務局長を

5年間務める。1998年、社会参加、地域再生、国際開発協力問題を中心に取り組んでいる日英の市民社会

団体の交流を促進するリンクス・ジャパンを設立、会長に就任。1998年 10月から 1999年 7月まで、日英

21位紀グjレープの事務局長。難民や強制移住者のために活動している NGO、国際難民トラスト(IRT)の理

事。世界各地へ青年ボランティアを派遣しているラティテュードの理事。世界の地域団体とソーシヤlレ・エ

ンタープライズが、共同プロク、、ラムと ITの利用を通じて経験を共有することを推進しているグローバル・

リンクス・イニシアティブの国際諮問委員会委員。ロンドンに拠点を置く、日本文化、スポーツおよびレク リ

エーションに関するセンターの設立企画プロジェク トである、日本アリーナの理事兼事務局長。墨田区のセ

ツjレメント、興望館の諮問委員会委員。国際友好和解基金幹事。ボランティア組織最高責任者協会の日本に

関するアドバイザー。ケニア・ウガンダと日本のコミュニティとの関係を促進する世界アフリカン-ディアス

ポラ辿合およびメンデイング・ザ・ギャップのアジア太平洋地域に関するアドバイザー。

デビッド・パー力一/David Barker 
ホワイトボックス・デジタル社創設者

1994年に英国で最初のイ ンターネットビジネスの一つを共同創設者として立

ち上げる。それ以降 10年間、企業の製品及びサービスのグローパlレマーケッ

ト進出に関わってきた。2004年に民間企業を離れ、1年間、地域や世界の貧

困を生む体系的な問題を調査するため、パレスチナ、中国、アフリカ、ロシア、米

国を訪れる。それは、 WhiteboxDigitalを立ち上げる綿密な計画へと結びつき、最初のグローパlレ・ソーシ

ヤノレ・エンタープライズの視点に立ち、グローパリゼーションと民間企業をチャリティと公共部門の境をな

くして結びつけ、あらゆる国に存在する貧困から人々を救い出すより良い方法を提供することに尽力してい

る。

White Box Digitalのウェブサイト.

http://www.whiteboxdigital.com/strong_fou ndation .aspx 

http://www.whiteboxdigital.com/charities.aspx 
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寺島彰/AIくiraTerashima 
浦和大学総合福祉学部教授

大学で障害児教育について学んだ後、障害者更生施設のソーシヤlレワーカーと

して 16年間勤務 した後、 厚生省(現厚生労働省)1埠害福祉専門官、国立身体障

害者リハビリテーションセンタ一国際協力専門官、同センター研究所障害福祉

研究部社会適応システム開発室長、同障害福祉研究部長を経て現職。研究テー

マは、|障害者福祉政策と福祉機器を活用したソーシヤノレワーク。

社会福祉学会、経済政策学会、 地域経済学会会員。匡|際協力機構(JICA)障害者専門家コース企画委員、総合

リハビリテーション研究大会常任委員を務める。

著書.

『障害者差別禁止法とソーシヤ/レワークH翻訳監修， 中央法規出版、2003年)

『障害者福祉諭』、補祉士養成前座編集委員会編集、共著(中央法規出版、 2003年)

『支援費制度辞典』、京極高宣・初山泰弘監修、共著(社会保険研究所、 2003年)

宮嶋望/Nozomu Miyajima 
農事組合法人共働学舎新得農場代表

NPO共働学舎副理事長

1951年 9月

1974年 3月

1974年 4月

1978年 6月

1978年 6月

1989年~

1990年~

1990年 11月

1994年~

1998年 2月

2004年 10月

2006年 8月

2006年 10月

2007年 5月

2007年 10月

2008年 11月

2008年 10月

2009年 11月

20091下 11月

前橋生まれ、東京育ち。

自由学園最高学部卒業、卒後論文は植物生態学で「森の植生選移j。

米国ワイスコンシン州で酪農実習

ワイスコンシン大学 (マディソン)の畜産学部(DairyScience 8.S.)を卒業。

北海道上川郡新得IIITに入植、共働学舎新得農場を開設。

北海道地域おこしアドバイザー

新得11日第 5期長期策定委員(保健福祉部会 部会長)(~ 1994) 

「ナチュラjレチーズ ・サミッ ト in 十勝 j を企画、 I~l~催。

新得IIIT第 6J'lf:I長期策定委員(保健福祉部会 部会長)(~2000) 

第 l巨|オールジャパン・ナチュラルチーズコンテス トにおいて、最高貨の畜産局長賞を

ラクレットで受負'。

第 3巨|山のチーズオリンピック(スイス)で「さくら」が金賞。

NPO共働学舎が設立。副理事長に就任

「夢のとびらJT8Sで、新得共倒j学舎が紹介される

Monde Selectionで「さくらJ、「笹ゆき」が最高金貨を受日

第 5巨ILUのチーズオ リンピック(ドイツ)で「さくらJ金賞、「エメレッ 卜J銀日、

国際特別貨を受賞。

著書「みんな、神様をつれてやってきたJ(地湧社)を出版

第 6巨|山のチーズオリンピック(スイス)で特別金'員'を受賞

コープ札幌農業貨の特別賞を受l'j・

第 6巨IAII Japanナチュラjレチーズコンテストで「シントコjが審査員特別口を受賞

著書:rみんな、和Ili株をつれてやってきたJ(地調社)
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桑山和予/1くazulく01くuwayama
NPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽ会長

1962年 4月

1969年 3月

明治学院大学を卒業後、仁1:1学校教諭に就く

結婚により教lri訟を退く 。その後、子育てをしながら飯能市

公民館運営審議委員等を歴任

女性講座の修了生と共に「女性問題研究会たんぽぽJを設立

「ぬくもりサービスたんぽぽJ設立、市民互助型のサービスを始める

1986年 4月

1994年 4月

1999年 4月 埼玉県第一号の NPO法人を取得し、iNPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽJ会長に就任。

助け合い事業をはじめとして、介護保険事業(居宅介護支援事業所、通所介護事業所 2か所、訪問介護事業

所、訪問看護事業所、認知症対応型共同生活介護)、障害補祉サービス事業を展開。新たに農業分野のソーシ

ヤlレファームを立ち上げた。

現在、埼玉県市町村合併推進委員、飯能市地域包括支援センター運営協議会委員、飯能市自立支援協議会委

員としても活躍仁1:1

上 野 容予/YokoUeno 
東京家政大学文学部教育福祉学科学科長・教授
駒濯大学非常勤講師

社会福祉法人豊芯会理事長

精神保健福祉士

1971年日本社会事業大学卒業後、東京都内の精神科病院に精神科ソーシヤ/レワーカーとして 5年間勤務。

精神障害者の地域生活を支援する活動を希望し、 1978年、東京都豊島区にて、穂積登精神科医(現。(医)陸

竹会 ホズミクリニック院長)が創設した精神障害者の「居場所づくりJ(みのりの家)にかかわる。

その後、豊島区にて、作業所、クソレープホーム、ショートステイ、授産施設、地域生活支援センタ一等の精神|障

害者の社会資源づくり、施設の開設、事業運営、活動に携わり、 2000年まで民間団体「ハー トランドj事務局

長、1996年から 2000年まで(福)豊芯会副理事長 (現理事)の役l械を務める。

1998年から、(福)豊芯会に勤務しながら、法政大学(平成 17年退職)、 立教大学、駒樺大学、 日本社会事業

大学(平成 18年退職)、東京家政大学にて精神保健福祉担当の非常勤講師 。

2001年 4月から、東京家政大学専任教員(現教授)として、精神保健福祉分野を担当。同年、(福)豊芯会を

退職し、以来、理事の立場やスタッフのスーパーパイザーの立場で関わりを続けていたが、 2009年 11月

20日付けで同法人の理事長に就任。

埼玉県内の狭山市、入間市、飯能市の関係委員会や関係団体の盟事、監査等の役を担い、精神障害者の地域

生活支援事業の発展のために活動。
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唱吉区 謂潰
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開会挨拶

鴨下重彦
国立国際医療センター名誉総長
日英高齢者・障害者ケア開発機構委員長

皆様お早うございます。ご紹介を賜りました日英高齢者・障害者ケア開発協力機構の委員長

を務めます鴨下でございます。主催者を代表して一言ご挨拶申上げます。

本日はこの国際セミナーに、日曜日の朝からこのように大勢の方々にお集まりを頂きまし

て、主催者として誠に喜ばしく、御礼申し上げる次第です。このセミナーは 2000年に第一回

が聞かれておりますので、今回で丁度 10年の歴史の節目を迎えることになりました。今回も

英国大使館の後援を頂いておりますことをまず申し上げておきます。

日本では昨年夏の終わりに衆議院総選挙の結果、政権交代が起こり、政治の世界も自民党か

ら、民主党に変わりました。新しい内閣は様々な改革に取り組んでおりますが、どうもまだ行

方が定まらない不安定な状態が続いているのであるのは皆様ご承知の通りで、そのような中、

特に社会保障の問題はどうなるのか深い関心が寄せられているところであります。

この国際セミナー毎年、「高齢者や障害者の社会参加を促進する、そのためにどのような支

援を行なうべきかJということを基本的なテーマとして開催されて参りましたが、今回のテー

マは「障害者の新しい雇用 ーインクルーシブな雇用の実現j となっております。障害者の一

般就労については、解決すべき様々な困難な課題があります。特に一昨年後半から続いており

ます世界的な経済不況は、やや落ち着いてきておりますが、すでに大企業にも打撃を与え、一

般の雇用問題にもかつてないほどの深刻な影響を受けております。そのような中で、障害者の

雇用は一層厳しい状況に置かれている、と考えざるを得ません。しかし、そのような危機的な

悪条件の中でこそ、社会的弱者がどのように処遇されるのか、それは社会が真に思いやりのあ

る社会であるかどうかを示すーっのバロメーターではないかと思います。そのような状況下

で行われる本日の国際セミナーには、また特別の意義があるのではないでしょうか。

今日は午前中に先ず、炭谷さんが「インクルーシブな雇用の実現」という題で基調講演をさ

れます。炭谷さんについては、今さら申し上げるまでもなく、元環境事務次官でこの国際セミ

ナーの生みの親、育ての親であります。次にゲーロルド・シュワルツさんが「社会的企業の発展

に向けた戦略Jについて講演されます。そのあと、昼食・休憩を挟みまして、午後は「英国におけ

るソーシャル・ファイナンスJについて、リンクス・ジャパンのフィリーダ・パービスさんがお

話をされます。そのあと、ホワイトボックス・デジタル社のデビッド・パーカー氏にご自身のご

経験からソーシャルエンタープライズの設立についてお話し Eただきます。

休憩のあと、「日本におけるインクルージブな雇用の実現jというテーマで、パネルディス

カッションに移ります。浦和大学の寺島彰教授のコーデネーターの許に、宮I嶋望さんと桑山和

子さんのお二人が話題提供され、炭谷さん、シュワルツさん、パービスさん、パーカーさん、上

野容子さんの5人のパネリストが参加されます。閉会は 16時40分を予定しておりますが、

どうぞ皆様には積極的にご発言や活発なご討論をお願いし、この国際セミナーを実り多いも

のとして頂くよう、念願したしまして、開会のご挨拶といたします。有難うございました。
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墨調講演『インクルーシブな雇用の実現j

炭谷 茂

日英高齢者・障害者ケア開発協力機構副委員長
ソーシヤルファームジャパン理事長
恩賜財団済生会理事長

講演要旨

1 .日本の就労状況

(1)日本全体の雇用状況の厳しさ

高止まりの完全失業率

雇用調整助成金の対象者が 200万人

新卒予定者の就職内定率の低さ
非正規雇用が3分の 1
ホームレス問題は新しい局面へ入る

(2)社会的にハンディを持った者には一層厳しく

基調講演

障害者、高齢者、難病患者、二一卜や引きこもりの若者、母子家庭の母、被差別部落、ホームレス、
刑余者、在日外国人など

少なくとも 2千万人以上

2.働くことの意昧
経済的な自立

人間としての自尊心

規則的な生活による心身の健康維持

社会とのつながり
社会からの排除、孤立が日本において急激に進行
多くの社会問題の発生(例えば障害者への差別、自殺、孤独死、児童虐待など)
この解決のためには仕事などを通して社会とのつながりを
→ソーシャルインクルージョンの具体化

3.第3の職場が必要
公的な職場 … 社会的な目的のため、税金が投入されて作られる職場

一般企業 … 大企業には障害者雇用率が適用

社会的企業 … 社会的な目的
ビジネス的な手法
利益を外部に出さない
就労者の状態に合った生きがいを感じる仕事
住民参加も

4.第 3の職場のーっとしてソーシヤルファームが重要
障害者を対象として発展してきたが、近年対象の範囲を拡大

ヨ一口ツパで定着、各国によって特徴がある

日本にも有効
日本で2千社作るべく、それを支援するためソーシャルファームジャパンが

2008年 12月発足、活動
昨年6月厚木市、9日新宿区でソーシヤルファームを推進するためのサロンを開催
今年3月7日茂原市・茂原駅前学習プラザでサロンを開催、沢山の人の参加を

(ソーシャルフアームジャパンのホームページに掲載予定)

5.日本におけるソーシヤルファームの展開
(1 )未来の日本を担う分野に進出

a.環境

今後の成長産業 … 政府の成長戦|略分野

他との競争に勝てる

3 R ... 秦野市の弘済学園の古本販売
西尾市の「くるみ会Jの食品廃棄物のコンポスト化
ヨコタ東北の支媛による NPO等による廃プラスチックのリサイクル
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回りの物すべてが3Rの対象になる
地球温暖化対策につながる

玉野市の「のぞみ園jの竹を伐採し、竹炭作り
北海道芽室町による障害者の木材ペレツトの製造
バイオマス分野なども可能

北陸グリーンエネルギー研究会による廃アルムニュームによる水素製造

生物多様性にも
北海道のNPOアウルスによるエゾシカの皮の活用

b.農業、酪農
日本の需給率の向上が食料安保から絶対的に必要

北海道新得町の共働学舎のチーズ作り

C.福祉

飯能市のたんぽぽによる自然農法等による野菜栽培
岡山県美咲町のホームレスによる農業

高齢者等の多様なニーズの急激な増大

d.健康

豊島区の豊芯会による高齢者向け宅配弁当
ワーカーズコープのホームへJレバー派遣

自然環境の活用

e.サービス業

愛媛県愛南町の御荘病院の活動
ヘルスツーリズム

労働集約で有利に
特産物の販売
芸術作品販売
ホテル、コンビニも

(2)発展していくためのポイント

a.商品・サービスの開発
皆で考える(サロンの効用)
需要がある
ニッチなもの
独自性
労働集約的
デザイン力

b.販売力の強化
ソーシャルファームのネットワークの形成

アンテナショップ
商品カタログの作成

ソーシャルファームプランドの確立
今後ソーシャルファームジャパンで検討

C.経営資金の確保
園、地方自治体の助成
民間助成団体

探せば必ず見つかる

ソーシャルファームのスピリットは、税に依存せず、自主独立が基本
篤志家の援助
ソーシャル・ファイナンス
少人数私募債(縁故債)の活用

d.支援者の確保
資金

ボランティア
消費者として

e.健常者とのコラポレーシヨン
それぞれの特徴を発揮

f.国際協力
ヨーロツノ官
途上国

g.経曽主体

現行法制下では一般公益法人、 NPO、社会福祉法人など
特例子会社も活用可能

6.新しい福祉国家として
新しい「公jの形成

これからの人間としての生き方の一つ
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基調講演

講演

今日このセミナーで取り上げる内容について、アウトラインを皆様方にご理解し、ただくと

いう役割を私は担っていると思っております。これからイギリス、ドイツ、日本の方々にソー

シャル・ファームについていろいろとご説明いただきますが、その基礎的な知識は、既にこの

セミナーでも何回か取り上げましたのでご理解をいただいている方は多いと思いますけれど

も、そのアウトラインについてご説明するとともに、日本におけるソーシヤル・ファームはど

のように進んでいるのかご説明していきたいと思っております。私のお話しする内容は皆様

方のお手元にお配りしております冊子に、レジメとして載っておりますので、それに即しなが

らお話をさせていただきます。

1 .日本の就労状況

( 1 )日本全体の雇用状況の厳しさ

まず日本の現在の雇用情勢ですが、皆様方ご承知のように、大変厳しい状況がございます。

失業者は 300万人を超え、最近の失業率は 5.1%。さらに企業では雇用調整助成金という制

度を使って、本来は解雇しなければならないが、この助成金を使って引き止めている、それが

200万人くらいいらっしゃる。ですからある意味では、失業もしくは失業の予備軍という方は

500万人を超えているというのが日本の現状ではないかと思います。さらに、この春に大学や

高校を卒業する人で就職が決まらないという人が3割近くいらっしゃる状態です。さらに非

正規雇用の人が雇用者の3分の lを占めているという大変厳しい状況にあります。

(2 )社会的にハンディを持った者には一層厳しく

実は昨日、私は大阪にいたんですけれども、大阪でホームレスを支援している人の話により

ますと、どうも最近、ホームレスの状況が変わってきたと言います。以前の日本のホームレス

は、 50歳以上の人が多かったわけですけれども、今は 20代、 30代の人が占めるようにな

ってきたということを話してくれました。ここ数ヶ月の話です。これは、仕事がなくて解雇さ

れた人がホームレス化しているということではないかと思います。

このように、一般の雇用情勢が大変厳しいので、より弱い立場の人、例えば障害者の人、高齢

者の人、難病患者の人、また母子家庭の人、刑務所から出所してきた人など社会的に弱し、立場

の人については、なお一層雇用が厳しくなっています。仕事が見つけられない、仕事に就いて

いても真っ先に解雇されてしまう、そういう状況が今、続いているのではないかと思います。

そのような大変厳しい方々が日本の中には、ざっと 2，000万人くらいに上るのではないか

と思っております。その 2，000万人の方々すべてが仕事がないという状況ではなくて、仕事

に就いていても、どうも自分に合った仕事ではない、もっと違った仕事をしてみたい、そうい

う方々も含まれていると思います。

2.働くことの意昧
仕事が大変厳しいわけですけれども、仕事というのはし、ろいろな効用を持っています。もち

ろん一番基本的な目的は経済的な自立を得るということだと思います。それから規則正しい

生活によっての健康の管理にもよいでしょう。それから働くことによって自尊心が得られる。

人間としての尊厳性が確保されるということもあるでしょう。そして第4番目には、今日のテ

ーマである、社会とのつながり。それが得られるのが仕事だろうと思うわけです。でも障害者

などの方々は仕事が得られない。そのために社会とのつながりが切れてしまう。それによって
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例えば孤独死という問題、また自殺といった問題、それからホームレス化してしまう、そうい

う問題が生じているのではないかと思います。そのために私は、ソーシヤル・インクルージョ

ンという考え方をもっと広めなければいけないのではないかと思、っています。そのソーシヤ

Jレ・インクルージョンを達成するためにも、仕事というものは一番基本になると思います。

3.第3の職場が必要
しかし残念なことに今、障害者の方々の仕事の状況を見ると、私は現在、第一の職場、第二

の職場、というように考えております。第一の職場というのは、いろいろな法律などの制度に

よって税金によって維持されている職場です。例えば障害者で言えば授産施設のようなもの

が代表的だと思います。残念ながらこの第一の職場、財政上の制約によって定数も限られてい

る。また仕事の種類も限られている。そしてさらに言えば、働いてもなかなか満足な給料を得

られない。 1ヶ月 1万円届くか届かないかという状況だろうと思います。これをさらに伸ばし

ていくということはもちろん必要ですけれども、なかなか限界があるというのは皆さん方、共

通した認識だろうと思います。

「第二の職場J、これが一般企業です。一般企業は、大企業であれば1.8%雇用しなければp

けないわけですけれども、これもなかなか達成できない状態です。1.8%自身が大変低いんで

すね。今日いらっしゃっているドイツのほう、またフランスのほうでは、 4%とか5%とか、非

常に高い法的な基準を作っている。日本の 1.8%は大変低いわけですけれども、それさえも達

成できない。私の勤めております済生会は、現在 4万7，000人の雇用者ですから、大企業です

けれども、かろうじて1.9%達成している次第でございます。

そうすると、第一の職場、第二の職場だけでどうもうまく L、かない。それも充実させなけれ

ばいけないのですが、私はここで第三の職場、これが必要ではないかと d思っております。第三

の職場、これは社会的企業と呼ばれているものでございます。その中の一つに、今日の議論の

主なテーマになります、ソーシャル・ファームというものがあるわけでございます。

4.第3の職場のひとつとしてソーシヤルファームが重要
ソーシャル・ファームについては、既にこのセミナーに何回も出ていらっしゃる方がほとん

どですから、若干復習を兼ねて整理をしておきますと、一つは障害者などの社会的に一般の労

働市場ではなかなか雇用が見つからない、働く場所がないという人たちに対して仕事場を提

供するという、社会的な目的、公益的な目的を有する、これが第一の要素です。いわば第一の職

場と共通するものでございます。

第二の要素は、だからといって税金をあてにはしない。税金による制度があるわけではな

い。もちろん税金による援助を拒むものではありません。もちろんそれがあれば大変ありがた

いわけですけれども、税金による制度があるから始めようというものではない。あくまでビジ

ネス的手法を基本として進めるというものです。これはある意味では第二の職場と同じよう

な性格を持っています。したがって第一の職場と第二の職場の共通の要素を取り出したハイ

ブリッド型の職場だろうと思います。

そして第三の要素そして、そこで行う仕事自身が、ここで働く人にとってやりがし Eのある、

働きがpのある仕事であるということも必要でしょう。

そして第四には、できればそのような仕事に対して、働いている人が経営に参加する、運営

に参加するということも望ましいのではないかと思います。

そして最後には、その地域住民の方々と一緒になってやる。住民が支えてp く。そういうこ

ともソーシャル・ファームの特徴としてあるだろうと思っております。

.16 



基調講演

今日もこれまでこのセミナーで何度もお話をしましたけれども、ヨーロツパ、特にイギリ

ス、ドイツ、イタリアなどでは、このソーシャル・ファームは大変普及しております。もう 1万

社以上あるわけでございます。日本ではなかなか育たないということでは、私は3年前から皆

さんと一緒に 2，000社作っていこうじゃないかと呼びかけてまいりました。そのために2年

前の 12月に、ソーシャルファームジャパンという組織を作ったわけでございます。幸い、こ

のソーシヤル・ファームについては皆さん考えていらっしゃること、問題に思、っていらっしゃ

ること、同じなんですね。みんなで日本にもソーシヤル・ファームを 2，000社作ろうというで、

非常に意見が一致し、みんなそういうものに熱い夢を寄せていらっしゃるということがわか

つてまいりました。

このソーシャルファームジャパン、実は先月、池袋で集まりをやりました。 70名近い方が、

北海道、九州、全国から集まっていただきました。着実にソーシャル・ファームが伸びているな

ということが実感できたわけでございます。

ソーシャル・ファームは一挙にはなかなか作れません。そこで、各地でどうしたら作ったら

いいかということで、この 1年間話し合う場も設けてまいりました。去年の6月には神奈川県

の厚木市で知的障害の方々や、部落解放同盟の方々と一緒に厚木市でサロンという形で聞き

ました。また、 9月には東京の新宿で、刑務所から出てきた人に対する支援を行っている更生

保護法の関係者の方、また新宿でホームレスの支援活動をやっている方々などと一緒に、どう

したらソーシャル・ファームが作れるのか話し合いをしてまいりました。

近く 3月には千葉県の茂原市で 3月 7日に行うことにしています。主に千葉県の場合は、

今度はターゲ、ツトとして高齢者を中心にしてソーシャル・ファームをどういうふうに作った

らいいか話し合うことにしております。

このような形で徐々に、日本においてソーシャル・ファームが育ってまいりました。それで

はどのように展開をしているのか、ご報告をさせていだたくとともに、どういう問題点がある

のかということについて、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

5.日本におけるソーシヤルファームの展開

( 1 )未来の日本を担う分野に進出

まず、仕事です。どんな仕事をやるのか。日本がこれから必要となってきている、そういう分

野の仕事がまさにソーシャル・ファームの仕事として一番適当です。その代表例が環境です。

アメリカでオパマ大統領がグリーン・ニューテ、イール政策を取り上げました。そこに何百万人

の雇用を生み出すんだというのが、オパマ大統領の一番大きい政策のーった‘ったと思います。

それと同様に、現在の民主党政権も、環境によって仕事を生み出すということを打ち出してい

ることはご案内のとおりだと思います。

環境

具体的に環境と言っても大変広いわけですけれども、まず3Rについて見ていきたいと思

います。

3R、Rは「リデユースJ、「リユース」、「リサイクルJ。この3つのRで3Rです。その3Rも、

我々ソーシャル・ファームに大変いい仕事の分野になっています。

神奈川県の秦野市に弘済学園という、今日は福祉の関係の人が多いですからほとんどの人

がご存じの、私は日本で最も優れた障害者の施設の一つだと思いますが、鉄道弘済会が財政的

なパックアップをし、障害者の対策について、日本のリーダーとしてやってきた施設がありま
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す。その弘済学園の父兄の方が、去年の 10月からソーシャル・ファームとして古本の販売を始

められました。全国に呼びかけて、各家に本が余っている、なかなか処理できない、捨てるのも

もったいない。街の中古本屋に持っていけば買い取ってくれるわけですけれども、それも面倒

くさい。それであれば、この弘済学園の方に古本を寄付してほしい。そしてその吉本を知的障

害の方、弘済学園を利用されている方が、きれいにゴミを落としたり磨いたりする。そしてそ

れを売り出す仕事を始められました。これはあまりリスクを伴わない仕事だと思うんですね。

かなり順調にスタートしていると伺っています。

これが広がっていけば、弘済学園の方は、秦野市だけではもったいない、できれば全国いろ

いろなところでこういうものをやってもらえればありがたいなと言っております。

またこれは今年の4月、 2ヶ月後にスタートしますが、ヨコタ東北という会社があります。

これは山形県の新庄が本社で、そこはプラスチックの容器を作っているわけですけれども、例

えば皆さん方、お豆腐の容器がありますが、その容器を作って、大変大きい会社に成長してお

ります。そのプラスチックの容器の中心部分に廃プラスチックを利用する。ただこの廃プラス

チックを利用する際は、汚れたもの、違った種類のものをよけなくてはし、けません。その選別

作業を知的障害者の仕事作りとして活用する。そして廃プラスチックをペレットという小さ

い粒状に加工するという仕事までやってもらう。その機械についてはヨコタ東北が無償で提

供するというやり方をしています。この手法は、地元の新圧市だけではなく、京都、三重県、愛

知県、神奈川県などで既に設置されて、障害者の仕事場作りとして大変役に立っております。

今年の4月からは東京の江東区で新しいものがスタートします。これを実施する団体は

NPO地球船クラブというところですけれども、私もそこの NPOの顧問という役割を担って

おります。今年の4月に大変大きい施設として地元の区も財政援助するという形でスタート

します。ソーシャル・ファーム的な運営ということで、大変私も期待しているところでござい

ます。

古本がリユース、廃プラスチックはリサイクルという形になっているわけですけれども、私

は、周りのものがすべて 3Rの対象になるのではないかと d思っています。皆さん方の周りで不

要のものがし、つぱL、あると思います。それは捨てれば単なるゴミですけれども、うまく利用し

ていけば資源になる。実は一昨日、金曜日ですけれども、徳島市にある「太陽と緑の会」の代表

の人にお会いしました。佐藤さんという方なんです。徳島市の田舎の方にある NPO団体です

けれども、お話を聞くと、これも一つのソーシャル・ファームだなと思いました。もう既に歴史

が20年近くある団体ですけれども、何をやっているかといえば、家の中で不要なものをすべ

て引き取る。そうすると、佐藤さんという理事長がおっしゃるには、いいものは現在徳島市で

もリサイクルショップがたくさんあるから、そこに出す。そのリサイクルショップでも引き取

ってもらえない、限りなくゴミに近いものは有償もしくは無償で引き取っている。本来、ゴミ

に出せば粗大ゴミとしてお金がとられるかもしれない。でも「太陽と緑の会Jに頼めば、無償も

しくは場合によってはお金をもらえるかもしれないという形で成り立っている団体でござい

ます。例外なくすべて引き取るというやり方をしているんですね。というのは、私と同じ、すべ

てのものが3Rの対象になる、資源になるという形で販売する。そして「太陽と緑の会Jでは知

的障害もしくは精神障害を持っている方々が働いているわけでございます。

また、地球温暖化問題もあります。今現在、地球がどんどん暑くなっている。 21世紀末には

7度近くになって、人類が滅んでしまうのではないかということですけれども。地球温暖化問

題についても我々ソーシャル・ファームがやれることがかなりあります。例えば先月のソーシ

ヤル・ファーム・ジャパンの集まりのときに報告していただし Eたんですけれども、北海道の根
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室町では障害者によって木材のぺレツトを作っている。これは石炭や石油を使えばC02が増

える、しかし木材のペレツトは C02は増やさない。再生産が可能ですので増やさないという

ことになっています。これも地球温暖化に貢献することだろうと思、っています。

また、岡山県の玉野市に「のぞみ園」という障害者の施設があります。かなり有名な施設です

から、行ったことがあるという人もいらっしゃると思います。日本でだんだん竹が増えてきて

います。竹というのは京都のお寺にあるときは大変清楚できれいだなと思いますけれども、西

から迫ってくる竹というのは、自然体系を壊してしまう。竹は大変生命力が強くて、日本の在

来の樹木を枯らしてしまうという凶暴な力を持っています。岡山県の玉野市も同様なんです。

玉野市の「のぞみ園Jの周りで竹がどんどん増えている。そこで理事長の浜川さんという男性

が僕のところに2年前に来まして、炭谷さんは「炭谷Jだから炭に詳しいんだろう、と。私は名

前だけで、炭の専門家ではないと言ったんですけれど、炭谷さん、我々の周りは竹で覆われて

いるんだと。単に切るだけではおもしろくないと言うんですね。竹の炭を作りたいと。誰かい

い人いないかと。たまたま日本で、竹の炭を作つては第一人者の大迫さんという方を知ってい

たので、彼に電話をして、「玉野市で困っている施設がある、何とかボランティアで行ってく

れないかJと言ったら、「それじゃ行きますJということで、指導をしてくれた。竹の炭を作っ

ています。竹の炭は大変高く売れます。また、竹を切ることによって日本の自然が守れる、森林

が守れる、それによって C02が吸収できるという形になっているわけでござし Eます。

生物多様性、バイオダイパーシティということですけれども、生物は 1種類だけじゃなくて

いろいろな種類があることによって自然が守られる。今年の 10月には名古屋で COP10と

いう、生物多様性の国際的な集まりがありました。この生物多様性についても、我々ソーシャ

lレ・ファームがやれることがあるんじゃないのかなと思います。

この試みをやっているのは、今日も来ていただいていますけれども、ソーシャルファームジ

ャパンで事務局的な役割を果たしてくれています北海道の「あうるずJです。北海道にはエゾ

シカが蔓延しているんですね。エゾシカがし Eるために、例えば北海道の現地の植物を食べてし

まう。他の生物を駆逐してしまう。生物多様性にとって害があるということで、これを適正管

理をしなければし、けないということで、エゾシカを駆除しています。単に駆除して殺すだけで

はエゾシカに申し訳ない。その皮をいかに利用するか。あうるずでは、その皮でハンドバッグ

を作っています。これもソーシャル・ファームとしてこれから伸びていくことが期待できる。

生物多様性ということに役立ちながら、鞄を作ることによって障害者の仕事場作りに役立て

ていこうという試みた、ろうと思っています。

農業、酪農

次に、農業や酪農です。これも大変有望だろうと思います。というのは、日本は自給率は 40

%いかないという国でございます。今日来ていらっしゃるイギリスは日本よりも高くて、食料

自給率は 70%くらい。ドイツに至っては 90%、ほとんど国内で、食料を賄っている。日本は 40

%。過半数以上を海外に頼っている。食料安保からいっても大変心配な状態です。こういうと

きこそ我々ソーシャル・ファームの出番ではないのかなと思います。

今日、午後から新得町の共働学舎のチーズ作りというものもお話ししていただきますし、ま

た去年から始められた飯能市の NPOたんぽぽの自然農法に基づく試み、これも今日午後お話

ししていただきますけれども、これも農業・酪農の例だと思います。

そこでもう一つをお話ししますと、岡山県の山奥に、知っている方はどなたもいらっしゃら

ないと思いますけれども、美咲町という鳥取県との県境にある山奥の町があります。そこに去

年の4月で代わりましたけれども、奥村町長という方がいらっしゃいました。その方が今から

4年ぐらい前に私のところにいらっしゃいました。うちの美咲町は山奥で学校も廃校になっ
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て、小学校が空いているんだと。また農業も畑を耕作する人がし、ないんだと言うんですね。私

が活動している大阪のホームレスの方で、何かこの山奥で仕事をしたいという人がし Eれば、ぜ

ひこの校舎に住んでいただいて、何も手をつけていない畑を耕してみてはどうだろうかとい

うお話を聞きました。早速大阪でホームレスの方々に何人か行っていただきました。その後ど

うなっているのかなと、関心を持っていましたが聞くチャンスはなかったんですけれども、き

ちんと数名の方がそこに定住されているということを聞きました。これもうまくいけば、まさ

にホームレスの方が仕事を持つ、そしてそこでソーシャル・ファーム的な活動をしてし、く。ま

だ団体としては成り立っていませんけれども、一つの方向性が見えているのではないかなと

思います。

福祉

三番目の分野として、福祉の分野も大変有望なんですね。今日、午後から上野容子先生に話

していただきますけれども、そこの団体でも福祉について高齢者向けの宅配弁当という形で

豊芯会で出されています。それからこれは全国的に展開していますけれども、ワーカーズコー

プという方々がホームヘルパーをはじめ、高齢者介護に全国的に大変活動されている例も成

功事例としてあるのではないかなと思います。

健康

それから健康分野。これもいろいろと起こっています。愛媛県の高知県の県境に、愛南町と

いう小さい町があります。そこは大変気候がいいわけです。人はあまり行きません。でもそこ

に御荘地区というところがあります。御荘地区に精神病院があるんですね。その精神病の患者

さんの治療に大変いいという地域です。でも精神障害の方々の治療だけではなくて、一般の

方々も来て、保養するには大変いいところだと思うんですね。まさに保養基地としてのソーシ

ヤル・ファーム。これが現在、御荘地区の方々、御荘病院を中心にして活動されている。大変期

待される分野だと思います。このようなヘルスツーリズム、これもソーシャル・ファームとし

て今後、将来性がある分野だと思います。

その他、サービス業もあります。ドイツの方では以前、この場で勉強しましたけれども、コン

ビ、ニやホテルもソーシャル・ファームとして経営されていると聞きました。日本ではまだそこ

まではありませんが、きっと日本でもできてくるのではないかなと考えています。

(2)発展していくためのポイン卜

次に、発展していくためのポイントについて皆さんと一緒に考えてみたいなと思います。

商品・サービスの開発

まず一番重要なのは、一般市場として戦っていかなければいけない。勝ち抜いていかなけれ

ばいけない。そうなると、商品-サービスがポイントです。これも今年の6月、神奈川県の厚木

市、また新宿で、また3月には茂原市でサロンを開く。そしてみんなで 70人、 80人の人で一

緒になって考える。何がいいのかなと考えるんですね。 70'"'-'80人の方が話し合うと、いい

アイデアが浮かび、ます。大体人間というのは、閉じことを考えるんですね。それだとあまり発

展性がありません。でも 2人、 3人、 4人、たくさんの人がみんな同じことを考えているんだけ

れども、ちょっと違った考え方を言う人が 1人でもいると、それが新しい独自の考え方になる

んですね。そして、それは必ず需要があるものでなければならないと思います。よく障害者が

作られるものは大体三つあるといつも，思っています。一つはクリーニング業、二番目には印刷

業、三番目には中小企業からの下請けの、例えば箱詰めのような仕事。この三つが代表例です。
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でも三っとも今、需要がなくなっています。クリーニングは大きい企業によって市場が占めら

れるようになった。印刷はパソコンの発達によって需要が少なくなった。中小企業の下請け

は、むしろ東南アジアの安い労働力のところへ持っていった方がいいだろうというふうにな

っています。

ですから、そういうものではない。ではどういうものがいいのか。この場でも教えていただ

きましたけれども、ニッチなもの、また他にないもの、独自的なものを選ばなければいけない

のではないか。そして、ソーシャル・ファームの一つの特色は、労働集約的にできるということ

があります。まさに労働集約的な代表は3Rなんですね。先ほど言ったヨコタ東北は、プラス

チック容器を丹念に根気よく分けなければいけません。まさに労働集約的なんですね。そうい

うものは日本にはできるところはなかなかありません。まさにソーシャル・ファームの特色だ

ろうと思います。

そして、デザイン力です。どうも障害者の授産施設で、作ったものはデザインが今一つだと。

どうも手が伸びないというものがかなりあります。私どもソーシャルファームジャパンで、は、

武蔵野美術大学の教授が協力をしてくれました。日本の工業デザインをリードしている日本

の最先端の人たちです。彼らが協力をしてくれていますから、これからソーシャルファームジ

ャパン、もしくはソーシャル・ファームで作るもののデザインを磨き上げていこう。それにつ

いては世界のルイ・ヴィトンなんかにも負けないような立派なデザインというものを考えて

し、かなくてはいけないのではないかと思います。

販売力の強化

次に、販売力の強化です。まさにソーシャルファームジャパンは、 pろいろなソーシャル・フ

ァームのネットワークを作りたい。例えばカタログを作る、インターネットに載せてし、く。さ

らにはアンテナショップみたいなのもやってもいいんじゃないか。これは実は6月の神奈川

県の厚木市の集まりのときにも出た意見です。そういう全国のものかそこに集まれば、あそこ

に行けばソーシャル・ファームはどんなものかな、注文してみたいなというものが、できてく

るのではないかなと考えています。

そして先ほどの商品開発、サービス開発ということで、ソーシャル・ファーム・ブランドとい

うものを確立する。決して障害者が作っている、高齢者が作っているというだけではなくて、

大変いいものだから買う。買う人は障害者のためになるというだけで買うのではなくて、それ

が品質もいい、デザインもいい、価格も安い、そういうソーシャル・ファーム・ブランドという

ものを確立してし、く必要があると思います。そしてソーシャルファームジャパンのマークを

ソーシャル・ファーム製品につけていくということも、今後検討していきたいと思っていま

す。

経営資金の確保

次に、経営資金力。これはどなたも悩まれるところです。でも、先ほど私は、ソーシャル・ファ

ームの神髄は公的な資金をあてにしないといいました。あてにしないけれども、もしそういう

ものを見つけて支援をしていただければ、なおありがたいわけです。それを拒むものではあり

ません。いやむしろ積極的にそれを見つけていかなければし、けません。でも、そういうソーシ

ヤル・ファームをやりたいなと思って国の助成、地方自治体の助成、民間の助成団体、そういう

ものを探せば必ずあります。それをうまく利用するんですね。政治家に頼んで口を利L、てくだ

さいというのはもう通用しません。地道に、担当者に会って、ソーシャル・ファームの精神を説

明して助成をしてもらう。これがスタートだろうと思います。これは必ずあるわけです。そし

て、ソーシャル・ファームの理念が高ければ、それなら支援してやろうという篤志家や、ソーシ

ヤル・ファイナンスというものもあるわけです。そして商法の改正によってできた縁故債の活
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用もこれから考えられるのではないかなと思います。

支援者の確保

次に支援者の確保ですけれども、これは今のお話と同じです。支援者を見つけなくてはい

けない。ソーシャル・ファームはやはりハンディキャップを背負っている。できればお金を支

援してほしい。しかしお金はない人がほとんどです。それであれば、土日は助けてほしい。で、も

暇もない人も多いと思います。でも暇もなくお金もない人であっても、消費者としてソーシャ

ル・ファームの品物を買っていただく。決して品質では他の商品に絶対に負けない。価格も、他

の一般の商品には負けない。そういうものを消費者として買っていただく。そういう支援の仕

方があるのではないかなと思います。

健常者とのコラポレーション

次に、健常者とのコラボレーションですけれども、ソーシャル・ファームといっても障害者

や高齢者のように社会的に何らかのハンディキャップを持っている人だけでやるものではあ

りません。ここが重要なんです。イギリスでは大体、障害を持っている方でソーシャル・ファー

ムで働いている方は、 25%以上が基準。ヨーロッパの他の国でも半分を超えるということは

ないと思います。日本の場合も、ソーシャル・ファームだから全部障害者でやろうとすると成

功しません。やはり健常者の人が一緒になってやれることが重要です。場合によっては、家庭

の主婦で時間が余ったという方、また高齢者で民間企業で働いていたけれども技術が残って

いる。そういう方も参加していただく。それが成功のポイントだろうと思います。

国際協力

国際協力ですけれども、例えばヨーロッパの方々と一緒にやってpく。幸いソーシャルファ

ームジャパンには今日お話しいただくゲーロルドさんやパービスさんが我々の名誉顧問とな

っていただいて、いろいろと知恵を貸していただいています。

経営主体

そして最後に経営主体。日本にはまだソーシャル・ファームという経営主体はありません。

ですから NPOや社会福祉法人や、場合によっては株式会社、それを今、ソーシャル・ファーム

という形、精神で運営をしていくということになろうかと思います。

6.新しい福祉国家として

最後に、これは結局新しい福祉国家を作っていくことだろうと d思っています。今日のテーマ

はインクルーシブな雇用を目指しているということですけれども、新しい公、新しい人間との

つながりをつけることができる。これが我々ソーシャル・ファームだろうと思っております。

ご清聴ありがとうございました。
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ゲーロルド・シュワルツ
MDG.F(国連ミレ二アム開発目標達成のための基金)と
セルビア政府による共同プログラムコーテ、イネータ

講演要旨

ソーシャル・ファームは、重度障害者のための有意義な雇用創出モテ、ルとして、ドイツで大

きな成功を収めてきた。現在ではおよそ 700社のソーシヤル・ファームが存在し、約 20，000

人を雇用しているが、その半数は障害者である。本講演では、ソーシャル・ファームの可能性を

実現する総合的かつ全国的な枠組みの重要性と、この枠組みの鍵となる要素は何か、またこの

枠組みがどのようにソーシャル・ファームの成長と発展を支援してきたかを明らかにする。ま

ず、ドイツのソーシャル・ファームの現状を簡単に説明し、その後、ソーシャル・ファームに関

する国内法や非営利企業のための法的枠組み、地域支援プログラムおよび最近実施された公

共調達法の改正など、 ドイツ国内での全国的な支援の枠組みの拡大に関するもっとも重要な

要素を解説する。そして、ドイツでソーシャル・ファーム運動が展開されていく中で、ドイツ政

府やその他の重要な関係者との緊密な協力により、どのようにしてそのような枠組みが確立

されてきたのかを検討する。最後に、ドイツにおけるソーシャル・ファームの開発から得られ

た教訓と、最近の進展および動向に関する簡単な考察を行い、締めくくりとする。

講演

ソーシャル・ファーム

実現のための環境づくり

東京一2010年1月

ゲ一口Jレド・シュワルツ

50ωalFirr田ーc，明白ng田 En.凶咽 Environment-Gerold S曲咽rz-0112010 

スライド 1

はじめに、主催者の方々に感謝をしたいと思います。このセミナーに呼んでくださりありが

とうございました。このようにまた東京に来ることができて嬉しく思っています。そしてソー

シャル・ファームの日本での進展について学ぶことができることを嬉しく思います。
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講演内容

s。闇IFim稽ー c..曲羽田 En.凶'"9Environment -Gerold Schv咽巴 -0112010
2 

スライド2

炭谷先生の講演を非常に興味深く聞きました。多くの活動が昨年行われたということです。

また、ソーシャル・ファームのヨーロツパの経験を分かち合うことができ、特にドイツの経験

を分かち合えることを嬉しく思っております。

私のプレゼンテーションの焦点は、より幅広い戦略的なパートナーシップをドイツのソー

シャル・ファームでは打ち立てておりますが、どのようにしてソーシャル・ファーム実現のた

めの環境作りが整ったのかということについてお話ししたいと思います。ドイツにおいてど

のようにソーシャル・ファームが発展し、どのようにしてこのシステムが確立され、どのよう

な教訓がこのプロセスから学べるのかについてお話ししたいと思います。

ソーシャル・ファームとは何か?

昨年と一昨年にもお話ししましたが、まず最初にソーシャル・ファームがどのようなものか

というのをお話ししたいと思います。昨年はソーシャル・ファームが培ってきたパートナーシ

ップについてお話ししました。そしてこのネットワークがどのように個々のソーシャル・ファ

ームを助けてきたかについてお話ししましたが、今年はもう少しそれを広げていきたいと思

います。

ソーシャル・ファームとは何か?

- ソーシャル・ファームは、障害者、あるいはその他の労働市場において不利な
立場にある人々を雇用するためにつくられたピシネスである。

・ ソーシャル・ファームI主、その祉会的軍命を返事するために、市場志向の商品
の製造やサービスの箆供を行うピシネスである。

・ ソーシャル・ファームの従業員の相当数が、障害者、あるいはその他の労働市
場において不利な立場にある人々である.

・22ヂ員払仕事肉容に応じ、市場の相場に従って賃金または給料を支給さ

. 労働の援会Iま、不利な立場にある従業員と、不利な立場にはない従業員とに、
平等に与えられる.

. すべての従業員l主、雇用に関して同等の権利と義務を持つ。

ソーシヤル・ファーム・ヨーロッパCEFECIこよるソーシャル・ファームの定怠(1997
年)より

Social Firms -Cr田 町9an Enabling Envi間前削トGeroldS由 咽rz-0112010 3 
スライド3

中身に入る前にまず少し、炭谷先生もお話になりましたけれども、ソーシャル・ファームと

は何かについて見ていきたいと思います。それは障害者や労働市場において不利な立場にあ
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る人を雇用するためのビジネスであり、市場志向のビジネスであるということです。つまり商

品やビジネスの内容は人々の気に入るものでなければならない。消費者がそれにお金を払っ

てもいいと思えるものでなくてはなりません。

また、ソーシヤlレ・ファームの相当数の従業員が障害者、あるいはその仙の労働市場におい

て不利な立場にある人々であって、 ドイツの場合はこの制合が 50%となっています。また他

のモデルと違う点は、ソーシャル・ファームでは従業員の地位が障害者もそうでない人も平等

であるということです。不利な立場にある人とそうでない人との立場は同じで、やはり労働協

約や給与の点についても平等となっています。

ソーシャル・ファームの背景

ソーシャノレ・ファームがどのような位置づけにあるのかということです。

ソーシャル・ファームの背景

験業訓練

福祉作業所 ソーシヤル 一般労働市場

ファーム

治療活動

Social Flrms -C附副内9an Enabhng Envlrollfl1Dnt -Gero凶 S由咽ロ -0112010 4 
スライド4

まずこちらに福祉作業所という円があります。ドイツでも 10万人の人がこの福祉作業所

で働いています。福祉作業所で、は、働いている人たちの 99%が障害者で、また法的な給与は、

やはり民間とはかなり違って低くなっていますし、作業の中身は民間とは泣います。

一方で一般労働市場があり、ソーシヤ lレ・ファームは福祉作業所と一般労働市場の中間の位

置にあります。

ソーシャル・ファームに関する最新データ

ソーシャル・ファームに関する最新データ

l・川園内に約700のソーシヤルフア一ム(2∞
年現在女)

・ソーシャル・ファーム全体で、約20，000件の仕事-

50%は障害者向け

-従業員数一社平均28人

-年間総売上高:一社平均100万ユ一口

. BAG Integrationsfirmenの内部調査より

Soclal Flrrr市一 Cloatlngan Ena凶 ngEn..悶 nment-Gerold Sch柄局ほ 0112010 5 
スライド5
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スライドは最新のデータを示しています。ドイツの全国ソーシャル・ブアーム協会(BAG

Integrationsfirmen)のデータによりますと、大体ドイツ園内に 700のソーシャル・ファーム

があって、昨年とあまり変わりません。そして大体2万人が雇用されています。つまり 2万人

の人たちが正規の労働協約を結んでいて、そのソーシヤノレ・ファームの従業員の 50%が障害

者です。そして従業員数は l社当たり平均 28人となってい ます。また年間の総売上高は 1社

平均 100万ユーロで、年間で 7億 5，000万ユーロの売上となっています。これはドイツのソ

ーシヤノレ・ファーム全部合わせての額です。

業種別ソーシャル・ファーム数
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• BAG Integrationsfirmenの内部調査より

S∞ialFirms-Cr目白ngan Enabling Environment -Gerold S由明rz-Oll2010 6 
スライド6

こちらは業種別にソーシャlレ・ファームを見たグラフとなっています。特徴を見てみます

と、まずーっは、ほとんどのソーシャノレ・ファームがサービスといったタイ プの活動を してい

るということで、多くの設備投資を必要としないものです。左側には工業系事業に携わるソー

シヤノレ・ファームの数が書いてあります。つまり大企業の下請けとしてソーシヤノレ ・ファーム

が活動しています。例えばシーメンスであるとか、ボッシュといった大企業の下請けとなって

います。もちろん市場相場に合っていますので、大企業から契約を勝ち取ることをしていま

す。また、食品業界、カフェ ・レストラン・ホテノレなどの業種にも多 くあります。ソーシャlレ・フ

アームの多くがこの分野で始まりました。また小規模製造業もあります。例えば工芸や小規模

な食品製造といったものがこの小規模製造業に含まれます。それから興味深いのが右から 3

番目で、オフィス、つまり ITサービスであるとか事務 ・経理で 100近くのソーシャル・ファー

ムがこの分野で、活動しています。

ベルリンでは、経理をやっているソーシャル・ファームがありまして、大企業向けに給与に

関するサービスを行っています。この中には非営利団体も含まれていま して、かなり大きな分

野となっています。ベルリンには大企業の国際的な NGOの本社がたくさんありますので、そ

ういったところから契約を受けて、経理や給与関係のサービスをソーシャル・ファームがやっ

ています。それから造園・園芸のサービスなどもあります。ホームケア、家庭向けのサービスも

あります。
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ソーシャル・ファームの成長
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• FAF ペーヲー・シュタードラー(PeterStadler)2009年

Social Firms -Creating an Enabllng Enllironment -Gerold Schwa陪 0112010
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7 
スライド7

こちらも非常に興味深いグラフです。ソーシヤlレ・ファームはドイツで 1978年に設立さ

れて以来、成長し続けています。2000年が非常に興味深いと思います。2000年までは比

較的徐々に増えており、それほど急速には増えていませんでした。安定した伸び率でしたが、

2000年を境に急速に増加しました。これはより幅広い支援の枠組みがこの年までにできた

からです。

実現のための枠組み

ソーシャルファー

ム

民間財団による

支援

非営利

規制

税控除

公共調達

Soclal Firms -Creallng an Enabllng E刑制menl-Gerold 5曲、相ロー 0112010
8 

スライド8

これはドイツにおけるソーシヤノレ・ファームが成長していく上で有効な枠組みです。2000

年にはこの枠組みが整っていましたので、このことがきっかけとなって、ソーシャル ・ファー

ムが急速に成長したと言えます。一つひとつ見ていきますけれどもこれに加えまして、内部的

なサポー トというものがあります。例えば全国ソーシャル・フ ァーム協会による ロビー活動が

あったり、コンサルティングサービスがあったり、ソーシヤlレ・ファームを新たに立ち上げた

いという人たちに対する 多様なサービスが与えられるようになりました。それは昨年もお話

ししましたことなので、今年は繰り返すことはし、たしません。

ソーシャル・ファームは真ん中に位置しています。オレンジのところは政府による支援です

が、これは直接的な支援です。 2000年に法的な形態ができて、直接ソーシヤノレ・ ファームに

対して支援を与えています。これに関してはもう少し深く後でご説明し、たします。

また間接的な支援もソーシヤlレ・ファームに対して与えられています。非営利団体に与えら
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れるシステムで、税制上の優遇措置がソーシャル・ファームには与えられています。

そして公共調達。これもドイツでは非常に役割が重要になってきています。これについても

う少し後で詳しくお話をしたいと思います。そして、法律があります。いわゆる公共調達にお

ける社会的な条項を取り入れるというのが 2006年に政府によって決定されました。

緑色の部分は、民間財団による支援です。これもとても重要な役割を演じています。つま

り新しいアイデアを導入して、それをテストする。革新的なやり方でソーシャル・ファームを

作っていくという役割を果たしています。ドイツにおきましては、ボツシュ財団のようなとこ

ろが随分活躍してきております。ソーシャル・ファームの運動が始まった頃は、非常に活躍し

てくれましたし、またそれが確立された後も、例えば全国ソーシャル・ファーム協会を作ると

いうような展開になったわけなんですけれども、最初はフロイバック財団辺りから随分支援

を受けました。またその後、ビジネスコンサルタントとしての機能も、ソーシャル・ファームの

ためにしてくださいました。でも最初の資金というのは民間財団から来ました。ですからソー

シャル・ファーム・ジャパンが日本にできたということですので、大変興味深いことだと思い

ます。このような支援というのはドイツにおきまして非常に貴重なものであることが証明さ

れていますので。

それから水色のところは、 EUからの支援です。 EUも非常に重要な役割を果たしてくれ

ていると思し Eます。 EUや欧州委員会のような組織がソーシャル・ファームに対する資金を提

供しています。ソーシャル・ファームというのはモデルとしてあまり認識されていなかったん

ですけれども、そのような段階におきましては EUはソーシャル・ファームが最初に立ち上が

るときに非常に役割を演じたと思います。つまり、一つの固から他の国に広がってp く、つま

り地域のネットワークからヨーロッパ全土にわたってのネットワークに広がるという意味で

EUの役割というのは無視できないと思います。また、いわゆる公共調達におきます社会的条

項という点でも EUの役割があるかと思います。これにつきましてはもう少し詳ししこれか

らお話をしていきたいと思います。

政府による支援

ソーシャル・ファーム法(SGBIX) 

・9132 障害の定義

• 9133 目的の定義

・9134 財政支援の定義

.投資補助金l貸付金
職場一件につき、 25，000ユーロ

.障害者の給料に対する財政支援
40%ー3年間まで

Social Flrms -Creating an Enabling Environme門t-Gerold S由胸首陪ー 01r.i討>10

政府による支援

9 
スライド9

政府による支援の重要な展開の一つは、法律ができたということです。ソーシャル・ファー

ム法ができたということです。法律の名称としてそういうものが確立されたということが大

きかったと思います。 15年もかかりました。ソーシャル・ファームが政府に対して法律を作

って欲しいと説得できるのに 15年かかったわけです。その段階でもいろいろな議論があって
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よかったのですが、しかしながらこの法律が、例えばマイナスの影響を与えるということもあ

ります。ソーシヤル・ファーム法によって、ソーシャル・ファームの活動が制限されるというよ

うなことも随分、議論されました。しかし、結果的には非常によかったと思います。 2000年

に議会を通過しました。そしてその過程におきましては、全国ソーシャル・ファーム協会との

緊密な話し合いがありました。ですから私たちソーシヤル・ファームそのものが、この法律の

構築に対しましては随分意見を述べたということであります。例えば障害であるとか資格で

あるとか、ソーシャル・ファームの定義というものがあります。つまりこういうような人たち

を法律に則って雇わなければいけないということが定められているわけです。

それから目的も定義されています。この定義は、これまで示しましたソーシヤル・ファーム

のコンセプトに合ったものであります。そして我々が考えている最も重要なことは、財政支援

が定義されたということです。政府はこういう額のものをソーシャル・ファームに対して提供

できるということが明示されました。まさにそれがスタートだったと思います。財政支援の哲

学というものが確立されたということです。個人や組織に対して、ソーシャル・ファームを立

ち上げる過程を助けるということになったわけです。資金を見つけ、会社をスタートするとい

うのが一番難しいですよね。いったん立ち上がってしまえば、その後の運営というのはそれほ

ど大変ではないかもしれません。つまり第一フェーズにおきまして資金が必要であるという

ことです。法律で定められておりますので、それぞれの職場に対し資金が提供され、例えば職

場 l件に関しては 2万 5，000ユーロまで提供されることになりました。日本円にすると 300

万円くらいになりますか?また、これはグラントとしても提供されますし、貸付金の場合には

優遇ローンということになるわけであります。

そして障害者の給料に対する財政支援ですけれども、最初の3年間までではありますけれ

ども、 80%だったと思います。 80%まで支援されることになりました。その後だんだんと減

っていきます。

政府による支援

-障害者の低い生産性を補償:

10-30% 2年間更新可能

・ビジネスコンサルティングを受けるための補助
金:
新規のソーシャル・ファーム 4，500ユーロ

既存のソーシャル・ファーム 2，000ユーロ

• 2008年度統合局による財政支援総額:
4，600万ユーロ(他の政府財政支援を除いた金額)

Social Firms -Cr曲箇ng田 Ena刷 司 Environment-Gerold 5曲帽ロ 01/2010 10 
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そして、政府がコンサルタントを受けるための支援もします。つまり、ソーシャル・ファーム

を作ろうかなと思っている人の場合には、何かビジネス上のアドバイスを得ることができる

ということです。申請をしてサービスを受けることができます。新規のソーシャル・ファーム

の場合には 4，500ユーロまで。既存の場合には 2，000ユーロまでです。それほど大きな額で

はないと思うかもしれませんけれども、非常に重要であることがわかっています。全国ソーシ

ヤル・ファーム協会によって活用されています。そしてこれらのグラントからもいろいろな効
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果が上がっているわけであります。これは地域のものと組み合わされまして、グラントを l社

ずつに提供するんじゃなくて、それを一括にして、ソーシヤノレ・ファームのコンサルタント業

務の専門家機関のところにプールいたしまして、そこから配分するということが行われるよ

うになっているわけであります。つまり 資格のあるコンサルタン トを受ける個人に対して請

求できるようなシステムができました。これが非常に追加的な効果を生んだわけであります。

つまり、インパクトを最大限にするのに非常に効果があったと思し、ます。

それに加えまして、これは長期的なメカニズムになるかと思いますけれども、障害者は他の

健常者よりも生産性は低いというふうに思われております。実際にはそうでないこともあり

ますが、ソーシヤ/レ ・フ ァームが活動するに当たって、生産性がどうしても低い人たちを雇っ

たり、あるいは多数の重複障害を持っている人たちも雇用していくということが行われるよ

うになりました。つまり政府は、そういう生産性の低さに関して補償する必要があるのではな

し、かという哲学が生まれてきたわけであります。2008年の財政支援総額は、 全部の施策を

合わせまして 4，600万ユーロとなっています。

政府による支援
2008年度 ソーシャル・ファームに対する統合局の財政支媛
総額内訳:

単位 100万ユーロ

新規事業設備投資 7，86 

事業拡大 3，00 

設備の近代化 0，60 

新規事業コンサルティング 0.19 

継続事業コンサルティング 0，50 

障害関連支援スタッフ 16，42 

低生産性補償 17，36 

合計 45，95 

2008年度統合局支出総額:3億4200万ユーロ
Social Flnns -Creating an Enat対ingEnvlronment -Gerold S由明毘 -0112010 11 
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これがその内訳です。1年間にどれぐらいのものが何に使われたのかというのがわかって

います。例えば、新規事業設備投資は800万ユーロ。これは長期的な投資になるかと思し 3ます

けれども、非常に活用されているのがわかります。2万人ぐらい雇われていますので、 l人当

たりにするとそんなに多 くないかもしれませんけれども、しかながら、いわゆる生産性の低さ

を補償するというのが 1，700万ユーロ使われております。長期的に雇用を確保するというこ

とがとても重要であります。また、民間企業においてはこれはとても難しいことでもありま

す。

この 4，600万ユーロでありますが、これは 3倍、4，200万ユーロの中から l年ごとに統合

局の方で集められまして、それでいわゆる雇用割当に使われるようになっています。ドイツに

おきましては、サイズによって違いますけれども、企業の障害者の雇用クォータが大体 3~5

%ぐらいとなっています。もし民間企業が雇用クオータを満たせない場合にはお金を提供し

なければなりません。1年間の総額が 3億 4，200万ユーロということになりますが、非常に

大きな額になるかと思し Eます。そしてそのうちの最も大きい部分が福祉作業所の方にいきま

す。ソーシヤノレ・ファームはそのうちの 1，000万ユーロぐらいを使うということになるかと

思います。

.30 



非営利企業を対象とする規制

非営利企業を対象とする規制

非営利企業を対象とする規制

-有限責任会社ー非営利のステータス

.収益は非課税

・消費税を19%から7%に減額

公共調達

EU指令一社会条項ー2006年ドイツ圏内法に導入

ードイツ競争制限禁止法・ ~97 GWB 

講演 1 r社会的企業の発展に向けた戦略j
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それから間接的なサポートというのもあります。ドイツにおきますソーシャル・ファーム

は、二つの分野が非常に重要で、す。

一つは非営利団体に関しての規制ということであります。ソーシャル・ファームはpわゆる

有限責任会社として登録されています。ほとんどがNPOによって所有されています。ですか

ら100%シェアを持っている有限責任会社ということになるわけであります。ドイツにおき

ましては大体、中小企業の有限責任会社で、非営利のステータスです。毎年これを証明してい

かなければなりません。その証明ができれば、優遇税制を受けることができます。これがソー

シャル・ファームにとってとても重要な点だと思います。収益は非課税です。そして収益はそ

のビジネスの社会的な目的のための活動にあてられます。

またこれらの企業は、非営利のステータスを得ますと、消費税が 19%ではなく 7%に減額

されます。これは非常に大きな違いです。特に契約をめぐって競争するときに大きな違いをも

たらします。民間企業からはこれはアンフェアであると、ソーシャル・ファームを不当に優遇

しているというような声も出ていますが、しかしこのステータスを利用するにはすべての収

益を社会的な目的に使うという制限がつきます。そしてソーシャル・ファームはそのことを毎

年証明しなければなりません。この法律全体を見ますと非常に複雑でありますけれども、結局

のところ非常に有益であると言えます。

その他にも間接的な支援として、公共調達に関するものがあります。ドイツではソーシヤ

ル・ファームはあまり公共調達では使われていませんが、政府が何か調達をするときに、ソー

シャル・ファームに対する認識が高まっています。 20年前と比べてかなり認識が高まってい

ますので、政府もソーシヤル・ファームに対しての関心を持つようになり、特に全国レベルと

言うよりは地方自治体レベルでかなり関心を持つようになり、地方自治体がソーシャル・フア

ームと契約をするということがあります。ドイツの公共調達に関する法律は非常に複雑でし

て、すべての要求条件を満たすことはなかなか難しいと言えます。ソーシャル・ファームによ

りよいチャンスを与えるために、つまりソーシャル・エンタープライズがこのような契約を得

るために、例えば公共ビルの清掃、公共の建物のガーデニング、病院のケータリングサービス

など多様なサービスがあります。

ソーシャル・ファームによりよいチャンスを与えるために EUでは、 2000年に EU指令

というのを出しまして、加盟国が国内の公共調達法に社会条項を組み入れることを可能にし

ました。これに対しては社会協同組合からのロビー活動がかなり熱心に行われた結果、このよ
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うなことになりました。このような EU指令がドイツの議会で 2006年に採択されまして、そ

して公共調達法が修正されまして、 2006年に、もし公共事業体が調達する場合には、例えば

二つの会社が同じ質の仕事を同じ価格で提供する場合、一方の会社が社会的な目的をよりよ

く果たしている場合、そちらの方がより高い評価を得て調達を得るチャンスが高まるという

ことになりました。しかし実際、非常に難しく、競争力を持たなければなりません。しかし民間

と競合していく上でソーシャル・ファームには社会的な目的を果たしているのであれば、より

大きなチャンスが公共調達に関して与えられるということです。イギリスでもかなり議論さ

れたと思います。

このような公共調達は大きな問題に対する解決策であると言えます。非常に大きな意味合

いを持っていると言えます。ドイツだけでなく、より大きな視点で見てみますと、イギリスで

も地方自治体がコミュニティの中で不利な立場にある人たちを優遇しようという傾向があり

ます。このような傾向は非常に価値あるものであると考えています。

試験的プログラム

諒験的プログラム

試験的プログラム

・ドイツ政府およびEUによる財政支援

・地域ソーシャル・ファーム開発ネットワーク

・ソーシャル・ファーム開発、製品、マーケティング
に新たなアイディアを試行

・フランチャイズ化の試みと成功例の再現

.国際協力と交流

Sccial Fi町田ーcno曲羽田E問醐噌e.w;間前官nt・ 白roldSch咽陪-0112010 13 
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試験的プログラムは 1985年から 2000年までの問、行われました。主に EUが財政支援

をし、ドイツにとって非常に重要なものでした。他の園でもそうでしょうが、この試験的プロ

グラムはドイツにおいては非常に大きな役割を果たしました。炭谷先生が先ほどなさったプ

レゼンテーションでも、さまざまなすばらしいアイデアが示されました。ドイツでも同じよう

な議論が行われました。こんなことができるんじゃないか、あんなことができるんじゃないか

と、いろいろなアイデアを出し合いましたけれども、やはり資金源を見つけるのが非常に難し

かった。しかし、 EUが障害者の雇用を拡大しようという姿勢を見せてくれたことは非常に幸

運でした。非常に革新的なアイデアが出て、その新しいアイデアに財政支援がついて実現し、

そして、ネットワークができたということが重要でした。

例えば、地域ソーシャル・ファーム開発ネットワークということで、 1，600万マルクです。

これは 800万ユーロに当たります。そのようなネットワークができまして、例えば有機食品

を扱うサービス、有機食品を幼稚園に配達するというようなこと。当時は珍しいサービスでし

た。少し値段は高かったんですが、幼稚園児の親たちはやはり少しお金を高く払っても子ども

たちに健康な食べ物を与えたいということで、 1994年にそのような試験的なプログラムが

行われました。ドイツではまだ初期段階のことでした。その他にも例を挙げますと、魚の養殖

などもソーシャル・ファームによって行われました。また、 EUがこのような試験的なプログ
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ラムに資金を出して、お互いが学び合う、ネットワークのメンバ一同士が学び合うということ

が行われました。この資金の多くが地域ネットワークに支出されました。お互いに訪問し合っ

たり共同セミナーをしたりして、 16の組織が一つのプログラムに参加したり、定期的に会合

を持ったり、ソーシヤル・ファームの進展について話し合ったりしました。共同セミナーを行

ったりトレーニングをしたり、マーケテイングを行ったりして、そのようなことにも資金がつ

きました。地域レベルでのネットワーキングは非常に貴重な経験だったと思います。これによ

ってソーシャル・ファームが立ち上がるきっかけとなりましたし、また国を超えての協力も行

われました。EUはその意味で、 当時非常に中心的な役割を果たし、様々な加盟国のメンバー

がお互いから学び合う環境を整えてくれました。そのような成功例についてはまた後ほど詳

しく述べたいと思います。

ソーシャル・ファームの枠組みの開発
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こちらのスライドをご覧く ださい。ソーシヤノレ・フ ァームの枠組みの開発のプロセスの中で

どのような要素があったのかということを示してい ます。このような枠組みが整ってソーシ

ヤル・ファームが急成長しました。どのようにこの一つひとつができたのかということを見て

いきたいと思います。

炭谷先生もおっしゃっていたように、障害者のNGOとのパー トナーシップを持ちました。

障害者団体との連携です。1994年に大きなソーシャノレ・ファームができまして、調査が行わ

れました。その調査というのは、 NGOのセクターをl幅広く見て、ソーシャル・ブアームにつ

いて知っているのか、ソーシヤ/レ・ファームに関してどのような考えを持っているのかという

意識調査をしました。ドイツ最大の障害者団体との連携を初めて結ぶようになり、その団体と

の交流が行われてきました。例えば福祉作業所の改善などに取り組みました。福祉作業所には

不満も多かったわけですけれども、福祉作業所を改善していこうという取り組みも行われま

した。また、民間部門に対しでも っと多くの障害者を雇用する ように説得する取り組みをした

りしました。障害者雇用は限られていましたので、このように障害者団体と連携をしまして、

共同で様々なことを行って、 li在固たるパー トナーシップを確立 していきました。主な意思決定

者、政府の意思決定者の関心を引きました。100人くらいの小さな企業であれば大したこと

はないかもしれませんけれども、力を合わせて全国 レベノレの NGOと連携したことで大きな

力を得ました。ということでこのプロセスの中において、 障害者団体との連携は非常に大きな

要素となりました。

パイロットプログラムのお話をいたしました。パイ ロットプログラムというのは、先ほど言

った研究・調査に基づきまして始めたことですが、その頃、 100社くらいあったと思います。
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同じような状況は日本にもあったのではないかと思います。既に全国ソーシャル・ファーム協

会もありましたし、またソーシヤル・ファーム専用のコンサルタントサービス組織というもの

もありました。そして非常に早い時期にデータも集めました。何社くらいあるのか、何をして

いるのか、何人ぐらい雇っているのかという基本的なデータを集めたわけです。そしてきちん

と数量的な目的というものを明らかにしていきました。そして政府はこれらの研究に関心を

示してくれました。

これは我々の方から提供したのですが、実はし、ろいろな議論もあったんですが、政府の政策

決定者に対してアピーlレをするために使ったわけです。ですからその頃、 100企業くらいあ

ったのですが、いろいろな調査を始めまして、具体的なデータも提供していきました。何人く

らい雇っているのか、どれぐらいの売り上げになっているのか、どのような産業に関わってい

るのかというようなデータを集めたわけです。もちろんそれだけではありません。政府にとっ

てソーシャル・ファームに対して投資をするというのはどういう意味かということも明らか

にしていきました。他のオプションももちろんあるわけですよね。例えば福祉作業所、あるい

は支援付き雇用もできるわけでありますし、また障害者に対しまして就職活動を支援すると

いうこともできます。ソーシャル・ファームに対して財政支援することは大変効果があるとい

うことが証明されました。我々のデータを提供することによって、投資の効率がいいというこ

とが明らかになっていったわけであります。もちろん我々のアブローチは、最初からうまくい

ったわけではありません。投資されたお金が国にとってどういう価値を生んだのかというこ

とが明らかになれば、私たちは強く主張でき、政府に対して、ぜひソーシャル・ファーム設立の

支援をしてくださいと働きかけることができます。そうすればより簡単にソーシャル・ファー

ムを立ち上げることができるようになるでしょう。例えばソーシャル・ファームに対する投資

ですけれども、障害者が投資をするのはなかなか難しいことだと思います。でも、政府には税

金制度がありますので、そういう形で障害者がソーシャル・ファームで雇われて給料が入るよ

うになれば当然、税金を払います。ですからただ単に障害者に対して支援をするということで

あれば、お金はただ使われるだけですが、ソーシャル・ファームは彼らが働いて税金を払って

くれるということになるので、結局政府の投資というのは返ってくるということです。良い投

資であると言えるのではないでしょうか。

ソーシャル・ファームに対して投資をするのは、これだけの意味があるんですよ、社会福祉

事業所に支援するのもいいけれども、その支援したお金は返ってこないんだということを言

ったわけです。ということで、私たちは調査をしながらパイロットプログラムも実施しまし

た。そして政府に対する働きかけもやっていきました。そして他の固からも学びました。さっ

きも少し言いましたけれども、またこれまでのプレゼンテーションでもイタリア、イギリスな

どの例もお話ししてきましたけれども、他の国の事例から学ぶということも重要だと思いま

す。ドイツの場合は、イタリアのソーシャル・コーポラティブ(社会的協同組合)、これは我々が

スタートする数年前にもうスタートしていたんですけれども、ソーシャル・コーポラティブに

非常に大きく影響を受けました。そんなに遠くありませんので、我々は視察することができま

した。それから小さな NGOが障害者の支援をしていましたが、彼らは何ができるんだろうか

と考えていたわけです。どうやったら雇用を見つけられるように支援できるのか、どういうオ

プションがあるのかということを検討していたわけです。それでイタリアのソーシャル・コー

ポラティブがスタートした頃に、実際にこの目で見て、何をやっているのか、何を生産してい

るのか、それを見ることができたということは本当に役に立ちました。ですからこういう他の

国からの学びというのは決して軽視してはpけないと思います。
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重要な出来事

|・ 1978年最初のソーシャル・ファーム

・1985年 全国ソーシヤル・ファーム協会と支
援機構の設立

・ソーシヤル・ファームの価値と公共投資収益率を
証明するFAFによる最初の調査

・ドイツ政府とEUの財政支援による地域および国

内の試験的プログラム

Social Firm・-c.. 曲羽開 EnablingE刷用附田nt-Geroldsch咽陪-0112010 15 
スライド 15

重要な出来事を押さえておきましょう。 1978年に最初のソーシャル・ファームができま

した。そして 1985年に全国ソーシャル・ファーム協会と支援機構が設立しました。

そしてその後、私たちの最初の調査を行いました。全国ソーシャル・ファーム協会とコンサ

ルタント会社が行ったわけなんで、すけれども、これによってソーシャル・ファームの価値が証

明されたと思います。つまり、公共投資をする値打ちがあるということが証明されました。そ

して全国的な試験プログラムも実施されていったわけです。

|重要な出来事

1 ・時体のソーシヤルフ日プログラムー他の
EU諸国との交流と他国からの教訓

・園内の主要な障害者団体(NGO)からの支援

・1990年代後半以降ークリテイカルマスと政府
の関心の高まり

.ソーシャル・ファームと政府による建設的な対話
の結果、ソーシャル・ファームの法的枠組みが確
立

Social Firms・-c.. 副 咽 anEnablir喝Envirom淘nl・GoroldS由warz・01(.祖10
16 

スライド 16

1990年代になりますと EUのパイロットプログラムが始まったわけなんですけれども、

その頃は既に 100ぐらいソーシャル・ファームがありました。そして、少し新しいモデルをテ

ストしたり、 pろいろなネットワークを作って評価をした後で再調査をして、実際にソーシャ

lレ・ファームが役に立つということを証明しました。その中からワーキングモデルなどもでき

ました。非常に主要な障害者団体、 NGOからの支援も得ることができました。

1990年代の後半以降、前はばらばらた、ったものがだんだん統合されていったということ

が言えるのではないでしょうか。それが一つの大きな規模になり、政府も関心を示してくれる

ようになり、 2000年のソーシャル・ファーム法の設立につながっていったと思います。そし

て、非常に成長の弾みがつきました。最初は徐々に始まり、活動が統合されることによって、非

常に大きな躍進を見ることができたわけであります。
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ドイツ、フィンランド、ギ
リシャ、イギリスなどの
ソーシャル・ファーム
全国ネットワーク

ドイツ、
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ロヴェニアの E験強"-，
ソーシャル・ ち J
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同組合法

立
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に闘する
EU指令
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国際的な協力も行われています。ヨーロッパにおける法的なシステムというのが徐々にで

きました。いろいろな国との交流が功を奏したのだと思います。

教訓

教訓

-設立と監督の基準

.クリティカルマス(国内外)の達成

• NGO、国家政府、地方自治体との連携

.調査研究と評価一価値と投資利益を証明するた
めに

・他の成功例・失敗例からの学習

白由IFilT咽ー c.. 抽噂朋印刷同E附 j"，"開nl-G初防組S由 明n・0112010 18 
スライド 18

このようなことを振り返ると、学ぶべき教訓があると思います。ドイツの例からどういう教

訓を学んで、他の国に何を応用できるかということなんですけれども、まず設立と監督の基準

を作るということですよね。これはソーシャル・ファームの定義と関係がありますし、また評

価の基準とも関係があるかと思います。きちんとしたスタンダードを作るということです。こ

れは別に法律でなくてもいいし、また必ずしも品質の標準でなくてもいいんですけれども、一

体何がソーシャル・ファームなのかということを明らかにしていかなければいけない、他の企

業体と一体どこが違うのかということです。これを明らかにしなければpけないと思います。

これがとても重要です。

そして初期の頃は様々な混乱もあるものです。 NGOの人たちゃ政府の人たちに話をして

も、よくわかっていないということはあります。だからはっきりとミニマムスタンダードが守

られるということが重要です。
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それからクリテイカルマス、これは国内外で達成することが重要であります。これはソーシ

ヤル・ファームの数とも言えますけれども、それだけじゃなく他の利害関係者とのパートナー

シツプの形成もこの中に入ってくるかと思います。パートナーシツプについては随分話をし

ましたけれども、これは組織問、そして地域間の連携が大事であると思います。

それからまた、調査と評価というのも非常に重要な意味があると思います。ドイツでは特に

そうです。研究の数がどれぐらいあるかということが特にドイツでは評価されました。そのこ

とによって、どれぐらいソーシャル・ファームに対して投資利益があるのかということを証明

することができたからです。

また、他の成功例や失敗例から学習をするとういことです。私たちはそれができたという点

でとてもよかったと思います。こういう学習の機会とか情報交換の機会というのは、大変有用

であると思います。

最近の進展と展望

最近の進展と展望

-財政危機はソーシャル・ファームにほとんど影響
なし

・新政府のイニシアティブと地域の雇用創出プログ
| ラムで、実績のあるソーシャル・ファーム流資金調

達手段を利用

・不利な立場にある人々のための長期資金調達メ
カニズムに関する議論

• EU新加盟国のソーシャル・エンタープライズに対
するEUによる財政支援

80凶剖 Firm窃ー Creatingan EnabUng Environrnont -Gerold Schw司rz-0112010 19 
スライド 19

結論ですが、ドイツの私の同僚と、今何が起こっているのか、どういうことが問題なのか話

し合いましたけれども、それほど大きな問題はないということであります。財政危機というの

はドイツだけでなく全世界に打撃を与えたわけですけれども、ソーシャル・ファームにはあま

り影響はありませんでした。 1社だけ去年閉鎖されてしまったところがありますけれども、財

政危機の影響があったのかもしれません。でもそれ以外は閉鎖されたところはありません。こ

れはいいニュースだと思います。

去年も話しましたけれども、やはりクリテイカルマスに達したということが重要だと思い

ますし、また多様化していたということがあったのではないかと思います。つまり一つに特化

するのでなくて、多様な取り組みができるのであれば、一つが不況になっても別のところに道

を見いだせるということがあったのだと思います。そして政府がソーシャル・ファームの成長

に合わせて関心を持ってくれたということもあります。つまり、政府がどういう手段でソーシ

ヤル・ファームを立ち上げられるのかということについて知識がありますので、また別のコン

テクストで恵まれない人たちのためのソーシャル・ファーム立ち上げにも応用できるのでは

ないかと思います。若い人のため、あるいは失業者のためのソーシャル・ファームを立ち上げ

るというような展開ができるのではないかと思います。
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今、ドイツで新たに語られていることは、長期的な資金調達メカニズムを作るべきではない

かということです。これがその先どういう結果につながっていくのかわかりませんけれども、

例えば支援付き雇用とか、そういうものが生まれるのかもしれませんよね。また、雇用の機会

を見つけるのが非常に難しいグループの人たちに対しては、長期的な支援をするということ。

民間企業に対して、そういう人たちを雇うのであればこういう支援するという形で資金を提

供する。そのようなものが生まれてくるのかもしれません。

また、ソーシャル・ファームに関して、真剣に哲学的な検討が行われるべきだと思います。

EUの新加盟国のソーシャル・エンタープライズに対する支援を将来的に考えるべきではない

かと思います。 EUにおきましてはかなりの歴史がありますので、ソーシャル・エンタープラ

イズ財政支援を、スロパキアやチェコなど新しい加盟国に対しての支援の主流に据えるとい

うことが考えられると思います。他の加盟国からの資金をそのような目的のために貯めると

いうことは、一つの意義があると思います。スロパキアは、数週間前のことですが、 EUのプロ

グラムがスタートしました。それはソーシャル・エンタープライズに関しての非常に大規模な

資金プログラムです。これまで本当に誰も夢見たことのないような規模のものであります。大

変興味深いと思っております。現実にそれがうまくいくかどうかというのは、まだ様子を見な

いとわからないのですが、しかしやはりまず納得してもらうという段階を経なければpけな

いと思います。そして一つのモデルが確立されることによって、それが拡大していくというこ

とも期待できるのではないかと思います。

今日は本当にありがとうございました。皆さんのご質問を受けたいと思います。午後に皆さ

んとの議論を楽しみにしております。
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講演2 rソーシヤル・ファイナンスJ

講演2 rソーシヤル・ファイナンスー社会貢献活動のため
の財源一

英国のソーシャル・セクターの動向 寄付金依頼から収益獲得ヘj

フィリーダ・パービス
リンクス・ジャパン会長

講演要旨

ソーシャル・エンタープライズにはさまざまな解釈があるが、そのすべてが、世界各地で広

がりつつある現象である。ソーシャル・エンタープライズの定義は多様である。(英国の定義

とソーシャル・ファームの法的形態についてはプログラムを参照してほしい。)現在英国のソ

ーシャル・エンタープライズの数は 62，000社で圏内生産高の 240億ポンドを計上している。

従来のビジネス同様、事業の立ち上げと成長に財源が必要であるが、社会資本および社会資産

の価値を評価する方法を知らない商業的供給源から財源を確保することは難しい場合が多

い。ロンドンは、未公開株式投資の先導者であったように、社会投資という新たなアセットク

ラスの運用でも先駆者である。

ここ何年かにおいては、英国の圏内および世界において、社会問題の悪化や環境問題が増

加している。そうした問題に立ち向かうためには、重税による富の再分配があるが、リスク負

担と技術革新を抑制し人々を無力化する上、非効率的である。唯一の解決策は、地域の課題を

もっともよく理解し、地域の人々の活力と労働力を下から活性化できるソーシャル・セクター

(NPOセクター)にある。しかし国への過剰依存により自立した活動が脅かされている。持続

可能な財源が必要となってくる。

この緊急に必要とされる社会的財源(ソーシャル・ファイナンス)は、株式市場に見られる

ように、確固たるシステムを備え、税制上の優遇措置により促進され、適切な法律によって支

持される市場のメカニズムから得るしかないという認識が英国内で浮上している。商取引に

よる収入のない慈善団体から、利益の一部またはすべてを、使命を果たすために再投資できる

ソーシャル・エンタープライズ、および社会的目的を掲げた営利事業にいたるまで、あらゆる

発展段階にある組織に資本を提供するホールセラーの設立を支持する政治的合意がある。英

国は、間もなく社会投資銀行が主流の金融市場に社会投資を導入し、革新的な形態の融資を促

進するという重要なステップを歩んでいくことになるだろう。

既に利用可能な倫理的投資、社会的責任投資(S悶)のように、財務リターンだけを追求して

いるわけではない投資もある。現在ヨーロッパだけで 2兆 7000億ポンドの SRIファンド

が運用されている。財務面、社会面および環境面のトリプルボトムラインリターンが求められ

る。そして社会的リターンを追求する投資家のための評価指標-SROI (社会的投資収益率)

がある。市場から疎外されることの多い人々の価値など、社会的インパクトに経済的価値を与

える。

ロンドンの貧しい人々に対する小規模金融業者のフェアファイナンスは、公正な利率で多

重債務者に貸し出しを行っている非営利社会貢献企業である。地域金融サービスの主力は信

用組合で、英国信用組合協会には 346の信用組合、 490，000人の会員が参加している。

ソーシャル・セクターの財政では、個人富裕層による投資が増加している。持続可能な社会
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貢献活動のために、ビジネスライクな方法で確実に資金が利用されるよう、スキノレでも貢献が

できる。ベンチャー慈善家による能力構築も考えられる。慈善活動の文化がない日本ではどう

か。英国の経験を共有できるのではないかと考える。

講演

ご親切なご紹介ありがとうございました。タイ ト/レにありますように、 今日はソーシヤノレ・

ファイナンスということでお話をさせていただきます。

最初に、ソーシヤ jレ・エンタープライズについて簡単にお話をし、シュワノレツさんがおっし

ゃったことに続いて簡単にお話をさせていただきます。それぞれの国でどんな定義がなされ

ているかというお話をさせていただきます。

ソーシヤル・エンタープライス、の定義

ソーシャル・エンタープライズの
日定義

英国の定義:

「社会的目的のために商品あるいは

サービスを販売し、収益の全部あるい
は大部分を外部の株主に分配せず、

その目的のために再投資する企業」

スライド 1

2 
スライド2

ソーシャル・エンタープライズと言いますと、多くの人たちが社会的に責任のあるビジネス

だとお考えになっていら っしゃると思し、ます。しかし例えば隣国のようにソーシヤノレ・エンタ
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ープライズ法というのを作っている韓国やフィンランドでは、障害者や労働人口の中で長期

にわたり不利な立場にある人々を雇用する企業という意味で使っています。これはイギリス

のソーシヤ jレ・ファームの定義であ り、また炭谷先生のソーシャル・ファームの定義であると

思います。これは雇用創出に関わるものです。それから他にギリシャやイタリアなどのヨーロ

ツパの諸国では、ソーシヤlレ・エンタープライズというのは実際は精神病や障害に苦しむ労働

者によって運営さ れている協同組合ということになっています。アメリカはと 言いますと興

味深いことですが、革新的で持続可能な収入源を持つ慈善活動を行っているとこ ろという定

義をしています。

日本の場合はさまざまな解釈があるのではないかと思います。日本の政府はソーシヤル・ビ

ジネスという言葉、社会事業ということで、社会的な責任を果たすビジネスという 意味で使っ

てい らっ しゃる と思し、ます。しかし社会的な結果を評価するということは、政府では知.しい状

況だと思し、ます。しかし、若い人、ある し、はソーシャlレ・エンタープライズの分野で働いている

日本の方々は、やはり英国で採用されている解釈を好んでいると j古川、ます。それは社会的目的

のための商品あるいはサービスの販売で、収益の全部あるいは大部分は外部の株主には分配

されず、社会的な目的のために再投資される企業というふうに見ていると思います。

これは皮肉だと私は思し Eます。なぜかと言う と、恐らく 最も優れた世界のソーシャル・エン

タープライズのモデルは何かと言えば、「ゆりかごから墓場までJ、労働者のニーズを気にか

けてくれていた、 昔ながらの日本の系列会社で、す。おそらく系列会社は、廃止ではなく改革を

必要としていたのではないでし ょうか。

英国のソーシャル・エンタープライズ
法的形態

英国のソーシャル・エンタープライズ

-慈善団体

・協同組合

法的形態

・コミュニティ組合 (Ben(oms)および信用組合

.トラスト

・有限会社

.公益法人組織

・コミュニティ・インタレスト・カンパニー((I(s)

3 
スライド3

英国にはソーシヤノレ ・エンタープライズが約 62，000社あり、 匡|内生産高の 240億ポンド

を計上していますが、その広範な法的形態には、まったく法人組織ではないものも含まれてお

り、公認慈善事業団体、協同組合、コミュニティ組合(BenComs)および信用組合(今月、法律

が制定されるまでは、 産業共済組合と呼ばれていた)、トラスト、 有限会社、公益法人組織 (昨

年導入された公益会社のための新たな法的形態で、チャリティ委員会と会社登記所への二重

登録をしなくて済む)、そして 2005年に政府によ って導入され、 昨年改正された、特にソー

シャル・エンタープライズのための法的形態であるコミュニティ・インタレス ト・ カンパニー
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(CIC)などがあります。これらの会社は、地域に利誌をもたらすことを証明しなければなりま

せんが、収益を上げ、株主に配当金を支払うことができます。ただし、これには上限はあり、ま

た事業税は全額支払わなければなりません。しかし目的は、これらの組織の社会的成果を投資

家が容易に確認できるようにすることで、この結果投資家は、ソーシヤlレ・エンタープライズ

向けの資金援助や助成金支給を申し出たり、 EnterpriseCapital Funds (エンタープライズ・

キャピタlレ・フ アン ド)を通じて好ま しいエクイティ ・ファイ ナンスを利用したりすることが

できます。このようにして、イングラン ド銀行のパックアップを得た大手金融機関が、 小規模

の有限会社よりもソーシヤ/レ ・エンタープライズに、進んで融資をする傾向を強める ことに成

功しました。

社会的経済に関する用語

社会的経済に関する用語

ソーシャル・キャピタル(社会関係資本)

人間関係と、そこから得られる情報、影響お

よび連帯

ソーシャル・アセット(社会的資産)

社会的関係の結果価値を持つようになった
属性一地域の人々のアイディア、スキル、活
力、関与など

未使用/あまり使用されていない、地域の土
地や建物

4 
スライド4

これらの社会的な動機付けを得た企業は、どのような形態をとるかに関わらず、従来の企業

とま ったく同様に、立ち上げと成長のための財源を必要としています。しかし、 一般に、銀行や

住宅金融組合などの従来の資金源から財源を確保することは難しくなっています。銀行や住

宅金融組合などは、貸出の際に、昔ながらの形態の担保を必要とします。なぜならこれらの機

関は、ソーシャノレ・エンタープライズのことを良く知らず、そのためソーシャノレ・エンタープラ

イズの基盤であるソーシヤ jレ・キャピタlレ(社会関係資本)とソーシャル・アセット(社会的資

産)の評価方法がわからないからです。これらの用語を知らない方々のために、少しご説明し

ますと、ソーシヤjレ・キャピタノレ(社会関係資本)とは、人々がお互いにどのようにかかわりあ

っているかということと、その社会的関係から得られる情報、影響および連帯です。ソーシャ

/レ・アセット(社会的資産)は、従来の収益価値以上の、社会的関係の結果価値を持つようにな

った属性で、資格や正規の仕事の経験があまりない、地域の人々のアイディアやスキル、活力

や関与、あるいは空きビノレなど、あまり使用されていない、もしくは未使用の不動産で、地域の

目的のために使用できるものなどです。これらのどれーっと して、 貸出銀行のチェ ック リスト

には見つけられません。
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-社会投資という新たなアセットクラス

.社会的株式市場の可能性

・政府による社会投資銀行設立の約束
• Council on Social Action 

www.cabinetoffice.gov.uk/social_action.aspx 

• Sociallmpact Bonds 

www.socialfinance.org.uk/downloads/SIB_report 

_web.pdf 

講演2 rソーシャル・ファイナンスj

5 
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これから、英国のソーシャ jレ・エンタープライズが利用できるさまざまな形態の財源につ

いて、特に開発が進められている社会投資の新たなモデjレを中心にお話しし、日本で社会的大

義に役立てるために応用できるもの、興味深いものがあるかどうか、また共有できる情報があ

るかどうかを検討して行きたいと思います。私はソーシヤ/レ・ファイナンスについてお話しす

るのが楽しみです。というのは、英国におけるこの分野の発展を見て行くことは、とても面白

し、からです。世界的経済不況を引き起こした債務担保証券とクレジット・デフォノレト・スワッ

プの運用に失敗した銀行に対し、現在、敵対的な態度が流行していますが、ロンドンの評判は

上々です。ロンドンは、未公開株式投資の先導者であったように、社会投資という新たなアセ

ットクラスの運用でも先駆者なのですから。

英国は日本と同様に、過去数年間にわたり圏内の社会問題の悪化を経験してきました。失業

者の増加!と 貧困は、世界的な景気の低迷により深刻化し、ますます多くの人々が社会から取り

残されてしまいました。同時に、気候変動と環境への関心が高まり、それらの問題への取り組

みが社会にもたらす重大な影響を、私たちはかつてないほど意識するようになりました。私た

ちは重税による富の再分配に立ち返ることもできます。しかし、この繰り返しを経験し、それ

がリスク負担と革新を抑制するだけでなく、地域の人々を無力化し、より高いコストで、より

満足度の低い成果を上げることしかできないことを見てきました。今では多くの人々が、 H佐ー

の代替解決策は、地域の課題をもっともよく理解し、地域の人々の活力と労働力を下から活性

化でき るソーシャル・セクター(NPOセクター)に見出せると認めています。残念ながら、ちょ

うどそのニーズが最大であるときに、公共サービスを提供する契約への過度の依存による国

への過剰依存のために、ソーシヤ/レ・セクターの自立が脅かされ、その使命が損なわれている

ことに私たちは気づきました。ソーシャル・セクターは、革新のための自由と、私たちの社会の

根深くかっ深刻な社会問題に対する新たな解決策考案の自由とを必要としています。だから

こそ、規模の拡大と模倣のために、単に十分なだけでなく、持続可能でもある財源を持たなけ

ればならないのです。

英国では、この緊急に必要とされる社会的財源(ソーシヤ/レ・ファイナンス)は、株式市場に

見られるように、確固たるシステムを備え、税制上の優遇措置により促進され、適切な法律に

よって支持される市場のメカニズムから得るしかないという認識が浮上しています。どの政

府機関も、社会的志向の企業を増やしたいと考えていますが、このたび政治の場では、商取引

による収入のない慈善団体から、不Ij爺の一部またはすべてを、使命を果たすために再投資でき
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るソーシャル ・エンタープライズ、および社会的目的を掲げた営利事業にいたるまで、あらゆ

る発展段階にある組織に資本を提供するホーノレセラーの設立を支持する超党派的合意が得ら

れました。長期にわたる協議の結果、英国では間もなく、この役割を担う社会投資銀行が設立

される予定です。2009年 12月の予算前報告書で発表された大蔵大臣の声明によれば、同銀

行設立のためにまず 7500万ポンドが準備されますが、その大部分は、英国の銀行預金や住宅

金融組合預金の内、 15年以上取引がなく 、預金者が確認できない休眠預金が当てられるとの

ことです。社会投資銀行は、新旧の金融小売業者に資金を供給し、その後これらの金融小売業

者が、慈善団体に金融パッケージを提供する予定です。

倫理的投資と社会的責任投資

倫理的投資と社会的責任投資

-ネガティブな社会的・環境的インパクトを回避ある
いはポジティブ、なインパクトを促進

・財務的リターンと社会的リターンの調和

・再生可能なエネルギー技術・フェアトレード関連

企業、ソーシャル・エンタープライズなどを対象

6 
スライド6

さらにもう一つ、既に積極的に運用されているんですけれども、別の投資形態があります。

これは倫理的な形態と言われるもので、その前提は、利益を上げるに当たって何かを犠牲にし

てはならないということです。イギリスでも日本でも、 他の先進国で、もこの倫理的な投資とい

うことは行われている ことです。多くの投資家が倫理的な投資を通じて、 単に社会や環境への

ネガティブなインパクトを避けるだけではなく、そこから一歩進んだ社会的な道義という原

則に基づく利潤追求ということを信条として、ポジティブなインパク トを与える投資をさら

に追求、推進しています。社会的な責任投資ニ SRIと呼ばれるもので、倫理的な投資が含まれ

る場合もあります。

難しい時イーにで、すけれども、ヨーロツパでは 2兆 7，000億ポンドの SRIファンドが現在運

用されています。これらの投資家はし 3わゆるトリプノレ・ボトム・リターンの確保を追求 してい

ます。再生可能なエネノレギーによる発電、 新技術、環境関連のベスト プラクティス、有機農産物

の生産、熱帯ト林の再生、ソーシャル・ エンタープライズ、フェアトレード商品及ぴサービス、倫

理的に運用されている不動産、そして革新的な新事業など、財政面、社会面そして環境問の ト

リプjレ・リ ターンを求める活動をしています。
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社会的投資収益率(SROI)の原則

社会的投資収益率(SROI)の原則

-関係者を参加させる ・
組織が関係者との対話を通
じて変化を生み出す方法を
理解

変化するものを知る
組織のすべての価値、目的・
および関係者を認識し、明
確化

・関連事項を評価する
活動によって変化が生み出
される方法を明確にし、収集
された証拠により評価 . 

重要なものだけを含め
る
適切なベンチマーク、 目標

および外部基準を使用して
業績とインパクトを比較

過大申告をしない
結果が正確である根拠を明
刀て

透明性を確保する
計算の独立検証の確保

結果を検証する

市場から疎外されている人

の価値を、市場と同じ条件
で示すため、指標に金銭的
概算i直を使用 I 

講演2 rソーシヤル・ファイナンスJ

スライド 7

ここで投資家 と社会貢献活動に参加している機関のために、社会的なインパクトを評価する

という活動についてお話ししたいと思います。

社会的な投資収爺率二 SROIという指標が使われています。関係者によって確認された市

場価値のない社会的なイ ンパク トに経済的な価値を与えるというものです。それには市場か

ら疎外される こと の多い人々の1illi値も含まれます。重要な点は、それが単なる数字ではなく、

生み出された1ilIi値とその価値をどのよう に辺用できるかを実際に示すものである ということ

です。

この SROIというものには 7つの原則があります。関係者を参加させること、変化するもの

を知ること、大切なこと、関連事項を評官Iliすること、重要なものだけを含めるこ と、過大申告を

しないこと 、透明性を確保すること、そして結果を検証することです。

情報源

ソーシャjレ・ファイナンスの資金源を紹介し、社会投資を促
進する、検索可能なデータベース

wWW .socia lenterprise I ive. com/ sites/ defa ult/files/fi les/ supp leme 

rlts/GD Almanack 2009 spreads.pdf 

グッド・ディールズ社会投資年鑑

wwW.uksif.org 

The UK Sustainable Investment and Finance Association 

www.i4bcommunitv.co.uk 

ソーシャル・セクターが利用できる財源lこ関する情報 8 
スライド8

他に も別の評価方法を開発 している機関がありますが、現在ではそれらがすべて SROIネ

ットワーク内で連携しています。これに対してはイギリ ス政府も昨年、指針を出していまし

て、ワェブサイトから夕、ウンロードできます。英国で最も{憂れている銀行、ア ドバイ ス、それか

ら倫理的な金融商品の情報源を紹介しています。これらは既にソーシャ jレ・ファイナンス活動

の要として用意されていま す。また「グッ ド・ディーjレズ 2009J、社会投資年鑑という題名の
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社会投資に関する最近の動向の総合的なガイドブックをはじめ、数多くの役に立つ情報源が

あります。

ソーシヤノレ・フ ァイナンスという組織は、社会投資の開発促進において仲介役を果たしてい

て、ソーシヤル・ファイナンスの財源や、アドバイザリー業務、実用的な情報、及びマーケット

情報に関する検索可能なデータベースを作っています。また、 UKSustainable Investment 

and Finance Association (UKサステナブlレ・インベストメント・アンド・ファイナンス・アソ

シエーション)というのも、持続可能で責任ある金融サービスを提供しています。

英国のベストプラクテイス
倫理的投資・SRI実施金融機関とアドバイザー

英国のベストプラクティス
倫理的投資・SRI実施金融機関とア

ドバイザー

wwW.bridgesventures.com 

www.co-ooerativebank.co.uk 

wwW.eaufund.com 

wwW.rathbone只reenbank.com

9 
スライド9

2002年に設立された BridgesVenture (ブリッジズ ・ベンチャー)という組織は、革新的な

民間投資会社で、イギリスの 25%に当たる最も貧しい人々を再生したりしています。これは

政府の多重貧困指数によって貧困とされた人たちで、医療や教育、環境などの分野で社会的な

利益を提供しています。

それから Co-operativeBank (コーポラティブ・パンク)は、イギリス最大の社会的責任銀

行と呼ばれるもので、イギリス最大の消費者協同組合であるコオペレティブ ・グループの一部

門となっています。ここは積極的に社会や環境のためになるような活動を推進しています。そ

して社会的・環境的な面で無責任な事業をしているところに対しては、投資やサービスを提供

していません。すなわち武器取り引きや石油産業には投資をしていません。

Equfund (エキューファンド)という投資会社は、コミュニティ・ベネフィット ・ソサエティ、

コミュニティ組合と呼ばれるもので、ホームレスの予防に取り組んでいます。持ち家や安価な

住宅の購入資金の援助を したり 、ソーシヤ/レ ・エンタープライズへの資金援助を したり、自立

に必要な金融サービスについての啓蒙活動、それからコミュニティのための活動などをして

います。環境に優しく多目的に使用できる共同住宅を設計したり建設する際に、そこに直接投

資をすることで、 Equfundというのは社会的な弱者に最高水準の安全と自立を提供する住

宅を供給しています。

ラスボーン・グリ ーン・パンク -イ ンベス トメントは、環境・社会・倫理的な投資をしたいとい

う個人や専門家にサービスを提供しています。そして企業がどのように倫理的な行為を実践

しているかを調査して、必要に応じて改善を促すために企業の株式を購入します。Rathbone

GreenbanlくInvestments(ラスボーン・グリーンパンク・インベストメント)は、炭素公開プロ

ジェク トなるものを支援していまして、世界の企業が気候にどのような影響を及ぼしている

のか公表するように促しています。
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• WwW.the-omnigrouP.net 

• W'11W .resonance .Itd.uk 

• Www.ethicalmonev.org 

• W，!!W .camfinancial.co. uk 

.Www.ethicalfp.ifa-web.co.uk 

• www.investingethicallv.co.uk 

.wwW.prQfitwithprinciple.co.uk 

• www. the-eth ica I-pa rtnersh i p .co. u k 

• wwW.gaeia.co.ulく
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Investing for Good (インベステイング・フォー・グッ ド)という組織は、望ま しい社会的・環

境面の彬響をもたらすような投資を専門としています。そしてこの Investingfor Goodとい

う組織は、ダイナミックに変化する新しいマーケットを開拓していくために、資産運用機関や

金融仲介機関とも協力しています。

Omni Worldview Ltd (オムニ・ワーjレド ・リミテ ッド)は、新しいファンドで、 資本市場と法

人 ・個人・起業家を一つにまとめて、債券を発行して低炭素プロジェクトに資金提供していま

す。5，000万ポンドからスター 卜して、収益はプロジェク トの推進のために再投資されてい

ます。

Resonance Limited (レゾナンス ・リミッテ ッド)は、イギ リス各地のソーシャル・エンター

プライズと協力し、彼らの戦略立案を支援し、持続可能なよく計画された価値観に基づくプロ

ジェク トへの投資を希望する大小の投資家を引き合わせています。こういった会社はすべて、

投資家のために資金を調達したり出資に関するアドバイスや機会を提供しています。

.Council on Social Action 

b1¥QIlwww.cabinetoffice.aωuk/social action.aSDX 

.Social Impact Bond 

httDJ1socialfinance.ora.uk/downloads/SIB reDort webDdf 

.East London Bond 

wwW.eastlondonbond.or口

11 
スライド 11

このように政府が非政府組織による社会的な投資を促進してきたという点をお話し して

きま した。これらがより効果的で信頼できる資金源になっていると申し上げました。それから

他にも政府は融資活動を行っています。2007年の終わりにイギリスの首相が Councilon 

Social Action (カウンシノレ・オン ・ソーシャル ・アクション)というものを新たに設立しまし

た。これはあらゆるセクターから革新的な活動をしている人たちを集めてアイデアを出して
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もらったり、イニシアテイブをとってもらって社会貢献活動を促進していくというものです。

この中から出てきたアイデアで、 SocialImpact Bond (ソーシヤlレ・インパクト・ボンド)

=社会インパクト債券というものがあります。この元となった考え方というのは、早い段階で

問題に介入しないと社会の負担するコストが増大してしまうというものです。例えば刑務所

を運営するときに、年間 2億 1，300万ポンドの税金がかかりますが、短い刑期を終えて出所

した受刑者は、社会復帰のための支援を受けていません。そうしますと出所者の 73%が2年

以内に再び犯罪を犯してしまいます。 21歳未満の出所者では 92%が再犯します。

また、政府の医療予算は 920億ポンドですが、病気の予防に費やされるのはたった 3.5%

です。また成人の精神保健関連の予算として毎年 100億ポンドの給付金が支払われますけれ

ども、精神衛生を高めるための活動、例えば自尊心を高めるとか、問題処理能力を高めるとい

った活動の予算はたった 200万ポンドです。また不登校への対処に 6億 5，000万ポンド。ま

た退学問題への対処に8億ポンドの予算をかけますが、予防の取り組みはわずか 1億 1，100

万ポンドしか使われていません。

この組織は、 SocialImpact Bondを実験的に実施しています。こちらの方にリンクが書い

てありますのでご参照ください。慈善信託、慈善基金といったもの、組織も、早期予防活動に対

して予算を上げています。毎年44億ポンドを早期予防活動に充てていますけれども、政府が

630 億ポンドも予算を組んでいますので、それに比べますとやはり微々たるものです。

この SocialImpact Bondというのは、根深い社会問題への投資であって、緊急サービスの

予算が減ることそのものが投資のリターンだと言えます。言い換えるならば、社会状況が改善

することで浮いた政府予算を早期予防活動へ資金提供してくれた民間の投資家へ還元すると

いうことです。これは非常に革新的な考えだと思います。

その他にも開発された債券としましてはEastLondon Bond (イースト・ロンドン・ボンド)

というのがあります。これはオリンピック会場が建設される予定地に近いイースト・ロンドン

に非常に貧困地域がありまして、これを変えていこうという個人投資家が債券を買っていま

す。最低 100ドルから買えまして、安価な住宅を大規模に開発していこうというものです。債

券は5年で償還され、その時点で住宅は社会住宅経営者に販売されます。彼らはあらかじめ購

入するという約束をしていました。投資家にとっては大きな社会的成果を上げられるという

ことと、低金利の時代ですから投資の見返りを諦めるだけでいいということで、投資家にとっ

てもいいですし、また企業にとっては資産をバランスシートの上に記載したままでいられる

ということで、非常に革新的な方法を、企業の社会的な責任を果たすことができると言えま

す。
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Community Development Finance 

「発展の可能性はあるが、まだ銀行からの融資は受けられないソーシャル・エンタープライ

ズJを支援

CommunitγDevelopment Finance Institutions 

www.cdfa.org.uk 

1?"lj: 

London Rebuilding Society -Y'!..wW.londonrebuilding.com 

Cooperative and Community Finance 

www.icof.co.uk 
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その他にもさまざまな政府の直接支援の方法があります。今日はゲーロルド さんがドイ

ツの事例をいろいろと話してくれましたが、イギ リスでもヨーロッパレベル、あるいは国家

レベlレ、地域レベル、地方レベノレでいろんな財政支援があります。ソーシャlレ・エンタープラ

イズに資金を提供している組織があります。特に極貧の地域で活動している機関としては、

Community Development Finance Institutions (コミュニティ・デイベロップメント・ファ

イナンス)というものがあります。この組織は、可能性はあるけれども銀行融資は無理だとい

う、そういうソーシャル・エンタープライズに資金を提供しています。私どもはこういったも

のがドミノ効果のように地域全体に，恩恵を波及していくことを期待しています。

London Rebuilding Society (ロンドン ・リビルデイ ング ・ソサエティ)という組織は、大

ロンドン地域で活動していまして、 2001年の創業以来、クリエイティブ、な産業から産業廃

棄物の処理に至るまで、あ らゆる産業部門で 300万ポンドを貸し付けてきました。ロンド

ン開発庁によるソーシャル・エンタープライズ向けの小口融資の資金、 SocialEnterprise 

Loan Fund (ソーシャル・エンクープライズ・ローン・ファンド)の運用も行っています。

Cooperative and Community Finance (コオペレティブ・アンド・コミュニティ・ファイナン

ス)というものも非常に重要なものです。

Community Development Finance Institutionsに加えてイギリ ス政府は最近、第三セク

ターの能力を強化しています。彼らが公共事業の受注を受けられるようにするためで、先ほど

申し上げましたように、第三セクターというのは単なる安上がりの下請けとならないように

気をつけなければなりません。自立や革新、活力、能力がそがれないように注意しなければな

りません。
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英国政府による支援

英国政府による支援

Sociallnvestment Business 

wwW.socialinvestmentbusiness.oほ

Communitybuilders 

the Modernisation Fund 

Social Enterprise Investment Fundなど

National Endowment for Science， 
Technology and the Arts 

wwW.nesta.org.uk 
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昨年設立された SocialInvestment Business (ソーシャル・インベストメント-ビジネス)

は、それまでのベンチャー・キャピタル・ファンドに取って代わるもので、専門家による指導

や支援サービスを融資とともに提供します。提供先の組織がビジネスライクに仕事をし、社

会的 ・財政的な見返りの両方を得られるように します。SocialInvestment Businessでは、

4億ポンドの資金を運用し、第三セクターの共同企業である 3SCを運営しています。3SC

は第三セクターのサプライヤーだけを使って大規模公共事業契約の入札を管理しています。

Communitybuilders Fund (コミュニティ・ビlレダーズ ・ファンド)というのは、多目的でイ

ンクルーシブなコミュニティ 主導型の組織に対する融資を しています。そして 3つの分野に

関わっています。すなわち開発、実現可能性、投資の3分野です。

それから FuturebuildersEngland (フューチャー・ピノレダーズ ・イングランド)はイングラ

ンドの第三セクタ一機関に融資、助成金、ビジネスサポートを提供して、公共事業の契約の入

札を応援しています。

Modernisation Fund (モダナイゼーション・ファンド)は、無利子のローンを 3万ポンドか

ら50万ポンドの範囲で、慈善団体や地域のグループ、ソーシヤノレ・エンタープライズに提供し

ていて、不況に負けないような抵抗力をつけるように助けています。彼らは保健省と協力して

Social Enterprise Investment Fund (ソーシャル・エンタープライズ・ファンド)を運用して、

医療や社会サービスに関わるソーシヤノレ・エンタープライズを支援しています。組織を立ち上

げたり、成長、個別化をする上で、助けています。ケアの個別化ということが行われて、個別化予

算を管理するサービスの開発に投資するようになっています。つまり資金というのは特定機

関によってまとめて支給されるのではなくて、個別に支給されています。

それから NESTA(ネスタ)というのがありますが、ソーシヤル ・セクターも対象とした革新

を支援するイギ リス最大の基金です。英国科学技術芸術基金と いうもので、初期j段階にある企

業に投資し情報提供し、経営方針をまとめ、将来の大きな課題の解決へと意欲をかき たてる実

践的なプログラムを提供しています。
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非政府系ソーシヤル・ファイナンス提供機関

非政府系ソーシャル・ファイナンス提供機関:

.Triodos Bank一直列盟主白血.5.&息出

懇善団体やソーシャル・エンタープライズに対するローン
Triodos Social Enterprise Fundl立、強い影響力を持つソーシャル・エン9ープ
ライズに投資

.Charity Bank -www.charitybankロrg
Charity ISA (個人預金口座}は、預金と利子が慈善目的のローンに使用され
る非課税預金口座

.Venturesome智肌日ヨfQQ]j↑e9191\@.IJ!_l!fe5.!J l lJ~ 
the Charities Aid Foundation (CAF)の社会投資イニシアティフ

無担保ローン、引受、その他の金融手段により、キャッシュフローサポートや投
資資本、またはその両方を鍵供

.CAN Social Investment-

ソーシヤルJL33努試み誌LZ2iJ1ポート 14 
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政府以外で最も有名なソーシャル・エンタープライズ向けのソーシヤlレ・ファイナンスの提

供機関は 3つ大きなところがあります。

Triodos Bank (トリオドス銀行)と theChal"ity 8anlく(ザ ・チャリティ・パンク)、そして

Unity Trust 8anlく(ユニティ・トラスト・パンク)の3つです。

Triodos (トリオドス)はこのセクターで 30年の経験を持ち、過去2年間だけで 5，300万

ポンドをイギリスの慈善団体とソーシヤノレ ・エンタープライズに貸 し付けました。Triodos

はイギリスの他にオランダ、ベルギー、スペインにも支応を置いています。預金者数は 22万

5，000人で、文化的なflJJi値を生み出す機関や、人や環境に利謎をもたらす団体にだけ貸し付け

をしています。IIf年の末には持続可能性と透明性の人気を証明するかのように 9，000万ユー

ロの追加予定投資を遥かに上回る l億 200万ユーロを調達し、さらに多くの社会的な組織を

支援する ことができました。これは証券取引所への上場によって行われたものではなく、独自

の株式預託証書の発行を通じて行われま した。このことはこの銀行の自立性を保証していま

す。昨年度の貸付総額は 2倍、 1，000万ポン ド、そのうち 9，000万ポンドは慈善団体とソーシ

ヤlレ・エンタープライズに対する融資でした。また同じ年ですが、ソーシヤlレ・エンタープライ

ズに対するベンチャー・キャピタル同士を促進するために (TriodosOpportunities Fund)ト

リオドス・オポチュニティズ ・フ ァン ドというものを設立 しました。これはその後、 Triodos

Social Enterprise Fund (トリオドス・ソーシヤノレ・エンタープライズ・ファンド)になったん

ですけれども、強し 守~響力を持つソーシヤ lレ・エンタープライズへの投資 と 専門知識や技能の

提供によって、その成長を支援しています。

Charity Bankは世界初の、そ してイギリスでII!:E-の公認慈善事業団体でもあります。もち

ろん正規の銀行でもあるわけですが、預金者から寄せられるすべての資金を社会のニーズに

取り組むソーシャル・エンタープライズやボランティア機関を支援するために使用していま

す。Charity8ankはソーシヤ jレ・エンタープライズやその他の第三セクターの機関にとって

サービスを提供する能力を変えてしま う可能性もあります。財源確保における真の障壁は情

報不足である ことを理解しています。これらの機関は貸し付けによりプロジェクトを達成で

きる資金を活用で、きているんです。預金者は金利 0.3%の普通預金口座に最低 10ポンド、 日

本円で 1，500円ぐ らい とい う小さな金額から預金することもでき ますし、 金利 1.75%の固

定金利の口座に大きな金額を入れることもできます。チャリティ・パンクは慈善セクターへの

資金の流れを促進するために存在する慈善団体であるチャ リティーズ・エイド・フ ァンデーシ
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ョン=CAFによって 2001年に設立されたものです。いろんな初めての試みを数多く実施し

ています。例えば 2008年には初の、そして今のところ唯一の非課税預金口座で資金の 100%

が慈善目的に使用されるチャリティ ISAとし寸個人口座が設けられました。ソーシャル・エン

タープライズ、慈善団体、あるいは営利企業で貸付金の使途が完全に慈善関連であればどのよ

うな機関でも融資を申請することができます。チャリティ・パンクは多くの場合、担保付きで

も無担保でも融資をしますが、貸し倒れ率は非常に低くなっています。ソーシャル・エンター

プライズ以外の買い手としては、フェアトレードを進めている機関や有機農業などがありま

す。チャリティ・バンクでは期限が 12ヶ月から 36ヶ月で最低購入金額 1，000ポンドのコミ

ュニティ・ポンドも発呼しています。

Charities Aid Foundationでは、 2万ポンドから 20万ポンドのローンやその他のタイ

プの投資を、英国圏内あるいは開発途上国で強い社会的インパクトを与えている慈善団体や

その他の社会組織に提供し、持続可能性を向上させっつ前進させる Venturesome(ベンチ

ャーサム)とし寸社会投資基金も設立しました。金利はケースパイケースで決定され、融資の

取り決めには個人的に緊密に連絡を取り合う必要があります。 Venturesomeは現在 CAF

と12人の外部投資家のために 1000万ポンドを運用しています。 2002年の設立以来、

Venturesome は250を超える機関に 1500万ポンド以上を提供してきました。そして 10

機関の内 9機関が、投資の結果、能力構築に成功しました。 Venturesomeは、今では圏内で最

大の民間社会投資機関です。

それから UnityTrust Bank (ユニティ・トラスト・パンク)は、労働組合が 74%、theCo-

operative Bankが26%を所有していますが、利益の一部を将来さらに多くの機関を支援す

るための事業に再投資し、残りを第三セクター機関である株主に分配している点で、それ自

身、ソーシャル・エンタープライズと言えます。 Unity Trust Bankは社会的責任を持つ機関

と組合労働者の支援機関だけを援助しています。この銀行は従来の銀行業務に加えて特に第

三セクターを対象とした金融商品を提供しています。例えば、土地開発のための融資、資金調

達中、あるいは助成金を待っている閣のつなぎ融資、政府も熱心に進めていることですけれど

も、地域財産を地域に委託するための融資やソーシャル・モーゲージなどの商品を持っていま

す。ソーシャル・セクターの機関、特にソーシャル・エンタープライズは従来の慈善寄付提供者

を除けば、他のどんなところから資金を求めることができるでしょうか。いろんな情報源があ

ります。最新のものはソーシャル・セクターが利用できる新たな財源について定期的にニュー

スを配信しているオンライン・プラットフォームです。 j4bcommunity.co. ukというような

ものがあります。それから CANSocial Investment (キャン・ソーシャル・インベスティメン

ト)というのがあります。これはソーシヤル・エンタープライズ向けのさまざまな資金援助と

ビジネスサポートを展開しており、それにはブレークスルー・プログラムの開発も含まれてい

ます。 CANは企業パートナーと協力して大手のソーシャル・エンタープライズに基本と戦略

的な支援を提供しています。
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その他の非政府系ソーシヤル・ファイナンス提供機関

• NCVOの持続可能な資金・ TheFunding Network -
調達プロジェクト- WwW.thefu川 n四 etwork.ore
www. ncvo~svP.O四 uk

• 50cial Enterprise Loan 

Fund一些些笠弘主ι些

• Clearly 50-
wwW.cJearlvso.com 

• Foundation East-
wINw.foundationeast.org 

• The Ashden Trustー

www.ashdentrust.org.uk 

• 5ellaventure-
www.sellaventure.co.uk 

• Big Issue Invest-
wwW.bi日Issuelnvest.COITl

• The Bright Ideas Trust -
wWW. brightideasturst.com 

• UnLtd -WwW.unltd.o昭 .uk

• Zopa -~ww.zooa.com; 
http://jp.zopa.com 
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その他の仲介機関も、ソーシヤlレ・セクターの機関による持続可能な混合財源の開発を支援

しています。TheNational Council for Voluntal̂Y Organisationの I持続可能な財政支援

プロジェクトJは、Centricaplc (セントリカ社)、theBig Lotteryおよび、CharityBank (www. 

ncvo-svp.org. uk)によ る援助を受けています。TheSocial Enterprise Loan Fund (www. 

tself.org. ulく)は、経営計画と組織開発の促進を目的とした融資を提供 しています。

Clearly So (www.clearlyso.com)は、投資家と社会企業を結びつける、社会企業のための

革新的な市場です。

Foundation East (www.foundationeast.org)は、イングランド東部で活動する非営利流

通機関で、銀行ーから融資を受けられない、あるいは銀行貸出に匹敵する額の追加資金を必要と

している、新旧の企業に融資を行っています。また、住宅協会やその他の社会住宅供給組織と

提携した個人向けローンも提供しています。さら に地域の人々が地域の資産を所有し、 管理で

きるようにする CommunityLand Trustsも開発しました。このイニシアティブは、特に農

村地域において、安1il日な住宅と管理の行き届いた作業環境を作ることを目的としています。

The Ashden Trust (www.ashdentrust.org.uk)は、環境、 気候変動、持続可能な再生、危険

な状態にある人々への支援に関わっている機関を対・象とした小口のローンや投資を提供して

います。

The Funding Network (www.thefundingnetwork.org)は、 多様な経歴を持つ個人の緩や

かな連携機関ですが、他の人々と協力し、社会変革のための資金として物質的繁栄を利用する

という共通の目的を持っています。小額の年会費を支払う 会員は、自らの個人的な資金を差し

出す個人や、募金イベン トに参加できる 自由裁量権を持った慈善信託の受託者などです。

もう一つ、革新的な資金調達方法が間もなく始まります。それは、 SellAVenture (www. 

sellaventure.co. uk)と言われ、 立ち上げや成長のための資本を求めているソーシャJレベンチ

ャーと、小額の資金の提供に非常に意欲的な、同 じ志を持つ人々とを一つにまとめる、オンラ

イン・クラウドファンデイング・プラットフォームです。SellAVentureを通じて、ソーシャル

ベンチャーは支援者グループと結びつき、忠実な信奉者を得られると ともに、認識を高め、資
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金を調達でき ます。SellAVentureは、クラワドファンデイングのテクニツクと、製品 /サー

ビスの現物支給を含む一連の魅力的な利益、そ して融資や収益獲得への参加により、ソーシヤ

/レネットワーキングとインターネットの力を活用しています。

それでは、個人を支援しているのは誰でしょうかつ

Big lssue Invest (www.bigissueinvest.com)はソーシヤ/レ・エンタープライズで、ホーム

レスの経験のある人々を支援している theBig Issueにすべての配当金を支払っています。

Big Issue Investは、貧困地域で活動しており、 3年間の取引経験と 25万ポン ド以上の売り

上げのあるソーシャル・エンタープライズや慈善団体の商取引部門、そしてときには強力な経

営計画を持つ新規事業にも、 5万ポンドから 25万ポンドを非常に低い金利で融資します。ま

た、既に確立しており、持続可能な収入の流れと成長の可能性を実証することができる、確固

たるビジネスモデルと役員会および経営陣を持つソーシャル・エンタープライズに、長期の成

ー資本を提供する SocialEnterprise Investment Fundを立ち上げようとしているところ

です。繰 り返しになりますが、投資に対する財務リターンが、社会的リターンあるいは環境的

リターンと合わせて期待されます。

The Bright Ideas Trust (www.brightideastrust.com)は、若者に資金とガイダンス、そし

てアドバイスを提供します。

UnLtd-The Foundation for Social Entrepreneurs (www.unltd.org.uk)は、個人社会起

業家に、助成金と非金融コンサルティングによる支援を提供します。非常に初期段階の社会起

業家には 5000ポンドの助成金と支援を、第 2段階として、確立してはし、るが、まだ初期段階

にある社会起業家に、 l万 5000ポンドの助成金と支援を提供します。

多くの個人を支援しているもう 1種類のコミュニティは、 Zopaと呼ばれるものです。個

人が銀行との関係を断ち、四大銀行で通常利用できる融資条件よりも公正な条件で、 資金の貸

し借りをすることができます。貸し手は平均して 7.3%の利爺 (Zopaの会費を差し引し、た後、

税込み)を受け取ります。貸し倒れ金は 0.04%発生します。ローンは安全のために多くの借り

手の間で分割されます。興味深いことに、今後 Zopaジャパン設立の計画がある と聞いていま

す。(http://jp.zopa.com/)

マイクロファイナンス、信用組合とベンチャー慈善活動

.54 

イクロファイナンス、

信用組合とベンチャー慈善活動

Fair Finance -wwW.fairfinance.or巨人Jk

信用組合 -www.abcul.org

New Philanthropy Capital-

wwW.ohilanthroovcaoital.org 

The Impetus Trust -wwW.imoetus.org.uk 

The Acumen Fund-

wwW.acumenfund.org 
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私たちは皆、ノーベル平和賞受賞者のムハマド・ユヌス氏の話を聞いて感銘を受けました。

彼のグラミン銀行は、開発途上国で疎外されている貧しい人々に融資をするマイクロファイ

ナンスを開発しました。同じようなことを、私たちの国の貧しい地域でも実行しようではあ

りませんか。主流の資金供給者から融資を受けられずに(英国では 1000万人が銀行口座を

持っていなし、)、ときには 1500%にもなる法外で、搾取的な金利で貸し付ける高利貸しのと

ころへ行かなければならない人々のために。 FairFinance (フェア・ファイナンス) (WWW. 

fairfinance.org. uk)は、ロンドンに拠点を置く非営利社会企業で、この難題に立ち向かい、経

済的に疎外されている人々のニーズを満たすことを目的としたさまざまな金融商品とサービ

スを、公正な金利で提供しています。顧客の 65%は失業者で、 20%は低賃金者、あるいはパ

ートの仕事をしている人々です。また 15%は自営業で、 65%は女性、 70%はシングルマザ

ーです。 FairFinanceでは無料の資金・借り入れ相談サービスを実施しています。また、家賃

や消費者金融からの借金、公共料金を滞納している顧客に、これまで 200万ポンドを支援し

てきました。設立から 2年の聞に、社会の底辺で多重債務に苦しむ 800人のロンドンの人々

に100万ポンドを貸し付けてきました。さらに 150人の起業家に資金援助してきました。「貧

しい人々のためのプライべートパンクJと呼ばれている FairFinanceを設立した先見の明の

ある資本家は、彼自身バングラデシュ系イギリス人で、グラミン銀行と世界銀行で働いた経験

があり、昨年の世界経済フォーラムで YoungGlobal Leader (若き世界指導者)に選ばれた、

フェイゼル・ラーマン氏です。英国は、経済的疎外の問題に取り組むことなくして、貧困の問題

を解決することはできません。にもかかわらず、国はそれを民間セクターの問題であり、慈善

セクターには複雑すぎると考えています。ラーマン氏は、もっとも貧しい地域で最大の困難に

直面している人々の一部を支援し、尊重する、模倣可能で発展的な、かつ持続可能な解決策を

提供しています。

地域の金融サービスの真の主力は、日本同様英国でも、当然のことながら信用組合です。英

国信用組合協会には、 346の信用組合と 49万人の組合員が参加しています。そしておよそ

2億 5000万ポンドの組合員の預金を運用し、同額の融資をしています。組合員は、共通のつ

ながりのある人たちです。たとえば、警察官、造船業者、地方自治体職員など、特定の職業に携

わる人々の信用組合や、労働組合などの団体や協会区に所属している人々の組合、そして同じ

地域に居住し、勤務している人々の組合などがあります。

社会全体にとって社会的経済が持つ意昧についてお話しし、英国におけるソーシャル・フ

ァイナンスの提供をめぐる進展をいくつかご紹介してきました。私が取り上げました機関の

多くは、昔ながらの慈善寄付によって資金を調達しています。しかし、ソーシャル・セクターで

は、その収入基盤の多様化をますます進めており、寄付金依頼から収益獲得へと移行しつつ

あり、不干渉主義の慈善寄付ではなく、投資を財源とするようになってきています。ウォーレ

ン・パフェット氏やビル・ゲイツ氏など、世界的に有名な人々をはじめとする欧米の個人富裕

層が、今では、さらなる支援に活用できる新しい方法でお金を役立てたい、そしてそれだけで

なく、持続可能な社会貢献活動のために、ビジネスライクな方法で確実に資金が利用されるよ

う、自らの資金とスキルをもって貢献したいと考えています。彼らは、民間セクターのベンチ

ャー投資家のモデルをもとに実践しており、適切な法的構造を持つ社会企業に、成果主義のロ

ーンと株式を取り入れています。この新世代のベンチャー慈善家は、貸付金融には財務規則が

必要であると信じており、将来、組織が商業融資を受けられるよう準備をしています。投資の

焦点は通常、被投資者が経済的に持続可能となると同時に、規定された社会的成果を達成する

能力を構築することに当てられます。起業家は、社会的リターンおよび財務的リターンを提供

できるビジネスモデルを考案しますが、ベンチャー慈善家は、その富が世界でもっとも根強い
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社会問題や環境問題に対処する手段であると考え始めるとともに、目的を持って利益を生み

出していきます。彼らの心は大義によって動かされていますが、それ以前にまず頭の中では、

差し迫ったビジネスの状況を見て納得しているのです。ベンチャー慈善活動では、時間や専門

知識と合わせて、無制限の資金援助が行われますが、これらはあらゆる規模の会社の専門家か

ら提供されます。英国の theImpetus Trust (インペタス・トラスト)(www.impetus.org.uk) 

は、戦略的資金援助と専門知識とを結びつけ、野心的な慈善団体やソーシャル・エンタープラ

イズが、より多くの人々の生活を変えられるようにする素晴らしい機関です。 TheAcumen 

Fund(アキュメン・ファンド)(www.acumenfund.org)は、別の組織の一例ですが、国際的に

活動しており、慈善活動のための小額の資本を、多数のビジネス手腕と結び付け、革新的な市

場志向型のアプローチにより、膨大な数の貧しい人々に、医療、水、住宅およびエネルギーなど

緊急用の商品とサービスを安価で提供するエンタープライズを確立し成功を収めています。

New Philanthropy Capital (www.philanthropycapital.org)は、資金提供者がより大きな社

会的インパクトを実現できるよう支援しているシンクタンクです。

日本もソーシャル・ベンチャー基金

を立ち上げ、ベンチャー慈善活動

をする時ではないでしょうか?

11 
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日本では、なぜ本格的なベンチャー慈善活動が行われていないのでしょうか?慈善目的の

寄付について話をするとき、私はよく、ここには慈善の文化はありません、と言われます。最近

の統計から、日本の家庭は、貯蓄額が 14兆 usドルなのに、社会的大義への寄付金額は年間平

均 3000円であることがわかっています。日本は GDPに占める慈善寄付の割合でも、世界の

上位 9ヶ国にすら入っていません。確かに、政府への強p依存と、寄付に対する税制上の優遇

措置がないことは障害となっています。しかし、日本には確固たるビジネス文化があり、非常

に裕福な人々が数多くいます。そして日本のすべての都市で、深刻な社会問題が明らかに増え

ています。マッキンゼー・クオータリーの記事によれば、日本の個人富裕層の数とその合計資

産は、世界第 2位だそうです。今こそ、世界でも有名な日本のビジネススキルを利用し、豊かな

日本人と協力して、日本のベンチャー慈善活動を活性化し、社会変革をもたらす革新的なアイ

デイアを持つ、ここにいる多くのエネルギッシュな人々に、投資とビジネスサポートを提供す

るときではありませんか?政府は、資金援助や国が所有する膨大な資産の民営化により、個人

が参加できるイニシアティブを開始することはできないのでしょうか?

私たちはいつでも、イギリスの経験を役立てていただけるよう、このような目的のために、

ソーシャル・インベストメント・ファンドの設立の手助けをしたいと考えております。
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講演3rソーシャル・エンタープライズの設立ーホワイト
ボックス・デジタル社の経験からー J
デビッド・パー力一
ホワイ卜ボックス・デジタル社創設者

講演要旨

ホワイトボックス・デジタル(WhiteboxOigitaD社というソーシャル・エンタープライズの

創始者として、私の経験から、人々を失業へと追い込み続けている組織的な問題について、ま

た、これらの問題を取り除き、人々が雇用と所得獲得の機会を自由に得られるようにすること

を使命とするホワイトボックス・デジタル社が、どのように設立されたかについて話していき

ます。

人々を失業へと追い込み続けている問題のひとつに、私たちが暮らしている場所で、私たち

が何よりもそれを必要としているときに、雇用の機会とそのための支援がないということで

す。そのことは、私が出会ったすべての人の話を聞けば、その人たちの人生で特定することが

できました。当時に私が即座に衝撃を受けたのは、英国には 18万を超える慈善団体があると

しEうこと、そしてそれらの団体は、私が話をした誰一人にも、その人たちが本当にもっとも支

援を必要としているときに会えなかったことです。

しかし、調査から、小さな慈善団体が立ち向かっている問題の 50%は、運営上の問題や IT
の問題で、これらのために、切実に支援を必要としている人々と過ごす時間を増やすことがで

きずにいること、そしてすべての小さな慈善団体のために、 ITおよびインターネットマーケ

ティング部門となる会社を始めなければならないとわかったのです。マーケティングにより、

支援を必要としている人々をさらに見つけることができ、 ITの改善により、慈善団体の人々

の負担が減り、彼らを支援する時聞がとれるようになるからです。

さらに私が出会ったすべての失業中の貧しい人々は、企業側から見ればスキルのない人た

ちであり、怠け者として、あるいは、きっと何かしてしまって貧困に値するのだとして、社会か

ら見限られた人たちです。しかし、私の個人的な経験から、十分な教育と訓練を受ける能力が、

すべての人にあると信じていました。それは~)かなる障害にも関係なく、またどのような社会

的背景を持とうと関係ありません。

こうしたことがホワイトボックス・デジタル社設立の構想になりました。そして 2009年

12月には私たちは初めて、英国内の 80名の長期失業者を 6ヶ月間の IT雇用研修プログラ

ムに採用し、研修するという政府との契約を獲得したのです。

過去に進められた国際化は、非常に多くのことを期待させましたが、それは十分に実現され

ませんでした。私は現在の世界的不況を通じて、国際化の新たな形が生まれることを祈ってい

ます。それは、すべての企業が、政府の政策として義務付けられるのではなく、自ら望んで、ソ

ーシャル・エンタープライズとなることです。ソーシヤlレ・エンタープライズは単なる心構え

であり、それ以上のものではありません。それは人の命を犠牲にしたり、地球を破壊したりす

ることなく利益を上げるようバランスをとることなのです。
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私の名前はデヴイツド・バーカー (David8arker) で、ホワイトボックス・デジタル

(Whitebox DigitaDとし、うソーシャル・エンタープライズの創設者です。今日は人々を失業へ

と追い込み続けている組織的な問題について、また、これらの問題を取り除き、人々が雇用と

所得獲得の機会を自由に得られるようにすることを使命とするホワイトボックス・デジタル

が、どのように設立されたかをお話しします。

失われたチャンス

人々を失業へと追い込み続けている問題はたくさんあります。一つめは、私たちが暮らして

いる場所で、私たちが何よりもそれを必要としているときに、雇用の機会とそのための支援が

ないということです。私自身、 23年前にこれを経験しました。そのとき私は 15歳で、イギリ

ス、マンチェスターの貧しい地域で暮らしていました。私の家族は、私を大学に行かせる余裕

がなかったので、私は学校をやめて仕事を探さなければなりませんでした。

学校の就職アドバイザーと話したところ、彼は口を開くなり、「あなたのような人には、こ

のような就職先があります」と言い、その言葉に私は驚きました。私がどんな人間であるか、あ

るいはどんなスキルを持っているかを知らないのにそう言ったからです。私に提案された仕

事の分野は、小売業か建設業でした。これらの仕事は素晴らしいものですが、私はこれらの業

界に自分の将来の仕事があるとは思いませんでした。

私は進路指導の先生に、将来の仕事はコンビュータ一関係だと考えていることを話しまし

た。いつの日か、世界中のすべての人がコンビューターを使うようになり、どの家にも、どの職

場にもコンビューターがあり、全世界は一つに結ぼれると。これは 23年前のことなので、先

生は私がこんなことを言うので、すっかり驚いてしまいました。そうはならないだろうという

わけではなく、自分がその一端を担えるだろうと私が考えていたからです。先生は、もしそう

したいのなら大学に行く必要があるが、大学へは行かないのだから、希望を一段下げ、小売業

か建設業の仕事をめざした方が良いと言いました。

独学で 1Tを学ぶ

私は先生の援助の申し出を断り、何はともあれ努力して、自分が望んでいることを実現しよ

うと決心しました。私はコンビューターの基本的なスキルを独学するために本を何冊か買い、

その後小さな会社に連絡し、見習いとして雇ってくれるよう頼みました。

最終的に、雇用者のもとでの見習い制度により、若い人の就職を支援する政府のプログラム

の関連会社を見つけました。私が貧しい家庭の出身であることや、 16歳で学校をやめた事実

にとらわれない会社を見つけたので、す。その会社は、私の中に、何か一緒にやっていける、そし

て育てて行カ通れると思うものを見出し、私自身がそれを証明するチャンスを与えてくれたの

です。

見習lt)から正社員へ

見習い期間は 2年間でしたが、会社側はわずか 3カ月で私を正社員にしてくれました。私

を失うことを恐れていたからです。これで、週 29ポンドから週 120ポンドへと収入が増えた

わけです。正社員になったおかげで、家を出るのに十分なお金を得ることができ、私は同世代
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の人と暮らすシェアハウスに引っ越しました。わずかな収入を私のために費やす必要がなく

なり、今では両親も、長い間苦しみ続けた貧しい生活から抜け出しました。

23歳の時、私は世界を変えるものを見つけました。それはインターネットです。私が驚いた

のは、インターネットの技術だけではありません。世界のどこにいるかに関係なく、人々を結

びつけることができる力に感心しました。一緒に働くために近くに住む必要はなくなり、ただ

同じ時点に存在し、通信能力を持っているだけでよくなったのです。

23歳で起業

そこで 1994年、 23歳のとき、私は仕事をやめ、イギリスで最初のインターネットマーケ

ティング会社の一つを共同設立しました。最初の顧客はマイクロソフト社で、 2番目の顧客

はインテル社でしたから、滑り出しは好調でした。そして世界最高の製品マネージャーやビジ

ネスマインドを備えた人々と役員室で同席し、彼らの製品とサービスを世界中で売る手伝い

をする私に彼らが注目するようになるまで、長くはかかりませんでした。

ほとんどの顧客の半分の年齢だった 23歳のときに私が衝撃を受けたのは、私の社会的背

景や、私が 16歳で学校を落ちこぼれたことなど、もはや何の関係もないということでした。

唯一重要なことは、企業が自社の目標達成に役立てるために購入したいと考える製品やサー

ビスを提供する私の能力でした。さらに興味深かったのは、顧客企業の多くは、私が決して就

職することができなかった企業だということです。なぜなら、彼らの人事方針では、大学の学

士号を持つ人だけを採用することになっていたからです。これは本当に矛盾していますよね。

昔の友人を訪ねて

24歳のとき私は、立ち止まって、学校をやめてからの 8年聞を振り返ることにしました。

16歳のときに一緒に学校をやめた友人たちに再び連絡を取るため、何年も前にあとにした土

地に戻りたかったのです。すると悲惨なことになっていました。ダニーはヘロイン中毒で、盗

みで刑務所を出たり入ったりしていました。ジェイソンは殺人で服役中、イアンは自殺してい

ました。 16歳のときには、彼らは皆良い人たちだったので、このようなことは何一つ予測で

きませんでした。何があったかというと、単純なことでした。彼らは必要なチャンスや支援に

恵まれなかったのです。そして次第に、時間がたつとともに、誠実で実り多い人生を目指そう

とすることをあきらめてしまったのです。彼らは何の希望もないと感じていたので、薬物の服

用や犯罪への誘いにイエスと言っても、もうどうでもよかったのです。彼らには、ほかに何が

あったというのでしょうか?彼らの人生の希望は、長年の失望の後に、ゆっくりと蝕まれ、な

くなっていました。

グローバル化の一方で増え続ける貧困

私は、これは自分にも起こりうることだと動揺しました。しかし、私やほかの誰かに、何がで

きたでしょうか?私はそこを去り、自分の生活と、共同設立したインターネット会社を大きく

するという使命へと戻りました。それから 10年間は、あらゆる市場に製品とサービスを売り

込む国際化活動の一役を担い、大企業とともに働くことに費やしました。それが、すべての人

の繁栄を約束するだろうと。

しかし、これはまったくの嘘でした。第一に自由市場は、ビジネスの競争の機会を誰もが持

っているときに限り自由だからです。ですから、たとえば古くからの友人だという理由だけで

結ぼれた契約のような不正行為や不公平な関税は、世界の繁栄のために必要なエコシステム

のバランスを保つ自然な能力を世界市場が持つことは、決してないことを意味していました。
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おもな問題点は、国際化したにもかかわらず、それが約束していた、すべての人のための職

や所得の機会がまったく作られなかったということです。私はそれができると信じていまし

たし、今でもできると思、っていますが、まったくそうはなりませんでした。国際化によって、一

部の人の富は増えると思われました。それは一部の、それに値する人々で、値しない人々もい

ました。値しない人々については、私が訪れたあらゆる都市で見たところ、ホームレスが増え、

暴力が増え、反社会的な行動が増えただけでした。

ソーシャル・セクターでの活動を模索

そこで 2004年に、私は共同設立したインターネット会社を退職することにしました。悪化

しつつあった非常に社会的な問題に立ち向かえるように、年俸 15万ポンドを放棄したので

す。大きな家も、また高級自動車も手放しました。これで世界的な貧困に立ち向かえるのかど

うか、確信はありませんでしたけれども、とにかく私はもともと貧困層から出た人間でありま

すけれども、だからといって貧困問題についてよくわかっているというわけではありません

でした。ですから調査が必要で、した。私の最大の関心事は、商業セクターで製品とサービスを

世界に売り込む活動から、ソーシャル・セクターでの活動方法を模索し、世界的な貧困に立ち

向かうことへと変わりました。

しかし私は、貧困と闘うために開発途上国へ行くかわりに、先進国といわれる国のあらゆる

都市に貧困がある聞は、世界的貧困をなくすことはできないと考えました。そこで、ロンドン

にとどまり、ここで活動し、失業と貧困に取り組む新たなアプローチ方法を見つけることにし

ました。そうすることで、後にそれをイギリス全土で、そして世界各地で模倣できると期待し

ています。

大規模な国際慈善団体のオックスファムや、イギリスの国際開発省で働くことにすればと

ても簡単た、ったでしょう。けれども私はそのどちらでも働かないことに決めました。それはお

もに、世界的貧困と失業の問題は組織的なもので、自然発生的なものではないと信じていたた

め、既存の組織機構にすぐには参加しないことが重要だと考えたからです。

そこで私は、ロンドンで社会的に疎外されている人々のことを調査し、その問題に立ち向か

う方法を試案できるよう、 10万ポンドを調達するために家を売りました。私は小さな慈善団

体でボランティアとなり、通りで野宿しているホームレスの人や就職できない元犯罪者、貧し

い家庭、そして若者たち、中でも特に学生でもなく、就職もしておらず研修も受けていない「ニ

ートjと、罪を犯す危険のある若者たちのために活動する機会を得ました。

私は、人々を社会的疎外から脱出させる方法だけではなく、次世代の人々が同じ民にはまら

ないようにする方法にも焦点を当てました。それから 6カ月の聞に、私は私が出会ったあらゆ

る人々の信頼を獲得し、彼らは私に身の上を打ち明けてくれました。

一つの例が、子供のころに性的虐待を受けていた男性です。カウンセリングを一度も受けよ

うとせずに、彼はその問題に対処しようとしていました。彼には妻と 2人の子供がおり、比較

的普通の生活を送っていました。しかし 30代になり、記憶がよみがえり、徐々に悪化して仕

事をやめ、妻の元を去り、酒を飲み始め、そしてロンドンの路上に行きついたのです。

別の例は、スーパーマーケットの駐車場で寝泊まりしているところを見つかった夫婦です。

2人は普通の生活をしていましたが、男性が仕事の顧客からの支払いが遅れたとき掛け売り

を始めました。そしてどんどん支払いが遅れて金額が膨らみ、対処できなくなりました。特に

同時期に彼の妻が失業したからです。これで彼の会社は倒産し、 2人の家は差し押さえられ、

ついに 2人は駐車場や路上で寝泊まりすることになったわけです。
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私が出会ったすべての人の話を聞けば、このとき必要な支援が受けられていたならば、今私

と話してはいないであろうという時点を、その人たちの人生で特定することができるでしょ

う。当時私が即座に衝撃を受けたのは、イギリスには 18万を超える慈善団体があるというの

に、それらの団体は、私が話をした誰一人にも、その人たちが本当にもっとも支援を必要とし

ているときに出会えなかったということです。

確かに、これはマーケテイングの問題です。慈善団体は明らかに、支援を必要としている

人々がそのような団体を見つけられるように、十分な自己宣伝をすることは行っていません。

私にはインターネットマーケティングの経験があったので、この問題を解決できるとわかっ

ていました。これが私に対する答えだったのでしょうか?世界中のすべての小さな慈善団体

に対し、良心的な価格のインターネットマーケテイングサービスを提供する会社を立ち上げ

ればよかったのでしょうか?

考えてみると、残念ながらこれは違っていました。調査プロジェクトの問、私は多数の小さ

な慈善団体でボランティア活動をしましたが、このような団体のほとんどが、すでに支援をし

ている多くの人々に対処するだけの十分なリソースを持っていませんでした。私がこれらの

団体の窓口を通じてさらに多くの人を送り込んでも助けにはならず、おそらくは別の問題を

引き起こしてしまうでしょう。

ホワイトボックス・デジタル社の設立と慈善団体支援

しかし、調査から、小さな慈善団体が立ち向かっている問題の 50%は、運営上の問題や IT

の問題で、これらのために、切実に支援を必要としている人々と過ごす時閣を増やすことがで

きずにいることもわかりました。そのとき私は、すべての小さな慈善団体のために、 ITおよび

インターネットマーケティング部門となる会社を始めなければならないとわかったのです。

マーケティングにより、支援を必要としている人々をさらに見つけることができ、 ITの改善

により、慈善団体の人々の負担が減り、彼らを支援する時間がとれるようになるからです。

慈善団体の IT部門となるためには、製品とサービスが必要です。インテル社やマイクロソ

フト社のために 10年間仕事をしたので、 2009年までには、私たち皆の IT使用法を完全に

変える新市場がIT産業界に創設され、スタートすることを、私は知っていました。それは、ク

ラウドコンビューティングおよび仮想化といわれるものです。市場リーダーとなり、慈善団体

がすぐに支払える安い価格でこれらのサービスを提供しようではありませんか。

さらに私は、私が出会ったすべての失業中の貧しい人々について考え始めました。彼らは企

業側から見ればスキルのない人たちであり、怠け者として、あるいは、きっと何かしてしまっ

て貧困に値するのだとして、社会から見限られた人たちです。しかし、私は自分の個人的な経

験から、これはまったく違うとわかっていました。私は、自分自身と家族とを養えるように、十

分な教育と訓練を受ける能力が、すべての人にあると信じていました。それはpかなる障害に

も関係なく、またどのような社会的背景を持とうと関係ありません。

そして、これがホワイトボックス・デジタルの構想を完成させました。それは、国内外の中小

規模の慈善団体と企業を、国内外の失業者の労働力によって近代化する、 ITおよびインター

ネットマーケティング会社です。私たちは、あらゆる社会的背景を持つ長期失業者を、 IT関

係の職場や研修プログラムに採用し、その後私たちが作った仕事に就かせます。

ホワイトボックス・デジタルを、このようなことができる持続可能なソーシャル・エンター

プライズとして設立するために、私たちは 2つの重要な決まりを設けなければなりませんで

した。この会社は、製品とサービスの販売だけで自立していかなければならず、いかなる政府

の支援も決して受けてはならないということ、そして私たちが国のコストを財政的にも社会
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的にも削減しているのだという事実を踏まえ、私たちが実施する雇用・研修プログラムは、政

府の支援金だけで賄われなければならないということです。

しかし、私は大きな問題を抱えていました。 2005年末、私は家を売って得た資金すべてを、

調査研究と、ある慈善団体のクラウドコンビューティングおよび仮想化ソリューションの試

作品開発に使い果たしてしまいました。この試作品は、慈善団体の生産性を 500%向上させま

した。単なる近代化だけで、 5倍の人々の生活が変わったということです。

例えばITトレーニングについて考えました。なぜこういうスキルを提供するのか。マーケ

ットが買ってくれないようなスキルだったらどうするのか。マーケットの場合には特定のス

キルを要求ますが、例えば6ヶ月のトレーニングプログラムを受けたとしても、トレーニング

を終わった段階で雇ってもらうことができなかったら、そのトレーニングは無駄になってし

まうわけです。慈善活動で行われていたトレーニングがあったわけですけれども、その中身は

非常に陳腐化していました。誰かに希望を与えるためには、本当にそれが役に立つようなスキ

ルを与えなければなりません。最終的にその夢がかなわなかったら、すべての人が失業してし

まうわけです。実際に仕事が見つからなくて、泣き出してしまった人もいたぐらいです。

慈善団体が一体どういうことをしているかと言いますと、先のことがよくわからないでや

っています。本当に最終的に支援したとしても、その支援が雇用に結びつかないようなことを

やっているわけです。そこでは私は、慈善団体で本当に意味のあるトレーニングを提供すると

いうことが必要だと思いました。私は 1年ぐらいかけましていろいろな会議に参加をいたし

ました。政府の人、あるいは慈善部門の人たちが参加していた会議ですが、まさにビジネスマ

インドが必要だと思いました。それを社会において大きな力にしていかなければならないと

思ったわけです。そうでないと国際的な貧困を解決することはできません。公的セクターと慈

善セクター、それから民間セクターがありますが、公的セクターと民間セクターの問にできる

一種の空間があると思うんですね。そこに慈善活動が入るべきだと思いました。慈善活動とい

うのはある種、効率的な活動をすることができます。普通の制度の中ではうまく L、かないとい

う人たちを支援することができるのです。

ではどうしたらいいか考えました。そこで私は、企業と話をしてみようと思いました。中小

企業に話を聞きにいきました。「何故あなたのところでは、例えば障害を持っている人とか元

犯罪を犯した人たちを雇わないんですか?Jと聞いてみました。すると、何かしなければなら

ないということはわかっているが、なかなかそういう人が雇われていない。別に制度的な問題

があるわけではないということがわかってきました。

そこで慈善活動のセクターを ITやインターネットを使って近代化をする、そして他では雇

ってもらえない人を雇うことにを考えたわけであります。障害を持っている人、犯罪を犯して

投獄されていた人、あらゆる社会的な背景の人たちで仕事の見つからない人たちを雇うとい

うことを考えました。

そのことに気がついたときに、障害を持っている人たちが働いている福祉工場に行きまし

た。ソーシャル・エンタープライズと自ら呼んでいる企業でしたけれども、例えば目の見えな

い方々は、例えばスプーンを数えたり、あるいは箱を作ったりというようなことをしていまし

たが、全然クリエイティビティがないと思いました。政府の大臣とも話をしたことがありまし

たが、例えばマクドナルドで車いすの人が働いたとしても、それはベストなやり方ではないの

ではないかと思いました。もっとクリエイティブなことができるんじゃないかと。例えば箱を

作るだけというようなことではなくて、もっとその人が持っている本当の能力を使うという

ことによって生産性を高める、本当に生きがし、のある仕事をやってもらうようにしたらどう

.62 



講演3 rソーシヤル・エンタープライズの設立J

かということを考えたわけです。

それを実現することができるということを、私たちは証明してみせなければなりませんで

した。私のビジョンはさらに広がりました。慈善活動、先ほど 18万団体と言いましたけれど

も、そういう組織を近代化しようとしました。そしてあらゆる社会的な背景を持った人を雇う

ことにしたのです。しかしそのためにはお金が必要でした。そのためには我々の製品やサービ

スが売れなければならなりません。社会的なインパクトだけでは十分ではありません。やはり

一番良いから商品を買ってくれる。その良い商品を作らなければならなりません。グラントは

受けない。そして、ビジネスのやり方に関係ないような投資は受けないということにしたので

す。

どんな企業でもそうなんですけれども、きちんと仕事ができる人、雇用されるべき人を雇わ

なければなりません。そうでなければビジネスなんてやっていけないわけです。そこで私たち

は6ヶ月のトレーニングをして、きちんとビジネスとして企業が雇えるような人たちを育て

ることにしました。

福祉を受けている人たちに、ただその人たちが仕事が見つかるようにと祈ることは簡単で

すけれども、それだけでは不十分です。イギリスでは welfareto work programというのが

あります。大体 11万 5.000，.....， 1万ポンドくらいを使いまして、雇用プログラムをやってい

ます。例えば私が映画をつくりたいとか、テレビで働きたいと思っているときに、マクドナル

ドで働くのはどうかなんていうことを言われてしまうことがあるわけです。つまりこのプロ

グラムでやっていることは、 トレーニングの実施をする企業に対して政府がお金を出すわけ

です。しかしながら、委託を受ける方は失業している人たちがどんなことに関心を持っている

かなどということにはあまり関心がないわけです。お金さえもらえばその企業にとってはい

pわけですから、マクドナルドに行ったらどうかというようなことになってしまうわけです。

しかしそれではダメです。私たちは失業者に対して 6ヶ月の訓練をする。そしてその後に私た

ちが雇用を提供することにしました。まだ製品もサービスもお金もありませんでしたが、そう

いうプランがありました。

我々の製品とサービスを作り出そう。私はマイクロソフトとインテルの仕事を 10年ぐら

し、やりました。私は世界中を回って ITを使って世界を変えたいと思っていました。 2009年

ある pは2010年には世界が変わるような ITが生まれる、そういうことを認識していたわけ

です。ですから私たちがこのような新しい状況の中でマーケットリーダーになるにはどうし

たらいいかということを考えました。ソーシャル・エンタープライズに対しても、また慈善活

動をしている団体に対しても、失業者に雇用を提供することができる、そういうシステムを作

り上げたいと思いました。

しかしそれをやるためには 100万ポンドが必要だということが、私の計算でわかりました。

しかし 100万ポンドなんてありませんでした。実はあと 4日もたてば私自身がホームレスに

なってしまうというような、そういう状況にありました。こんなプランを作っていたわけです

けれども、一方ではお金がもう底を突いているという状況でした。銀行に行っても、お金を貸

してくれるというところはありませんでした。そういうことができるということを、信じてく

れる人はL、なかったわけですから、お金をどこからも調達することができなかったんです。

経営破たん寸前まで追い込まれて

そこで、私はやっぱり 3年間、コマーシャルセクターに戻らなければならない。つまり 100

万ポンドを調達しなければならない。実際に商売をやって調達しなければならないと思、つい

ました。そして 100万ポンド使って次の世代の技術を開発するために使おうと思いました。
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2006年、 2007年、 2008年のことででした。 2006年には商業的に私は 25万ポンドの収

益を上げました。そして 2007年には 50万ポンド、これもソーシャル・エンタープライズに

対して製品とサービスを提供することによって調達いたしました。そして 2008年までにほ

ぼ 100万ポンド達成しました。 ITソリューションを作り上げて、そしてほぼマーケットに出

しても大丈夫という状態にまでなったわけであります。

しかしそのソリューションをテストする最後の段階で、技術的な問題があるということが

わかりました。そこで、マーケットに出すべきかどうかということを考えなければなりません

でした。やはりミスがありながら市場に出すということはできませんでしたので、 2008年

の末になりまして、この製品はまだマーケットに出せないという決意をしました。しかしその

ときにこう考えたんです。それでもいいよと。あと 25万ポンド商売をして、商品がきちんとで

き上がるまで頑張るぞと思いました。そして 2009年の 1月に、私の取引相手た、った企業、こ

れは金儲けだけを考えているところだったんですけれども、そこが6万 5，000ドルのお金を

払ってくれることになっていましたが、払わないということになってしまったんです。大した

額ではないかもしれませんけれども、やはり倫理的にひどいというふうに思いました。そして

私はその結果として、非常に厳しい状況に置カ通れてしまいました。お金が全くないという状況

になってしまったわけであります。私のビジネスも続けていけないような状態になりました。

とにかくここから抜け出さなければならず、私は本当にいろんなことをやりました。できる

ことを証明してきたわけですけれども、どこからもお金を出してもらえないという状況にな

っていました。周りには、「やっぱりダメた‘ったじゃないか、やめた方がいいよ」と言う人も出

てきたわけであります。

そこで、 6万 5，000ドル、何とかしなければならなかったわけです。けれども、さらに問題

が発生しました。本当はにっちもさっちもいかない状況になったんですけれども、それでやめ

る気にはなりませんでした。そして私は、グローパルに考えるべきだと思ったわけでありま

す。とにかく少しずつ努力をして、2009年の3月まで、何とかがんばりました。 100万ポンド、

あるし、は 200万ポンド調達できるようなアイデアがあったとしても、実際にお金を調達でき

なければどうにもならない状況でした。とにかく誰かに助けを求めなければならないと思い

ました。

差しのべられた救いの手

ソーシャル・エンタープライズというのはすごいなとそのとき思ったんで、すけれども、ある

グループの人たちと会いました。一度も会ったことのない人たちだったんですけれども、その

うちの 1人の人とお茶を飲んだんです。いろんな話をしました。「まだ誰も助けの手を差し出

していないなんて、本当に驚いたねJとその人は言いました。その人が、その翌週の月曜日に、

7万 5，000ポンドを出してやると言ってくれたんです。「返せなくても心配するな、とにか

く君を助けるよ、だから頑張れJとその人が言ってくれたんです。その人はソーシャル・エンタ

ープライズ、をやっている人た、ったんです。だから本当にものすごいなと私は思いました。

このような助けをいただいたおかげで、 2009年の 5月、完壁に私たちの製品・サービスを

完成することができました。そしてマーケットに出すことができました。現在では 50の顧客

を抱える ITマーケティングをやっています。生産性も私どものクライアントでは上がりまし

た。生産性を上げるということはなかなか難しかったんですけれども、いずれにしても 50の

慈善団体をクライアントとして抱えることができるようになりました。2009年の 11月には、

3ヶ月前ですけれども、最初の政府の契約を獲得することができました。ロンドンで 14人の

人が、長い間失業していた人た、ったんですけれども、その人たちに新しい技能トレーニングを
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するという契約を獲得することができたわけであります。そして 12月には 14人から 55人

に増えました。ロンドンと、ロンドンの北東部の貧しい地域ですけれども、そこの人たちを受

け入れることができました。 1月には 55人から 240人に増えました。来月までには 80人の

長期的な失業者たち、そして 3月にはプラス 160人が来ることになります。

さまざまな社会的な背景を持っている人たちです。それから若い人たち、大学を卒業した人

たち、チャンスさえあれば何とかしたいという人たちです。しかしチャンスがなかった人たち

なんです。そして貧困に陥っていた人たちです。

不利益な人々にチャンスをもたらすソーシャル・エンタープライズ

ソーシャル・エンタープライズというのは何なのかということを考えたときに、こんなこと

ができるということがわかってくるわけです。 2年前にはソーシャル・エンタープライズなん

ていうのは聞いたこともありませんでした。ただ私はこういうことをしたいんだということ

を考えていたわけです。そしてソーシヤル・ファームというものがあるということがわかりま

した。そして、一緒にビジネスをしたらどうか、よりよい方法でビジネスをしたらどうかとい

うことを考えるようになったわけであります。

ソーシャル・エンタープライズというのは法律的にどんな構造を持っているのかというよ

うな議論も出てきたわけなんですけれども、まさにソーシャル・エンタープライズというの

は、すべての企業がそうあるべき形を持っていると思います。雇用を創造し、そして失業して

いる人たちに雇用を提供する、そういうことができるということがすべての企業であるべき

ではないかと思います。今、イギリス全土の各都市にオフィスを作っています。ロンドンでや

ったようなことをやっていきたい。それからまたイギリス以外でもやっていきたいと思って

います。スペインなどでもオフィスを聞きたいと思っています。そして失業している人たちに

対して技能を与え、雇用が得られるようにしたいと思います。

私が 16歳のときから思うと、 23年になるわけですけれども、いろんな企業が様々なこと

をやってきたと思います。皆さんも様々なことをやってこられたと思うんですけれども、やは

り貧困という問題になると、これは制度的な問題です。失業も制度的な問題ですから、いろん

なところが力を合わせて対応していかなければならないと思います。

以上です。ありがとうございました。

司会:ありがとうございました。ちょっと時間があるので、何か質問される方がいらっしゃ

いましたらお受け~)たしますけれども。いらっしゃいますでしょうか?

会場:北海道で農業をしております。そして障害者と一緒にチーズを作っています。野菜

を育てたりしています。障害者に対してどのようなトレーニングをしていらっしゃるんです

か?

バーカー:私たちがやっているのは、とにかく失業したり貧困に甘んじているというのは、

シンプルなプロセスのせいた、とおもったわけです。つまり、人々が疎外されるような構造がで

きているからだと思います。ですから例えば、多くの人たちがビジネスが全くないようなとこ

ろにたまたま住んでいると、仕事をする機会はないわけです。しかしながら ITというのは地

理的な障害を克服することができるわけです。 300マイルほど離れていて、車いすに乗って

いるというような人たちの場合には、かつてのような形での訓練はできないわけです。しかし
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ながら ITサポートをすれば、トレーニングができるというふうに思います。ですから、 1マイ

ルであろうと数千マイルであろうと、車いすに乗っていようとそうでなかろうと、それは関係

ないわけであります。つまり、トレーニングを ITによってすることによって、サービスを提供

できるような能力を身につけることができるわけです。そして仕事のスペシフィケーション

を示して、それに合わせた仕事ができるようにしているわけです。

もちろん障害によっていろいろなプロセスを考えなければなりません。例えば電話ですが、

200マイルほど離れたところで電話を受けた場合でも、仮に視覚障害者であっても 200マイ

ル離れたところで電話を受けることはできるわけです。テレマーケティングというのが一つ

適切ではないかと思います。

そして、これが一つの仕事だ、あなたはこれをしなければpけないというふうに言うわけな

んですけれども、人によって 50%はできるけれども残りの 50%はできないということにな

ると、それは成立できないわけであります。けれども私たちは、きちんと、もっと社会的にイン

クルーシブなやり方を工夫することはできると思います。

会場:我々のところではたくさんの障害者が暮らしていますけれども、何をしたいですか?

と聞くんですね。そうすると少しずつ自分がしたいことを見つけていくわけですよね。少しず

つ、少しずつ。ただ時聞がかるということがあるわけです。そうするとテクニックを開発する

ことができるわけです。そうするとスピードも増すことができる。そういうことがあると思い

ます。

バーカー:そうですね、いわゆるインターネットになかなかアクセスできないという貧困の

問題があると思います。農村の貧困の問題があるかと思います。私は ITのサポートだけの雇

用を生み出しているわけではありません。自分の地元の地域で仕事をしている人もいます。衛

星を使ったようなインターネットだけでなく、その地域のコミュニティの仕事を見つけてい

る人もいます。

会場:具体的に ITマーケティングというのはどんな仕事なのかよくわからないので、それ

をいくつか例を挙げてご説明いただけるとありがたいんですが。

パーカー:インターネットマーケティングというのは、まずウェブサイトがありますね、ウ

エブサイトを作ります。慈善団体すべてのためにです。コピーライターがありますけれども、

仕事がなかった人たちに対して仕事を提供してデザインをしてもらうということもできま

す。大切なのは、チームのメンバーが、例えばコピーライターがマンチェスターに住んでいて、

グラフィックデザイナーは 200マイル離れたところに住んでいるんですけれども、いろんな

ところに住んでいる人が 1つのウェブサイトを作るために一緒に働いています。近くに住ん

でいる人たちはオフィスに来ることもできますけれども、どこにいても分散した形でも共同

作業ができるようになっているんです。どこの町に行っても、いろんな能力を持った人たちが

いるわけなんですね。そういう人たちと共同作業をするということはできます。まずウェブサ

イトが 1つの産業のようになっていきます。ウェブサイトは3"-'4年に一回くらいは新しく

されますから、それで作業をする。そうするとみんなが所得を得ることができるようになると

しEうことです。

会場:ウェブサイトを障害のある方を含めて遠隔地の人たちを使って作られているという

のが主な仕事ですか?
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バーカー:そうです。ホームページをチームで製作します。インターネットの会社と全く同

じことをやっていますが、どういう人たちを集めてくるのかということですよね。いわゆる慈

善団体もそういうようなサービスを他の IT会社に頼んでいます。インターネットマーケティ

ングという分野は、いわゆるサーチエンジンであるとか、あるいはホームページを作ったりと

いうような形でビジネスを行うことができます。つまり製品とか、あるいはサービスというよ

うなものをそこに統合していくというようなことです。ですから、働く人たちは、遠くにいて

も仕事をすることができるようになっています。

なぜ我々を使わなければならないのかということですけれども、つまり、私たちの能力とい

うのは、他の企業と比べても遜色がないわけです。むしろ ITという面においては、まさに新し

いものを提供する、優れたものを提供することができるのです。我々は質の高い製品を提供す

ることができるということを証明してきています。ですからもちろんうちの製品を買ってく

れなくてもいいわけですけれども、それだけの質の高い製品を提供しているからこそ、買って

くれるのです。我々は慈善活動だから製品を買ってもらいたいというふうには思っていませ

ん。むしろ、プロとしてきちんとした質の高いものを作っているからこそ、買いたいから買っ

てもらうというふうにしたいのです。プロとしてきちんとしたものを出していくというのが

カギだと J思っています。

司会:それでは時間になりましたので、これでプレゼンの方を終わりにさせていただきたい

と思います。ありがとうございました。
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話題提供1r共働学舎の今まで35年、これからのイメージj

宮嶋望

農事組合法人共働学舎新得農場代表

NPO共働学舎副理事長

講演要旨

1 .共働学舎の 35年
1974年の春から長野県で、信州共働学舎が「自労自活Jをモットーにはじまる。

1978年に北海道・十勝の新得町で 4番目の新得農場を開設。新得町の誘致を受け、町有

地を 30ha無償で借り受け、 6人ではじめる。

2009年には全国で 5箇所、 130人余りが共働学舎のメンバーとしている。新得農場は

半数以上の 68名は新得のメンバーで、 88haを使用し、酪農、チーズ製産、有

機野菜生産、工芸などを行L、ながら l億8千万円の売り上げに達し、ほぼ、必要

な経費は自ら賄えるようになってきた。

「さくらJチーズは世界のナチュラルチーズの品質に手が届いた。

集まってきた人は

自閉症、癒摘、弱視、統合失調症、操欝、引きこもり、 LDアスペルガー症、ホルモン異常症、

サリドマイド症候、舞踏病、ホームレス、弱視、 DVなど社会適応の難しかった様々な困難を背

負った人たち。

彼等は社会が解決できない問題を伝えに来てくれた「メッセンジャーJ。

そのほかにチーズ、有機農業、共同生活、などを体験したい人などゆっくりした生活をしつ

つ、生産を挙げ自立を目指すことに興味のある人たち。

共働学舎の法的枠組みは

1974年から 2006年までは任意団体として寄付を集めながら維持してきた。

2007年に NPO法人格を取得。

新得農場

1981年から農事組合法人を取得、生産法人として活動。

2006年NPO法人取得時に、生産力が大きく寄付の金額と収益事業の収入が大きく

NPO法人に組み入れてしまうとバランスを崩すとの指摘を受ける。そこで、生

産法人と NPO法人が並立させ、両法人間で労働委託契約を結び、事業を行っ

ている。

2.ゆっくりな人たちの隠された能力、可能性を引き出す

自主性を全面的に認める

朝食のあとのミーティングで「今日・-をやりますJと自己宣言する。

片方では動物の餌やり、搾乳、畑の管理等、仕事は毎日あることは皆判っているので、自分の

できることを自分で探し、皆、「・・をやりますJと宣言し、主体的に「仕事Jを捉えるようにして

いる。

この仕組みで本人たちにはストレスは最小限となり、自己決定力がつく。

可能性を引き出す環境要素、 I生きている場Jは人も微生物も同じ。
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エネルギー(気)が流れる場を作ることで人も微生物も活かすことが出来る 0

.自然素材を使った住宅、牛舎、生産施設、チーズ工房、熟成庫

.炭を埋める技術で室内空気の清浄化、畑の治水、生産向上

.自然の仕組みを活かした Biodynamic、微生物農法、野菜、制!飼料生産

・炭、セラミックを使ったゆ水器で、飲用水、力n工水を改善、微生物コントローノレ

・微生物、炭の効果で畜舎の消臭、ハエの駆除、微生物コントロール

*穆傾向の人の気分を、|場を当てることで改善 建物の構造

3. '70年代に起こったこと

・イタリア、トリエステでのバザーリア医師が精神病棟を開放

・米国、ワイスコンシン州マディソン市の市民がボランティアでPTSDの若者をケア

ーするオープンな仕組みを作り、マディソ ンモデルとなる。

*注目されているオープンケアーの社会システムは '70年代に芽が出てきている。

4.共働学舎が進むべき方向は?

共働学舎を必要としている人々と共に自立した生活を可能にするビシネスモテ、ルを包含し

た仕組み。

自立心を持つことで、ケアー・介護の必要性は最小限に。

共同生活をすることでおたがいの状態は認識しやすい。

しかし、いつかは必要になるケアーの仕組みを地域社会と協力して(有料)ボランティアな

どを活用し作る必要がある。

ソーシャル・ファームの枠組みに、現在の新得共働学舎の仕組みはしっくり収まるのではない

だろうか!?

講演

こんにちは。北海道で共働学舎新得農場というちょっと変わった牧場をやっております宮

崎望といいます。

1 .共働学舎の 35年

共働学舎の35年

1974年春 「自労自活」をモットーに長野県で信州共働学舎が始まる.
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2009年現在 全国で 5箇所、 130人余りが共働学舎のメンバーとして在籍してい

る。

半数以上の 68名が新得のメンパーで、約日 8haの農地を使用し、酪
段、チーズ製造、有機野菜生産、 工芸等を行っている。売り上げは 1

億 B千万円に達し、必要な経'I:'tはほぼ自ら賄えるようになってきた。

代表的なチーズ『さくらJは世界のナ子ユラルチーズの品質に手が届

いTニ.

スライド 1
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共働学舎というのは僕の親父の宮111鳥真一郎が 35年前に始めました。1974年の春に「自労

自活jをモットーに、 長野の信州の共働学舎が始められました。それから 4年後の 1978年に

僕がアメリカから帰ってきまして、北海道の新得111]に入植しました。それは11汀有地を 30ha分

無償で貸してあげようということでした。そして 4番目の農場 として新得農場を開設 しまし

た。

最初、 6人のメンバーで、始めました。この写真のように長野も北海道も非常に冬寒いところ

ですが、 三十数年前に始ま った共働学舎が、 今どうなっているかと言いますと、 全国で5ヶ所

に増えまして、 130人あまりの人たちが共働学舎のメンバーとして在籍しています。そのう

ちの半分の 68名が新得のメンバーで、新得j農場が一番大きくなってしまいました。半分以上

を占めているということになります。

牧場のサイズはどのくらいかと言いますと、 88ha、恐らく来年は 96haになると思います

が、その土地を使いながら酪農、チーズ製造、 有機野菜の栽培、それから工芸、その他を生産 し

ておりまして、総売上は l億 8，000万円ぐらいになってきました。これはどれくらいの規模

かと言いますと、 68名プラス実習生がし、ますが、 70名以上の人たちが毎年使う生活費はほ

とんど自分たちで賄えるようになったということです。

どうしてそうなったかと 言いますと、自分たちが生産しているチーズが、非常に質の高いも

のと評価されて、ヨーロ ツパの世界の山のチーズオリンピックというので金貨をいただいた

かグランプリをいただき、品質が世界レベlレに達したということで非常に売れるようになり

ました。

園田島

間沢共働牢書

スライド2

さて、共働学舎は5ヶ所ありますと言いましたが、 長野の方に 2ヶ所あります。これは立屋

と呼ばれるところでお米を作っています。これは真木部落と言いまして、 歩いて 4kmも山を

登らないといけないというところですが、古い古民家があり 、非常に景色のきれいなところで

す。そこでもお米、野菜を作っています。それから北海道の留萌郡小平|町寧楽というところで

は、日本を飼ってソーセージや卵などを生産しています。東京にもありまして、小さなワークシ

ョップですけれども、クッキーを焼し、ています。ここでは年をとった方たちもボランティアと

して来てくださり、それから女性たちが通ってク ッキーを焼いているというワークショッ プ

を持っています。新得の方は4番目でして、牛を飼い、そして主にチーズ、を作っている。こうい

った北海道と長野県、東京に散らばっていますけれども、連携を持ちながら活動をしていると

いうことになります。
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集まってきた人は

自閉症、痴扇、弱視.統合失調症.操司宮、引きこもり. L D，アスペルガー症、ホルモン異常症、
サリドマイド症候群、舞踏病、ホームレス、弱視、 DV怠ど社会適応の難しかった綿々な図鑑を
首負った人たち.

彼等は社会が解決できない問題を伝えに来てくれた『メジセンジャーJ0 

そのほかにチーズ、有機農業、共同生活、などを体験したい人などゆっ〈りした生活をしつつ、
生産を挙げ自立を目指すことに興味のある人たち.

3 
スライド3

集まってきている人たちはどういった人たちがいるかと言いますと、いろいろな困難を抱

えている人たちがいます。自閉症、てんかん、弱制、統合失調症、牒うつ、引きこもり、 LD=学

習障害、アスペルガー症、ホjレモン異常症、サリドマイド・・・し、とまがないくらいあるんですが。

それから舞踏病、これも難しいで、すね。それからホームレスをやっていた人たち、それからド

メスティック・バイオレンスなどの問題に巻き込まれてしまった人たち。こういった社会の中

にうまく適応できなかった、そして困難を背負った人たちが集まってきます。

4 
スライド4

困難を持ってくるから大変だと思うのは当然なんですが、僕は逆に、この人たちは社会が解

決できなかった問題を伝えにきてくれた「メッセンジャーjだととらえることにしています。

ということは、もしかして僕たちが彼らと一緒に生活して問題を解決できたら、これはものす

ごく社会に対して、逆にお返しするものがあるだろうと考えるわけです。

そうすると、そういうことに興味がある人たち、それから共同生活、有機農業、チーズ作りな

どをゆっくりなタイプの生活を してみたいという人たちも集まってきます。みんなで一生懸

命仕事をして、充実した生活を 11指そうというふうに集まってきた人たちが、たくさん数十人

いるということになります。

本当にいろんな人たちがいろんな仕事をしています。でもこういった人たちが、どうやって

まとまった牧場の生活、生産を一|二げているかというと、紡~1'IJ意外なことがあります。
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共働学舎の法的枠組みは

1974年から 2006年までは任意団体として寄付を募りながら維持してきた。

2006年にNPO法人絡を取得。

新得農場

1981年から捜本組合法人を取得‘生産法人として活動.

2006年NPO法人取得時I~、生産力が大き く 寄付の金額と収益車業の収入が大吉 (N P O
法人に組み入れて しまうとバランスを崩すとの指繍を受ける.そ二で、生産法人と NPO法人
が並立させ、 両法人間で労働委託契約を結び、 事業を行っている。

共働学舎新得農場

瞳象111組 業務餐託費

..~匹組合法人 一陣労働市場

5 
スライド5

その前に、法的な枠組みはどうなっているかということをご説明しておきたいと思います。

1978年からいろんな障害を持っている人たちを受け入れているということは、社会福祉法

の枠に入らないものですから、ずっと任意団体として寄付を集めながらやってきました。た

だ、 国税庁からの指摘があり 、税金の問題があるじゃないかということで、NPO法人にせざ

るを得ないということで、 2006年に NPO法人格を取得しました。ただ新得農場だけは町有

地を使うということから、 198 1 年ですから 3~4 年目からですか、農事組合法人格を取って、

生産法人と して活動してきています。

そして 2006年に共働学舎全体がNPO法人になった時点で、問題が起きました。既に新得

の方で生産法人として生産していた収益事業が、全体として大きすぎると。寄付と収益事業が

半分半分くらいが NPOとして適切ですよというお話から、バランスを崩すという指摘を受け

まして、生産法人を外してくださいということになりました。そうすると新得町の一つの牧場

の中に二つの法人があることになります。片方は生産法人として農事組合法人があり、もう片

方は NPO法人としての共働学舎の役目を担っている。組織として二つに分かれてしまう。で

はこれをどうやってつなげょうかということで、労働委託契約というのをし、 労働提供をして

業務委託費という形でお金を入れているという、こういう面倒くさい仕組みを考え出しまし

た。今はこれで成り立っています。ただし、 一生懸命みんなが働いた生産法人の収益は、 プライ

ベートのカンパニーと同じように税金がかかってきます。そうすると働いている本人たちは、

何とも釈然としないという形で、 一生懸命やっても自分たちの生活がよくならないじゃない

かというふうに思えてしまう仕組みなんです。これをどうにかして解決したいなと思ってい

ます。
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2.ゆっくりな人たちの関された能力、可能性を引き出す
自主性を全面的に認める

ゆっくりな人たちの臆された能力、可能性を引き出す

自主性を全面的に認める

毎日朝食後にミーティングを行い『今日 ・をやりますJと自己宣言するa

片方では動物の飼やり.搾乳、畑の管理等、仕事は毎日あることは皆判手ているので.自分の

できることを自分で探し.皆、 ト をやりますJと宣言し、主体的に「仕事Jを提えるよう
にしている.この仕組みで本人たちにはストレスは最小限となり、自己決定力がつ<.

6 
スライド6

さて、そのゆっくりな人たちと一緒に生活して、何でそんなにうまくいけるようになった

の?というところに、いろいろな仕組みがあります。

まず、いろんな悩みを持ってきている人。それに、「あなたは今|二|何をやるんですか ?Jとい

うふうに聞きます。戸惑います。朝食のミ ーテイングの後に、全部自分で今日は仕事を何をす

る、もしくは休む、病院に行くということを自己申告します。そうすると、片方ではやらなきゃ

いけないことがたくさんあるわけで、すね。だけど全部自己申告でいくということは、自分たち

で、仕事を どうやろうかと 自主的に考えなき ゃいけないというチャンスを作ります。そうして

いくことによって、自分は言った ことはやる、というふうにすると、当人たちのス トレスとい

うのは最小限になるんですね。そうすると言った ことはやるようになります。それをきちっと

評価をして、組み合わせて、牧場全体が動いているという形になります。

これで訓練されるのは、向分でものを考えて決定していく力、自己決定力がついていきま

す。そうするといかに自分の人生を生きていこうかと考えるようになります。これがその風景

です。毎朝、朝食の後に何をやりますというふうに聞いています。そうする と「仕事をやりま

すJと、いろんなことを言います。

E雪量

スライド7

75・



これは僕の トレードマークで、これはそばを刈ってるところですね。豚を飼っている人もい

ます。それから搾乳をしている人もいます。建築をやるグループもあります。

8 
スライド8

そして、働くことだけではなくて、ワークショップと言っていますけれども、音楽で治療効

果があるのではないかといって、うちの娘がやっています。それから これはシュタイナーのに

じみ絵と言いますけど、色を使った表現をすることで、 心の中に秘められている感情が色で出

てきます。そうすることによって自分自身で、気がつかなかったいろんな悩みが外に出てくる。

これが日;者の生活の中にあって、自分がこれをやりたいと、全部選べるよう になっています。

しかし、第一次的な活動だけではなくて、それを何に結びつけるか。生産品を加工して商品

までもっていきたい。例えば豚というのは、チーズ、を作ったときのホエーで育てているんです

が、自分たちの食事に出てきます。それからミルクを搾ったら、チーズという商品にまで仕上

げます。

9 
スライド9

それからこれは家。自分たちが必要な、障害者年金をもらっている人たちが出資してつくっ

た共同住宅なんですが、彼らのケア、それから介護まで含めたことを考えた寮、共同住宅とし

てつくっていきます。そして治療で始まったもの、これはフェノレ トボードを作っているんです

が、これは統合失調症の方ですが、それを訓練だけではなくて、 最終的な携帯のス トラップと

言うんですか、商品にまで仕上げます。そして自分たちのお屈で、売っていくということをしま

す。
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10 
スライド 10

それからこれはサリドマイドの手のなしリ 君ですが、足でカー ドをかけたもの。それを引き

こもりだった K君が糸を紡いで織物に仕上げます。そしてそれがこのようなバッグに仕上が

っていって、デザイナーの方がすばらしいデザインに仕上げてくださいます。これ、 3万円ち

ょっとで売れるっていうんで、すね。び、っくりしますよね。ここまで、仕上げていくと、収入は倍

増するということになります。

11 
スライド 11

このそばは、製麺だけは頼んでいるんですが、自分たちで、製品にまでもっていきます。また、

小麦も作ってパンまで焼いている。そういう工夫をしています。
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またはこういったニンジンですとかジャガイモですとか、収穫物があります。これはニンニ

クですね。トマトにカラシかな、それからチーズ。こういったものを、協力してくださる方たち

に四季のあじわい使として送ります。こういうサービスを作ることで、収入が直に入ってくる

という工夫をしています。ミンタルというカフェを作りまして、直に売ること、カフェで出す

ということもしています。

可能性を引き出す環境要索、 「生きている場Jは人も微生物も閉じ

エネルギー (気)が流れる場を作ることで人も微生物も活かすことができる.
・自然素材を使った住宅、牛舎、生産施段、チーズ工房、黙成康
・炭を埋める妓術で室内空気の清浄化、畑の治水、生産向上
自然の仕組みを活かしたBiodynamic~ 微生物雌;去、野菜、粗飼料生産

ー炭 ・セラミ ツヴを使った浄水縫で飲用水、加工水を改善、微生物コントロール
ー微生物 ・炭の効果で畜舎の消臭、ハエの駆除.微生物コントロール
*自信傾向の人の気分を、陽を当てることで改善させる建物の構造

スライド 13

そういった人たちが仕事をするのですが、僕ら独特の方法として、 一つは自然素材で住宅、

牛舎、いろんな施設をつくっていくということ。熟成庫なんかも自然の石を持ってきて。建築

法ではなかなか許可されないんですが、地下に熟成庫をつくってチーズの管理をしやすいも

のを自分たちでつくる。それから、自然素材ーで、作っていると牛たちも非常にリラックスしてい

て、ス トレスをかけないようにしている。そのためには下に炭を埋めています。これがだんだ

ん怪しい世界になってくるんですが、後で関心があれば、ちゃんと物理的に説明いたします。

それから農業の方では、有機農業をやろうということで、僕らは家畜を持っているんで、そ

の糞尿をきちっとした土に戻していく仕組みを持っているバイオダイナミックの方法を取り

入れて、これはドニ・ピリオさんと言いますが、九州から教えにきてくださいます。

そういったものを組み合わせて、そして自分たちの生活の環境が非常に住みやすいような、

みんなが力を出しやすいような環境を作っていくということを考えています。
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3. '70年代に起こったこと

‘70年代に起こったこと

-イタリア・トリエステでのバザーリア医師が精神病棟を開放

・米国・ウイスコンシン州マディソン市の市民がボランティアで P

TSDの若者をケアーするオープンな仕組みを作り、マディソンモ
デルとなる。

※注目されているオープンケアーの社会システムは‘ 70年代に芽

が出てきている。 14
スライド 14

これは地球がグノレグノレ回っていますが、何を言いたいかと言うと、共働学舎が始まったのは

70年代で した。同じ頃にイタリアのトリエステではバザーリア医師が精神病棟を開放し、そ

れがひいてはソーシヤノレ・フ ァームの仕組みにいくという、社会的な影響を持っていました。

僕はちょうど 1970年代にアメ リカに4年間行っていたんですが、ワィス コンシン州にいま

した。そうしたらベトナム戦争を終わった若者たちが PTSD、戦争後遺症になって、社会に復

帰できない。病院にも入れない。街にあふれでしまっていた。それをボランティアの方たちが

ケアをするシステムを作っていった。それがマディソンモデルと呼ばれて、非常に今、高く評

価されています。こういった種は 70年代にあったんですね。

共働学舎も、 70年代に始まっているんだけれども、日本の社会の中のシステムとしてきち

っと作用 しているかというと、そうはなっていないんで、すね。そこでやっぱり、いいシステム

だと思えば思うほど、この日本の社会の中にきちっとはまる枠組みが欲しいなというふうに

考えています。

4.共働学舎が進むべき方向は?

共働学舎が進むべき方向はつ

共働学舎を必要としている人々と共に、自立した生，舌を可能にするビジネスモデルを包含した

仕組み作り。
自立心を待つ事で、ケア一 介鐙の必要を最小限に.
共同生活をすることでお互いの状態を認織しやすい.
しかし.いつかは必要になるケアーの仕組みを地域社会と協力して (有料)ボランティ 7など

を活用し作る必要がある。

共働学舎新得農場 ソーシャルファームの費量

ー値"・‘司... 
-.，..・附渇

ソーシャルファームの枠組みに、現在の新得共働学舎の仕組みはしっ くり収
まるのではないだろうかI?

15 
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僕ら共働学舎がどうやったらいいのだろう、どういう方向にいけばいいんだと 。共働学舎を

必要としている人たちはどんどん増えています。引きこもりの人も増えていますし、いろんな
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方々がどんどん入ってくる。でもそういう人たちに、今お話ししたようにビジネスのモデルを

用いた生活の仕組み、生産の仕組みをぜひ作っていこうと。そして自立心を養っていきたい。

自立心を持てると、だんだん体が動かなくなってきても、介護やケアの必要性は最小限に抑え

られるだろうと思っています。

そして共同生活をすることで、お互いにいつもケアできますから、何が必要かということは

わかってくる。認識しやすいということがあります。しかし、いつかはケアが必要になる。障害

を持っていれば老化が早いので、ケアを必要としてくる時間は来ると思います。もう既に来て

いるかなと思います。 そのときに、 I~I 分たちだけで背負うのだとなったら、 とてもじゃないけ
ど背負いきれないこともわかっています。ですから地域の有料のボランティア、何かわかりま

せんが、協力をして、地域としてその人たちが安心して生活していけるシステムを作れないか

なと模索をしているところです。

ぜひ必要なのは何かという と、先ほど出した、生産法人と NPOとが分断されていて、 契約

でお金をやりとりしている。この仕組みを、 ドイツのモデルから引用させていただいたんで

すが、ソーシヤノレ・ファームでくくると、 一つの組織になると、その収益事業でやった収爺が、

我々の生活に使えるという仕組みになります。イギリスもすばらしいなと思ったんですね。ノ

ンプロフィットは税金がかからない。うらやましいなと。それから消費税が半分以下。これは

うらやましい。ぜひそういうふうになれば、 僕らももう少しいい生活ができるかなと思います

が、ぜひそういうふうな仕組みが日本の社会でも可能になるようになったらいいなと思って

います。

そういうふうに見ると、今僕たちが手さぐりで作ってきた共働学舎のシステムは、もしかし

たらソーシャノレ・ファームにはまってくるかなと考えています。

本当はこの後にやりたかったものがあります。ソーシヤノレ・ファームで作ったものがわかる

ようにロゴマークを作ろうという話があったんですが、今日はちょっと入れられなかったん

ですが、何か協倒してこの考え方を社会に広げていって、 I~I 分たちが作ったものが賀って いた

だける、その買うという行為そのものが社会の、負担を抱えている人たちのサポー トになると

いうシステムを作っていけたらなというふうに考えています。

16 
スライド 16

これは僕のチーズの熟成庫に行くところなんですが、 |暗い過去を持っていた人聞は多いん

ですが、協力をしてものづくりをすることで道が見えてきて、光が見えてきた。これは振り向

いてふっと撮った写真なんですが、非常にいい構図なので、ずっ と使っています。光が見えてき

たなという感じがするので、ぜひこれが、なお照らす大きな光になっていったらいいなと思っ

ています。ご清聴ありがとうございます。
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話題提供2rたんぽぽにおけるインクルーシブな雇用の実現j

桑山和予

NPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽ会長

講演要旨

たんぽぽは、昭和62年に、飯能市の中央公民館が主催した『婦人講座』を終了した講座生た

ちと、私も講師として携わったのが縁で設立されました。当時のキーワードは、「男女平等Jf女

性の社会参加Jr高齢化社会Jrヘルパーさん 10万人J。やはり 23年の年月を感じます。当初

は、 30代""'60代の主婦、子育てのために仕事を止めた人、育児中の者、自営業や非常勤講師

の男性、女性の社会参加に目覚めた人たち等。今振り返ってみると、まさにソーシャルインク

ルージョンの先，駆けた、ったように思います。現在では、介護保険事業所を中心として年商 4億

を超えるまでになりました。

理念として人材の育成があります。たんぽぽでヘルパー研修を組み、会員に2級の資格を取

得して働く。さらに3年たって介護福祉士を取得し、さらには5年たってケアマネージャー受

験へと。多くの人が子育てをしながら、自分が働ける範囲内で、また一人親家庭であっても育

児と両立させながら、資格を積み重ねてpく。また中途退職者の男性も介護に自分の適性を見

出し成長してl)く。定年退職者が運転の技術を介護の世界で活かしている。また 60代であっ

ても子育ての支援者として働いている。知的障害者であっても介護施設の掃除を担ったりと、

ふと振り返ってみると、今までアンペイドワークの障害者や特に主婦たちが、特性を生かして

賃金を得ていったことは、まさに、たんぽぽはソーシャルファームからスタートしたといって

も過言ではない、と改めて分析している所です。

介護から農業へ本格的なソーシヤルファームへの旅立ち

人聞が生活していく中で、喜び、ふれあう、この感動はそれは介護も農業も命が根源にある

からです。そこでたんぽぽはソーシャルファームの中で農業分野に進出しました。

障害者がいきいきと働く

ソーシャルファームに意欲を燃やした理由は、飯能市から平成 19年に障害者就労支援セ

ンターを受託したことにあります。登録者は近頃増え 67名。その中で就労者は25名、多く

は面接に行っても不採用。障害者からリストラされているのも事実です。また、採用されても

職場に馴染めず止める人も多くいます。そこで私は働く場を創出しよう、同じ働くのなら地域

の中で評価されやすい農業が良いと思ったのです。農業は一人でやるのは、孤独な作業です

が、みんなでやれば喜びもつらいときも気持ちが分かち合えると思いました。予想通り障害者

が畑で作業していると、周りの地域住民から「よく育ったねJr暑いのに大変だね」と自然に声

がかかってきました。畑に出ると、太陽や風のそよぎが大地を潤し、植物が循環して出来た有

機肥料がエネルギーとなって作物や人間の心までも豊かにしてくれます。まさに畑はバリア

の無い地域のサロンと化してきました。この頃から障害者の顔が生き生きと輝き、自分から仕

事を探して段取りができるようになりました。時間や期限に追われず自分のペースで出来る

ようになり、高齢者と一緒になって仕事をしているうちに、作業もはかどるようになってきて

います。
障害者雇用4名(1名は実習訓練)、高齢者雇用6名、中途退職者 1名

今農閑期、葉を落とした木々たちの落ち葉を拾い集めて、堆肥づくりに勤しんでいます。春

には新しい命が生まれ作物が育っていきます。“命が循環する"それがたんぽぽの理念です。
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講演

ただいまご紹介いただきました埼玉県の飯能市からやってまいりました、 桑山和子と申し

ます。

特定非営利活動法人

ぬくもり福祉会たんぽぽ

~ソーシャルファーム実践報告~

平成22年

スライド 1

「今、 命を守りたい、 生まれてくる命をJ。皆さんどこかで聞いた言葉ですね。最近、総理大臣

が施政演説で、おっしゃっていました。このフレーズのあとを私が続けます。「消えていくお年

寄 りの命を次の世代に伝えていきたい、 一粒の種を育て、また種に戻ってくる命を、介護とい

う人間の命を農業へ、そして生きる命をj。今私は、地域の皆さんと 一緒に命のキャッチボーlレ

をしているとこ ろです。

飯能市の概要

森林文化都市

~面積の70%が森林

人口
高齢化率

約 8万3，000人
21.2% 

(全国平問 22.1% H20.10) 

池袋より電車で 40~50分

古くは林業(西川材)、養蚕で栄えました~

スライド2

これは、 飯能市の概要でございます。日本と同じ、 111が7割、そ して高齢化率が 21%という

ヰ通の都市でござし 3ます。人口 8万 3.000人、池袋から 40~ 50分のところで、今たんぽぽ

は介護と、去年の新しい事業として農業を始めているところでございます。
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話題提供2 rたんぽぽにおけるインクルーシブな雇用の実現J

スライド3

これはぬくもり福祉会本部と、グループホームが入っている木造の素敵な建物でございま

す。
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たんぽぽの事業は NPOでやっておりますが、 今年は4億 2，000万円を超えるのではない

かというところで、今考えているところでございます。

[1幽晶一一一.- I 

⑨ 
画面三ζ〕

仔万示王瓦iまぽ l 
lた刷ま1ま訪問升捜事業所 i
|デイサービスぬくちりの館 l

lデイサービス 回国倶楽部 j

グループ市一ι
メゾネットたんぽぽ

訪問習!Iステージョン

たんlまほ

雨前日包i詰i量センヲーあすま町 l

|飯能市ファミリーサ市ートセンター l

飯能市鶴害者就労支援センヲー JOB 
5 

スライド 5
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たくさんの事業の中でグループホームと 、それからデイサービスが2ヶ所あるということ

をちょ っと頭の中に入れていただければと思います。あとは配食サービスなどもあります。

( たんぽぽの歩み

公民館活動からのスタート

困った時はお互いさま

1999年埼玉県第一号のNPO法人取得

現在は、助け合い事業

介護保険事業

障害福祉事業

飯能市からの受託事業等

11聞ゆ| 気がつくと、ソーシャルファームを実践していましたj。
スライド6

スライド7

たんぽぽは、 今から 23年前に困ったときはお互いきま、ということで公民館の活動から出

発し、たしました。埼玉県の第 l号の NPOを取得いたしました。そして困ったときはお互いき

まの助け合い事業、介護保険事業、障害者の福祉事業、そして飯能市からの受託事業をやって

います。
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話題提供2 rたんぽぽにおけるインクルーシブな雇用の実現J

介護から農業ヘ本格的なソーシヤルファームへの旅立ち

気がつくとソーシヤル ・ファームを実践していました。「気がつく と」シリーズをちょ っと

申し上げます。

職員の主な有資格
(H21.12現在)

-主任ケアマネージャー

.ケアマネージャー

・介護福祉士

-社会福祉士

3名

22名

37名

4名

8 
スライド8

職員の主な有資格者でござし、ます。主任ケアマネージャーが3名、ケアマネージャーが 22

名、介護福祉士が、今日も試験がございますね、たんぽぽからも何名か受かるといいんですが、

37名、そして社会福祉士が4名というところでございます。

職員の高齢化率

23% 

司 [ 気がつくと、 23%の高齢者を雇用していました

21年12月1日現在・全職員数 176人

常勤 非常勤 費録

70歳以上 1 フ 5 

65歳~ 2 12 14 

70歳未満

計

13 

28 

9 
スライド9

次の I気がつくとJシリ ーズのところで、職員の高齢化率のところでございます。若い人がお

ります。20代の人たちも大勢いますが、要するに高齢になっても働きたい、あるいは働きに

くくなった人たちも気がつくと 23%というところで、しっかりと力になっていただいており

ます。
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子育て中の母子家庭職員数

全体の 5. 70;も

今( 気がつくと、職員の5.7%が母子家庭の母親でした

平成21年12月1日現在・全職員数 176人

非常勤 その児童数

3 17 

10 
スライド 10

次の「気がつくと J というところでごさ、、~)ます。子育て中の母親、母子家庭の皆様方が全体の

5.7%というところでござし、ます。17名のお子さんたちも、私どもの仕事の中から一生懸命

子育てをしています。

たんぽぽの障害者雇用率

5. 650;色

(法定雇用率 1.8%)

コ ( 気がつくと、 5.65%の障害者を雇用していました

平成21年12月1日現在

11 
スライド 11

たんぽぽの障害者雇用率が気がついてみると、なんと 5.6%の雇用率だということも誇れ

ます。
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話題提供2 iたんぽぽにおけるインクルーシブな雇用の実現J

障害者がいきいきと働く

介護から農業へ

たんぽぽ命の旅が始まる

農業への進出

12 
スライド 12

今までは介護を通 した福祉文化から農業文化へと、命の文化が育ってし、く、また新しく介護

から農業へということで、たんぽぽの命の旅が始まるところでござし Eます。農業へ進出してい

きました。

農業への進出

-障害者就労支援センターから学んだこと

. i動きにくい人たちの職場づくり

-地域との連携

・行政との連携

.学校との連携

s 
無農薬の野菜栽培への挑戦 ) 

スライド 13

飯能市から障害者就労支援センターを受託したとこ ろで、 学んだことがございます。皆様方

が雇用がなかなかできない、また会社に面接に行っても落ちてくる。どうしょうか。みんない

いところがあるんだから、じゃ、 自分たちで、私たちで職場を作っていこう、これも一つの理念

でした。それから 23年間やっている中で、地域の皆様方から愛されているという実感もあり

ました。これも農業への始まりです。それから今日も、崎玉県の福祉政策課の副課長さんや皆

様が応援に来ていただいております。行政との協働というところ、学校との連携、こういった

ところも大きな弾みとなって、 111lj農薬の野菜栽培へと、たんぽぽは挑戦へ燃え続けていきまし

た。

では、働いている人たちの様子をご紹介いたします。

〔音楽〕
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以上のスライドの中から、皆様方、何かお考えいただけたでしょうか。視聴覚の障害をお持

ちの方々には絵がわからなかったと思います。申し訳ございませんでした。今、障害をお持ち

の方々が一生懸命知lを刺して、いろんな困難と戦いながらやっているという風景を映し出し

ていたところでござし 1ます。

売上目標

[i見込み) 2009年 30......40万円

工1
今後の計画(上方修正)

2010年 400万円=争 586万円

(::!::O円)

2011年 570万円=今 650万円

(黒字化)

2012年 670万円=争 700万円

スライド 14

そしていよいよ課題です。咋年の春からやってきたのですが、売上目標のところが一番問題

です。今年はまだ作物が育っておりませんでしたから、職員や皆さんに買っていただいたので

30 万~ 4-0万円。ところが 580万円にしないとなかなか雇用ができないというところもござ

います。

さらに

モデル事業の実績からの収穫増・販売増戦略

|穀蹄蛾酪 l
病害虫・イノシシ等対策、品種の選定、

土壌管理、混度管理、水分管理

l販売戦略 !

直販体制の整備及び販路の拡大

l人 材 戦 略 l
即実践力となる高齢者の活躍

15 
スライド 15

そのためにどうしょうかというところで、ただここで畑のところだけは地域の皆さんが

一生懸命、障害をお持ちの方々も一生懸命やっている姿を見て、たんぽぽさん、使ってくれな

い? 私は今まで働いていたんだけど高齢になっちゃったので、 今度バトンタッチでお願い

しますなどと、いろんな方から声がかかりました。
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話題提供2 rたんぽぽにおけるインクルーシブな雇用の実現 j

耕作面積(H22.1)

-現在の耕作面積 13，0001TI (3，900坪)

耕作地 10ヶ所

工工
-今後の計画(大幅上方修正)

耕作面積 2009 15，000 ITI (4，500坪)

2010 5，0001TI=争 20，0001TI(6，000坪)

2011 6，6001TI=争 23，0001TI(7，000坪)

2012 9，900所持 25，000ITI (7，600坪)

16 
スライド 16

ここに書いてある数字以上のものが、 1万 8，000平米ぐらいの畑が今、お借りしていると

ころでござし、ます。

• 栽培戦略

=今無農薬栽培への挑戦
(今年度実証)

-販売戦略
=今販路の開拓

自然食品の庖

レストラン

-直売所等

17 
スライド 17

18 
スライド 18
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あとは、栽培戦111告として、知農業野菜で、やっていこうというところで今、お応、レストラン、

自然食品とか、こういったところと提携しながらやっていこうと、 一生懸命、販売、加工な どを

したりもしているところです。

はじめての移動販売 H21.12.2句9
スライド 19

これは新しい住宅地のところで、移動販売したところの写真です。暮れに行きま したら、

2万円ぐらいの売り上げがございました。

たんぽぽ直売所:H22秋予定o
スライド 20

このたんぽぽ直売所も今、考えているところでございます。今年度オープンできたらいいな

と思っているところです。
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話題提供2 rたんぽぽにおけるインクルーシブな雇用の実現J

ハローワークで、求人したところ

-経営戦略? →工学博士

・商品開発? →探究心のある工夫好き

な主婦

・広告宣伝? →元広告会社勤務

.障害者に理解のある農作業好きな方

・工夫をした野菜栽培、無農薬栽措を実践し

ている方

等々

21 
スライド 21

そして人材戦111告です。この事業に厚生労働省から本年度だけ補助事業をいただきまして、炭

谷先生、皆さんにお力を得たところで今、募集しましたところ、こんなような方々が応募して

くださったりもして、一生懸命やろうとしてくださっています。

-高齢者・障害者等の雇用・実習訓練(H22.1)

高齢者 6名(期間限定)

障害者 3名

40代の早期離職者 1名

* アスペルガ一等の引きこもり障害者の

家族より問い合わせ多数あり

ヮ引

スライド 22

今は6名の高齢者の方、それから障害者の方が l名増え まして 3名、そ して早期リタイアの

方とか、障害をお持ちの方が随H寺入ってきています。そしてソーシヤノレ ・ファームとしてのた

んぽぽの一つの理念といたしまして、社会性、革新性、 事業性というところで、本年度はまだし

めてみないとわからないんですが、ここのところがこれからの大きな難問だと思し、ます。

重点項目 としまして、いろいろな問題がございます。まず先ほど申し上げたところで、私ど

もは介護を 10年やっており ますので、一日の食材を食べる方が、大体デイサービス、グルー

プホームの配食も交えますと 150食くらいになるのではないかということで、まず消費を考

えていきながらということです。地域の皆様にも 協力していただこうと 。この辺はまた宮崎さ

んにも教えていただけたらと思っているところです。
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H22年度の課題

(社会性)高齢者が働いて活躍できる場の創出
障害者の働ける場の創出 。
地域に安全安心野菜を供給

ソーシャルファームの実践

(革新性)C02削減農業 。
無農薬栽培への挑戦

写望大な課題〕
(事業性)収益の確保 会

スライド 23

一番の大変なところは、 これからどのようにして雇用していったらいいか。しっかりと賃金

が払えるようなソーシヤ jレ・ファームに育っていくということだと思います。介護の事業の方

では、しっかりとやっているのですが、どの辺で投資して、ファームだけで独立できるかとい

う問題もございます。また、新しく直営盾としてレス トラ ンなどもオープンしながら、また障

害をお持ちの皆様方にも協力していただけたらなと思っているところでござし Eます。

ありがとうございました。
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パネルデイスカツション

パネルデイスカッション
『日本におけるインクルーシブな雇用の実現j

コーデイネータ:

寺島彰 (浦和大学総合福祉学部教授)

パネリスト:

宮嶋 望 (農事組合法人共働学舎新得農場代表 NPO共働学舎副理事長)
桑山 和子 (NPO法人ぬくもり福祉会たんぽぽ会長)
上野 容子(東京家政大学文学部教授)

炭谷 茂 (社会福祉法人恩賜財団済生会理事長、ソーシヤルファームジャパン理事長)

ゲーロルド・シユワルツ (MDG.F(国連ミレ二アム開発目標達成のための墓金)とセルビア政府に
よる共同プログラムコーテφイネータ)

フィリーダ・パービス (リンクス・ジャパン会長)

デビッド・パー力一 (ホワイ卜ボックス・デジタル社創設者)

寺島:それではたた、いまからパネルデイスカッションを開始させていたた、きます。このパネ

ルデイスカッションのテーマですが、少し絞らせていただきまして、今朝ほど炭谷先生の方か

らインクルーシブな雇用の実現ということで、今後ソーシャルファームジャパンが発展して

いくためのポイントを指摘していただきましたけれども、このパネルデイスカッションでは

ソーシャル・ファームを日本で 2，000ヶ所創設していくために、どのような課題があるかと

いうことと、それに対してどんな解決法があるのかということを炭谷先生の資料などを参考

にさせていただきながら、課題と解決方法について、先達であります外国の方々からのコメン

トや日本の経験に対して経験者からコメントをいただくという形にしたいと思います。

ご質問につきましでも、そういうテーマで主にご発言をお願いいたします。具体的に言いま

すと、商品・サービスの開発のようなことでありますとか、マネジメントのことでありますと

か、経営資金の確保、財源の問題、そういったところに絞って検討させていただきたいと思、っ

ております。ご質問は 1人 1回 1問ということでお願いします。それから質問の時間は 1分以

内にお願いいたします。どうぞお手をお挙げください。午前中の講演や午後のご講演に対して

何かご質問があればどうぞお願いいたします。

会場:炭谷先生にお伺いしますが、国の税金はあまりかけない方がいいようなニュアンスで

お話をされていたんですが、先ほどのドイツの事例を聞きますと、新規設備事業、事業拡大な

どで、 2万人の障害者に 3億 4.200万ユーロという固からかなりの支援を受けています。私

は沖縄でA型に近い就労事業をしている。 30人の主に精神障害の方が働いていているんで

すが、経営的にとっても苦労しています。大げさですが私財を投じて、しかも企業のリスクを

背負っているわけです。例えば今、お菓子とかいろいろなものを作っているんですが、もしお

菓子に異物が混入すれば、それで施設がつぶれるかもしれないんです。賠償とかいろんな問題

が起こりますよね。とてもじゃないが、僕らは国の支援がないとやっていけない。特にドイツ

の事例はすばらしいなと思いました。経営資源とかいろんな意味で国の支援を必要としてい

ます。今、我々は最低賃金を払っています。減額申請もしています。最低賃金で雇用して 30人

の主に精神障害の方々を雇用しているんです。もしも何かあった場合は、明日から家族も含め

て路頭に迷うんじゃないかとか、そういう不安の中でいます。どうしても国の支援が必要で

す。特にドイツがうらやましいので、それについて先生、どう思われるか、お願いします。
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炭谷:ご質問ありがとうござし Eました。今のご質問、本当にソーシヤル・ファームの一番の

ポイントをついたご質問た‘ったんじゃないのかなと思います。実はソーシャル・ファームの特

質として私が言ったのは、一つは社会的な目的を擁するということ、そして第二番目にはビジ

ネス的な手法を駆使するということです。その関連で、私は非常に表現を注意して使っていま

す。税金を「あてにはしなしリという言い方をしています。これはどういう意味かというと、社

会福祉をやっている人間は、こういう制度があるから始めようとか、こういう予算措置ができ

たから始めようという発想をします。しかしこのソーシヤル・ファームのスピリットというの

はそうではなくて、あえて歯を食いしぼって、まず独力でやってみようと。これをビジネス的

手法でやってみようというところに本質があるわけです。でも、今お話ししていただいたよう

に、実際は非常に難しいと思います。経営的に大変難しい。ですからその難しい部分は、やはり

公的な支援があれば、それはそれで大変ありがたい。しかし精神としてはそういうものに依存

すると、これは持続可能的な発展はしませんし、また、ソーシャル・ファームの精神というのは

独力で自分たちで築いていこうというところに精神があるわけですから、それでも矛盾をし

てしまうというところです。

ただ、そうは言っても、当初の立ち上がりは大変苦しいんですね。ですから、例えばドイツの

方式も、シュワルツさんがご説明されたように、ずっと支援されるわけではなくて、立ち上が

りの3年間を 80%、60%、40%という形で、そのうちに一人立ちしてくださいといううま

し、誘導の仕方。一つは参考になると思います。

これからこの中でもソーシャル・ファームを立ち上げたいという人はいらっしゃると思う

んですけれども、やはり正直に言えば、何とか財政的な援助がどこかにないかなといって探し

てみる。それが一つのきっかけにはなると思っています。ヨーロッパにはたくさんソーシャ

ル・ファームがありますけれども、ドイツが一番手厚いんですね。ドイツほど手厚い支援をし

ているところはあまり聞きません。イタリアは財政援助ではなくて入札制度等において有利

に取り扱う。イギリスでもそういう手厚い財政援助は行われなくて、いわば情報提供や研修と

pう形で支援するというやり方をとっている。これは、いわばソーシャル・ファームの特質か

ら来るものではないのかなと思います。その分の折り合いをどうするか。ソーシャル・ファー

ムを進める上で一番難しいというか、一番のポイントだろうと d思っております。

寺島:どうもありがとうございました。よろしいでしょうか?

会場:今後、ソーシャルファームジャパンとしてとして政府に支援を要請するつもり方針

はおありですか? ソーシャル・ファームを立ち上げる人たちの生活とか、いろんな意味で守

られないと、とてもじゃないけど普及しないと思います。個人の犠牲が伴うような福祉とか、

あり得ないと思います。ソーシャル・ファームとして支援をどういう形で要求していかれるの

か、お聞きしたいと思います。

炭谷:県や市のレベルでは、大変だろうから、例えば滋賀県とか大阪の箕面市とか、そういう

ところは国に先立つて財政措置を長年とってくれています。そういうところはうまく育って

いるのは事実です。ですからそれを全国的に広めるためには、いろいろな財政支援措置があっ

たらありがたい。ただし、これは非常に難しいところで、それに依存しきるとソーシャル・ファ

ームとしては難しいところですから、兼ね合いが難しいんですね。ですから、先ほどもシュワ

ルツさんのお話にもありましたように、諸外国の経験例も参考になると思います。そういうも

のも踏まえながら、みんなと一緒に検討していって、必要に応じて制度を作ってくれと言って

ロビー活動をやるということも、これからの検討の課題じゃないかなと思います。

・94



パネルデイスカッシヨン

寺島:ゲーロルドさん、アドバイスはありませんでしょうか?

シュワルツ:炭谷先生がおっしゃったことに対する追加ですけれども、政府に対して支援を

求めるというのは、ドイツでもいろんな議論がありました。一方において、私もそうでしたけ

れども、たくさんの人たちがリスクをとらなければならない。投資をしてもらうというのは非

常に難しいですよね、リスクを伴いますので。したがって政府は支援をすることもできますよ

ということになったわけで、ある意味で、はそれは非常によかったので、すが、その一方で政府が

恒久的に資金を出してくれると、制度に依存してしまうということがあります。 20年くらい

の議論が実は行われてきたんですけれども、その中で、いわゆるシェルタード・ワークショッ

プと言いますか、福祉工場とか、そういうような経験と同じようなことにならないように、そ

の一方でソーシャル・ファームを始めたいという人たちが支援を受けられるように、いかにバ

ランスをとるかということが非常に難しいところだったんです。

そこで最終的にはスタートアップとして最初の数年間はサポートする、数年たったら自立

をして、大体のところですけれども、独自の収入で運営をしていってくださいということにな

りました。ドイツにおいては、例えばすべてのソーシャル・ファームに対して、突然明日から支

援が来ませんよということになりますと、例えば 100人の人が働いていたとしたら 5人は辞

めていただく、あるいはトレーニングができなくなるというようなこともあり得る。しかしな

がらビジネスのコアの部分は危険が迫らないようにしようということも考えられているわけ

です。ですから長期的に見ていくということが必要だと考えています。

それからもう一つ申し上げたいのは、ソーシャル・ファームをスタートするというのはリス

クが伴います。これはどんなビジネスでもそうだと思います。いろんな人に会いましたし、い

ろんな状況も見てきました。個人的にお金を出す、あるいは家族がお金を出す、障害を持って

いる方々の親御さんがお金を出すと。このお金は恐らく企業はうまくいかなくて戻ってはこ

ないだろうというふうに思いながら出してきたというケースも少なくありません。それはソ

ーシャル・ファームのこれまで、の側面の一つだったと思います。政府がこれを救済することは

なかなか難しかったのです。しかしながらそういったリスクをできるだけ小さくするという

努力はされてきました。ただもちろんリスクをゼロにすることはできません。

お菓子を作っておられるとおっしゃいましたけれども、恐らくそれは難しいビジネスです

よね。収益率も少ないと思います。そういう意味では、どのような分野で活動をするかという

ことも問題になると思います。お菓子だったら一体どれくらいの量を作らなければ儲けにつ

ながらないのか、収益につながるのか、そういったようなことも考えなければならないでしょ

う。ですからどんな製品を作っているか、あるいはどんな市場でビジネスをやっていくかとい

うことによって、リスクのレベルも違うと思います。

寺島:ありがとうございました。すごくいいご質問でしたのでパーカーさんにも少し、コメ

ントがありましたらいただけますか?

パーカー:ソーシャル・ファーム、ソーシャル・エンタープライズがイギリスにはたくさん

ありますけれども、一番大きな問題はサービス、そして製品に対する価格設定がきちんとでき

ないということだと思います。いわゆる非営利であるという頭があるわけです。ですからとて

も低価格で提供する。でも実際にそれでビジネスが安定するのかというような問題が出てき

ます。一番大きな問題は、多くのソーシャル・エンタープライズが結局、仕事が続けられなくな
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る。つまり製品の価格設定に失敗して続けられないというようなことがあるわけです。日本に

おいても同じようなことが言えると思います。新しい企業を立ち上げるときには、その製品の

価格設定ということですよね。ただ単にコストとそれ以外の費用を足して計算するというだ

けではなく、やはりきちんとした価格設定を勉強する必要があると思います。

寺島:ありがとうござし、ました。他にも何かご質問は?

会場:東京で社会福祉士として株式会社を起業しております。今のお話はいつも考えさせら

れているところで、私たちは知的障害者のいろんな施設といろんな強みを作って物を売るこ

とによって、しっかり物が売れて最低賃金が保証される仕組みを作っていくために、必死に動

いているところです。その中で、いろんな社会福祉法人と話をするのですが、どうしてもリス

クの部分で、背負いきれないというお話があったりします。販路はどうやって確保するんだと

かいう話があるんですが、それは背負うべき部分なんじゃないのかなということでいつもお

話をしています。というのは、私にしてもその部分をイーブンにするために、私たちの報酬は

成功報酬にしているんですけれども、持ち出しでやっています。そのリスクは背負って必死で

やっています。大きな民間企業も小さな民間企業も、結局のところは、売れなければお金は入

ってこない。だから必死にプランニングをして、強みを作って、いいものを作って、商品の価値

を高めて売っていくことによってお金を入れていくわけです。やっぱりそれは同じ土壌に乗

っていかなければいけないのではないか。今までの社会福祉の専門職がその部分を受け止め

るようになっていかなければ、多分変わらないんじゃないかというふうに思ったりするんで

すね。

最近行ったところでよく思うことなんですけれども、障害者の人と一緒に物を作る、インク

ルーシブな労働環境を作るというよりは、彼らを指導するだけだからという感覚でいること

が多く見られます。それでは結局何も変わらないと思います。やはり行政からいろんな補助金

を受けたり、さまざまな法律の枠組みの中でやることによってお金を確保して、自分たちの給

料は賄われている。でも彼らの授産施設自体は 1万、 2万の工賃しか出せない。それはどうか

なって本当に思います。こんなこと言ったら半数の方はうなずいてくださって、半数の人は何

言ってるんた‘って言われるかもしれませんけど。でも、今ここで本当に変わるべきなのじゃな

L、かなと思いながら、日々、仕事をしています。

例えば炭谷先生にしても、パーカーさんにしても、リスクという部分についてどう考えてい

けばいいかということを、少しお話しいただけたらなと思います。よろしくお願いします。

炭谷:普通の民間企業の企業経営で一番難しいのは、価格づけが一番難しい。それはバーカ

ーさんがおっしゃった点と同じすね。高いものにすれば利益は大きいけれど消費者が集まら

ないという矛盾に常にぶつかるわけでございます。

そこで、リスクをどういうふうにしてソーシャル・ファームが負うべきかということになれ

ば、大体ソーシャル・ファームをやろうとする人というのは、そんなに資金力のない人が大半

であります。そして何らかの問題を抱えている人が集まってやるというケースが大変多いん

ですね。ですから、できる限りリスクは負わざるを得ないんですけれども、リスクをできるだ

け低くしていくということが重要ではないのかなと思います。

このセミナーでも、実は2年前にイギリスから来たソーシャル・ファームを実践している人

は、こういう助言をしていたた、きました。ソーシャル・ファームの場合、イギリスでもやはり失

敗する場合があると。ですからソーシャル・ファームをやろうとする場合は、できるだけ一つ
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のかごにたくさん卵をのせるのはやめた方がいいと。できるだけ多品種、少量のニッチなもの

を狙っていくというのがソーシャル・ファームの進み方じゃないのかなと。大きい一つのもの

にかけると、やはりリスクが伴うというところがあります。幸い、ソーシャル・ファームという

のはいわば家庭内産業のようなもので、こういう少量・多品種の仕事か向くんじゃないか。む

しろそれに特性があるわけです。ですからそういうものを通じてリスクをできるだけ軽減を

していくということも一つだろうと思います。

それとともに、ビジネスの世界では消費者さえあればリスクはかなり低減できるわけです。

そのためにも、ソーシャル・ファームに対するサポーター、消費者を用意してし、く。有機農法は

ほとんど失敗をする。大体有機農法をやっている人は、大体9割がた、これはソーシャル・フア

ームでなくても失敗をするわけですけれども、それはなぜかと言えば、消費者をつかまえてい

ない。ですからソーシャル・ファームをやる場合には、消費者をサポーターとして確保してい

くということが、リスクを軽減させる手段ではないのかと思います。またその他にいろいろと

リスクを軽減させる方法というものを、ソーシャル・ファームを設立するときに用意していき

たい。それがまた今日お話をしたソーシャルファームジャパンの使命の一つではないかなと

思っております。

寺島:パーカーさん、特にリスクをどう負うかというところを中心にお話をいただけます

か?

パーカー:私がそれにお答えできるかどうかわからないんですけれども、私はもちろんリス

クは引き受けています。もう 5回くらい失敗をして、自分自身もホームレスになりかかったり

しているわけであります。やはり自分がやっていることを完成させるということです。私が始

めたときには、社会部門の支援をしてくれるような人たちと全くコネクションがありません

でした。ですから政府とのつながりというものが重要だと思います。そういうつながりを大切

にする必要があると思います。政府の支援を受けながら、もう一つは市場を開発することが大

切です。ビジネスとして考えるというとこです。政府の支援を受ける場合、それは一つの契約

に反映されなければなりません。例えばビジネスケースとして、契約として扱うことが必要だ

と思います。ビジネス契約であるという考え方をすれば、多分ビジネスとして立ちゆくのでは

と思います。ですから政府の役割はどういうものであるのか、どうあるべきかということを考

えなければならないと思います。イギリスにおきましでも、ソーシャル・ファームは同じよう

な問題を抱えております。自分たちで、やっていかなければし、けないことがあるわけです。です

から、フランチャイズとかビジネスを拡大するというような努力があってこそ、立ちゆくんじ

ゃないかなと思います。

宮嶋:僕はすごいリスクを負いましたね。 1年で l億 1，120万を使って、そのうち 6，800

万は僕自身の借金。僕、一銭も金を持っていなかった。だけれども、一緒に生活をしている人た

ちの隠れた能力を引きだして、そしてやってし刈7ると思ってしまったんで、すよね。それまでに

支えていてくれた人、寄付で支えていてくれた人たちがいたからできたんで、す。やるぞと言っ

て、借金をしたときに、じゃ、共働学舎本体は債務保証をしてくれたのか。いえ、拒否したんで

す。そういった福祉的な考え方でいったら、そんなに借金をして返せるわけがないじゃないか

と。ところが、ずっと近くで見ていた新得町の町長と議員さんたちが、お前の親父が保証しな

いんだ、ったら町がしてくれると言ったんです。それは、町の人たちを僕らが受け入れて、てん

かんの人とか自閉症の人を受け入れて苦労をしていることを知っていたからです。そしたら、

その人たちの心が動いて、債務保証をしてあげると。町としてはすごいリスクを負ってくださ

ったんです。そこで、やっぱり人の心が動くことで、僕の事業が可能になった。
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一番思、ったのは何かと言ったら、この人たちはいろんな悩みを持って社会参加ができない。

社会参加ができるようにしたいと思、ったわけです。そこに対して周りの人たちが応援をしま

すよと動いてくださったんで、す。僕らは予期していませんでした。だからバーカーさんがすご

いリスクを背負っていたと聞いて、僕は握手をしたいくらいです。事業をやる、事業部門を持

つということは、社会に対して自分たちが供給できるものがあり、まだ隠されている需要を満

たすことで、人がやっていないんだからこれは絶対にリスクを伴います。でもそれをやって、

成功したときに、そこから可能性が広がっていくと思うんですね。それを、いろんな悩みを持

っている人たちと一緒にやろうと。お前たちと一緒にやるんだぞ、お前たちが仕事をしなかっ

たら、俺はもう破産よっていうことを、ひしひしと感じる仲間なんですよね。彼らは、生活保障

は年金をもらっていますから牧場で生活していればオッケーなんですよ。でも僕らは年金は

ないんですよ。それで、言ったんです。「お前は給料と小遣いが現金で欲しいんた‘ったら、その

くらい稼げJ。全員に言っています。やり出しますよ。数字の計算ができないと言っても、後ろ

に円をつけたら計算しますよ。絶対する。勢い出てきますよね。それでうまくし、かないのは、確

かに、それは別の方向からケアすればいいんです。そういうことで勢いが出だすと、一つのち

っちゃなサイクルが動き出すと、た、んだん広がってきますから。一番動きにくいところに力を

注いでいくということで、全体が動き出すという。これそのものがビジネスの手法じゃないか

なと思うんです。そうやって、考えられないと言われているんですが、チーズが世界ーになっ

た。これは何かといったら、手しか使えない人たちの能力を生かそうと思って、機械を極力外

したから、生き物としての、生きてる命のエネルギー、素材ですよね、それを機械で傷めないで

加工できるわけです。そしたらその昧は世界レベルですよと言われた。これはトリックではな

くて事実です。だから皆さん、ここに目をつけるべきだと思います。ものづくりするときに、機

械でやる、その機械のお供をやらせるんじゃなくて、手でやらせる。そこに新しい付加価値が

つくよと。それが今、すべて機械化されてしまった世の中のものづくりの中で、いや違う、本当

に根源的に求めているものができるんだということをもっとアピールすべきじゃないか。そ

うしたらリスクがだんだん減っていきます。でもリスクは最初、背負わなきゃいけない。で、も、

最初から僕みたいにパカみたいに全体に l億円なんてどーんと使わないで、小さな部門でビ

ジネスを起こさないと、本当に家族に逃げられますよね。僕は逃げられてないけどね。

寺島:ありがとうございました。桑山さん、いかがでしょうか?

桑山:実はもう 23年ぐらいで、介護保険制度が始まって 10年ですから、その前、たんぽぽ

は、困ったときはお互いきまというときは、事務費が 100円でした。協力していただく方に

700円、ありがとうという有償のところを 800円。 100円が事務費のところからスタートい

たしました。やっぱり宮嶋さんと同じです。人が人を支えてくれたんです。地域の中で一生懸

命、みんな回ったりとか、地域の中で社会参加していたりして、「たんぽぽさん、困ったときは

自分もお互いきまの中で、今は力は出せないけど、ちょっと賛助会費を出すよJ0 rせっかくお

世話になったから、新しいものを建てるときにお金を出しましょうんだからこの柱は何とか

柱だという名前もつけました。やっぱり、人が支えていって地域が支えてくれる。本当にこれ

がそうだと思います。そうしていると行政も支えてくれたり、いろんなところで支え合いで、

今でもそうです。野菜も、さっき加工と言ったのは、賞昧期限があると野菜も腐ってしまうか

ら、それを例えば今、職員が一生懸命切り干し大根を作ったり、障害のある皆さんにとっても

らったり、洗ったりして、切り干し大根を手で、切って天日で干すとおいしいおいしいと。やっ

ぱりそういったところで評価が高まってきます。そういうことでしょうか。
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寺島:ご紹介が遅れましてすみません。上野先生は東京家政大学の教授をされていますけ

れども、もともと社会福祉法人を立ち上げられて、今も豊芯会の理事長をされています。退職

金を注ぎ込んだりと、そういうお仲間がおられるそうですので、上野先生にもお願いいたしま

す。

上野:炭谷先生が全国のソーシャル・ファームの展開を毎回お話ししてくださるんですが、

今日の発表を聞かせていただきまして、お話ししていただくたびに全国の展開の数が、いろん

なところのビジネスが花開いているのが聞けます。 pつもどこか増えています。いろいろなリ

スクや、もちろんいろいろな問題や課題、たくさんありますけれども、ソーシャル・ファームの

大事なところの一つは、働く機会を失っている、何らかの理由で奪われている人たちが、やっ

ぱり働く機会を得るという、そういう権利をちゃんと持っているということ。権利を誰かに要

求するんではなくて、自分たちでその権利を行使して p く機会になっている、すごく貴重なも

のではないかと思っております。

それから、今日たくさん話題が出ていますが、ビジネスを展開するということですね。障害

をお持ちの方だとか、病気の方だとか、いろいろな方が参加してくれていますけれども、訓練

が先にあるのではなくて、もちろん仕事を覚えていくためには結果的に訓練が必要な場合も

あるんですが、障害をお持ちの方々の就労支援というのは、先に訓練ありきの歴史で、はなかっ

たかなと思います。まず企業のビジネスの内容、仕事の内容にそのかたが合わせてし、く。こう

いう形で企業に就職したりしている方、今でもたくさんいるのではないかなと思っておりま

す。障害者自立支援法は、ややもするとその傾向が強いのではないかなと私は感じておりま

す。でもそれを望んで働きにいこうとしている当事者の方たちには、もちろんどんどん企業で

働いていっていただきたい。私は精神保健福祉士なんですけれども、そのための支援もできる

だけしていきたいと思います。でも、それがすべてではなくて、私は精神障害者の方とお付き

合いして、もうかれこれ35'"" 36年になります。そうしますと、何度も何度もお仕事にチャレ

ンジしてきてはpろんな理由で入院をしてしまったり、仕事を離職せざるを得なかった人た

ち、こういう人たちともたくさんお付き合いをしてきました。そういう方たちは、もう無理し

て企業へ行って働くというのではなくて、自分がこの仕事をしたいんだよ、この仕事をみんな

でやらない? という、お仕事そのものですよね、それをやりたい、やっていこうという人た

ちが集まってきています。

そういう方たちと私たちは、豊島区という池袋に近い地域ですので、いわゆる都心に近い地

域ですので、食事サービヌ、のおj古を作って、そして高齢者や障害をお持ちの方で食事作りに不

自由な方たちに食事を配達するというお仕事を始めました。始めてかれこれ 15年ぐらいに

なります。最初は 30食お弁当を作るのでヒーヒーハーハーしていたんですけれども、今は大

体、何事もなければ 200食は普通に作れる。それからその他にパーティー食だとか、特別弁当

なども作らせていただいて、今、約 7，000万近い事業収入を得ることができるようになりま

した。

この仕事をするときに、まず作業所の補助金があるから始めましようというところで始め

たので、はないんです。先ほどフロアからお話がありましたけど、この仕事をしたいと、この仕

事をするために作業所の補助金を活用させてもらおうということで、でもそれでも足りず、た

またま違う職場から退職をしてきた方が 700万の退職金を持っていらっしゃいまして、銀行

からこれを担保にお金を借りましようと言ってくれて、 5年間で、それを返すために必死にな

ってみんなで働いて、結果的にはそれがエネルギーになりまして、返すことができました。そ

うやって、まず何をしたいかということが先にあって始めてきました。
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いろんなリスクもあり、もちろん苦労もありましたけれども、私たちはやりたいなと思うこ

と、それから生きていく上で、働く上で大事にしていきたいなと思うことを、まず一番先に優

先してやってきた。苦労はあまり苦労とは私は感じませんでした。それがとても生きがい、や

りがpでした。今でもそうです。働いている人たち、今日、何人も来てくれていますし、あと、精

神の障害をお持ちの当事者の方が、非常に今、一生懸命自分で課題を作りまして、例えばクッ

キーを作るとかケーキを作るとかということなども含めて、その方なりに自分でいろんなビ

ジネス展開を考えて、それに挑戦をしています。

それを、支援するというスタンスではなくて、一緒になってやっていきたい、そういうふう

に思、っています。それがビジネス展開を進めていくということなのかなと思っています。理念

をしっかり持つということと、ビジネス展開をしていくということが、ソーシャル・ファーム

にとってはとても大事なところ。そこをぜひ皆様方と共有をしていって、そしてソーシャルフ

ァームジャパンがさまざまなこれからの課題を現実的にどう解決していくかということに向

かつて、みんなと協力をして進めていけたらいいかなと思っているところです。

寺島:どうもありがとうございました。

ご質問の中で、最初に立ち上げるときの資金のことがやはり問題になっていたと思うん

ですけれども、パービスさんから、ソーシャル・ファイナンスという新しい概念がイギリスで

登場しているということですが、それを例えばソーシャル・ファームの立ち上げのときに、こ

んなふうに活用できるとか、もし具体的な例がありましたら教えていただけませんでしょう

か?

パービス:ソーシャル・インベストメント・ファンドというのがイギリスでありますが、その

場合、投資家は新しいアイデアがあって、社会的な変化をもたらし得るという見通しが立った

ならば投資をしてくれます。日本でもそうではないかと思いますが、パネルの方々は様々な経

験をしてこられました。リスクを負って、そして新しいソーシャル・エンタープライズを作る

という経験をしてこられたわけですから、私以上にいろんなお話をおできになると思います。

例えば先ほどお話に出ましたようなお菓子作りですね。お菓子作りに人を雇いたいというこ

とになれば、もちろん雇ってもらう人はうれしいかもしれません。しかし、お菓子を作るとき

に、クッキーにしても、マーケットでは本当にそれを買ってくれるのか、幾ら払ってくれるの

かということを考えなければいけません。時には売れないようなものになってしまうかもし

れません。ですからデビッドさんのように ITを使うという新しいアイデア、これはすばらし

いアイデアだと思います。それからまた北海道でなさっているということも非常にすばらし

いことだと思います。チーズ、を作っていらっしゃる。これは他ではやられていない新しいこと

で、そして他にはないアイデアです。目に見える社会的な変化をもたらし得る新しいことを始

めることができたとしたら、それはビジネスにつながっていくと思います。

例えば皆さんの中で、銀行家に話をしたという人は何人いらっしゃいますか? あるいは

投資家と話をした、あるいは株式市場で投資をしてくれそうな人に話をしたということはあ

りますか?例えば外国人の投資家でも、こういうアイデアがあるんだ、これを支援してくれな

pかとリスクの一部を担ってくれないかという話をしたことがありますか? あるいはま

た、今のビジネスプランはこの段階なんだけれども、次の段階にいきたいんだけど、ちょっと

助けてくれないかというような話を、誰かにしたことはありますか? 炭谷さんの方からも、

ビジネスの多様化だけではなくて、資金の多様化も重要になるわけですね。デビッドさんのよ

うに政府の契約を取り付けるということも可能ではないかと思います。お金を持っている人

でいいアイデアた、ったらサポートするよという人がpるんじゃないかと思います。そういう
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人に話をするということも一つの手ではないかと思います。

質問の中に最初に出たように、政府というのはもちろん補助金を出してくれるかもしれま

せん。しかしながら法律とか税制上の枠組みが、ソーシャル・ファームにとってもプラスに働

くというところがあるのではないかと思います。政府に対しては、一般市民のソーシヤル・フ

ァームについての認識を高める、あるいはソーシャル・ファームの社会的な効果、どんなもの

があるのかということを知ってもらう。そのために良い制度を作ってもらう、法律を作っても

らうために、政府にそういう制度作りをしてもらう。また、支援を必要としている人たちがし、

るということを理解してもらうための努力を政府にもしてもらうというところでも、働きか

けが必要だと思います。

ソーシヤル・ファームの開発ということに関しては、そういうことも必要でしょう。それか

らまたビジネスプランを作ったり、新しいアイデアを実際に社会投資家と言われる人のとこ

ろに持っていって説得をすることもできるでしょう。それからその一部分としてなすべきこ

とは、市場調査ですよね。いずれにしても次の段階にいくためには、リスクを負わなければな

らないのです。リスクを負うつもりがなければ最低賃金も払えないし、自分自身の給料も払う

ことができないということになってしまうでしょう。やっぱりリスクはっきものだと思いま

す。

寺島:ゲーロルドさん、ご発言お願いします。

シュワルツ:今のソーシャル・ファイナンスについての付け加えたいのですが、ドイツにも

ソーシャル・バンクというものがあります。 1870年代の終わりぐらいからでしたから、長い

歴史があります。ソーシャル・バンキングというのはドイツでも非常に発達しています。最初

のソーシャル・ファームの段階では、そういうところの関心をひくために努力したんですけれ

ども、あまりうまくいきませんでした。

今はちょっと時代が変わって、公的な議論もできるようになりました。ソーシャル・ファー

ムとかソーシャル・エンタープライズというのは、こういう価値を生むんだということが認識

されるようになってきましたけれども、ソーシャル・コオペレティブのベンチャ一、あるいは

ソーシャル・キャピタル・バンクというようなものがあるわけです。彼らは資本を提供してく

れました。しかしながら、それに対してはきちんと結果を出さなければいけない。これは他の

民間の銀行にも同じことが言えるわけであります。

10年から 15年くらいしまして、このセクターがかなり確立された会社になりました。そ

ういうことがあると、次にまた成長のための資金も集めることができるということになるん

だと思います。私ども、ソーシャル・パンクと非常に強い関係を持っているようなところもあ

ります。でも最初はなかなかうまくはし、きません。最初は寄付で賄っていかなければならな

い。そして、うまくいかなくなった場合について、ファンドとして確立されたものがあります。

例えば、消防署のファンドというようなもの、ファイヤー・ブリゲイド・ファンドというような

ものができています。これはソーシャル・ファームに対して、例えばビジネスの危機に陥った

ときに使えるようなものということで考えられています。あるいは危機から脱するためのプ

ランを作るのに使えるというようなものがあります。問題を抱えてしまったソーシャル・ファ

ームに対して、そこから抜け出すためのものということで、立て直るための資金援助というよ

うな性格のファンドもできています。
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宮嶋:資金について、僕はし Eろいろ農業資金とかずっと使い回してきていて、低利のものも

いっぱい使って返して、 5.5%のものを 15年で返してってやってきました。それは本当にリ

スクで苦しかったですよね。去年、ファンドという言葉を使ってしまったら僕は大失敗をしま

した。金融側の人が、特にうちのチーズに関してファンドを組みませんかと来たんです。絶対

失敗しないと読んだのかもしれません。こういった社会的な価値ある仕事をしているところ

に融資をしたい、だけどちゃんとお金は返してもらいますよと。利子はチーズでいいよと言う

んです。これおいしいと思ったんです。組んでみょうかとシミュレーションの案を出したんで

す。勝手なことはできないので共働学舎の運営理事たちに説明をしたら、ダメだったんです。

なぜダメた、ったか。ファンドという言葉を使ったのが大失敗た、ったと思うのですけど、ものす

ごく悪いイメージを持っています。お金を貧欲に追求していくイメージがある。でもファンド

って、もともとの言葉はファンデーションです。ソーシャル・ファイナンスという言葉を使う

べきだ、ったなと思いました。でも金融側にも、そういった関心がとても高まっています。そし

て若い人たちがやっている小さな会社が、自然保護の森林を守るファンドを組んだり、古酒、

日本酒の古い消えそうなものにファンドを組んで継続、立ち上げさせたりということを、小さ

く始めているんです。ですからそういったことも含めて、低利の農業資金を借り入れるので

す。まとまって政府から借りてしまうと、そのことを知る人の数は増えません。どういう仕事

をしているかということを、本当に理解しようとする人の数は増えないんです。多少利子を払

っても、返せるビジネスの部署を持っているのであれば、その利子分は広告費として考えてや

っていけば、本当の意味でお金を出した人が自分のお金を出してどうなってどう運営されて

いるのか、真剣になりますから、そこにちゃんとお金を返すためには、こういうことをしてい

ますと。そこにいろんな負担を抱えた人たちが一生懸命に生きています、一生懸命この生産に

関わっていますというメッセージをのせていきたいんです。でも、まだ日本ではなかなか理解

されていないと思います。外国の方では、進んでいると聞いてうらやましい。イギリスから借

りょうかなって、思うくらいですよね。ですから、日本も突破口はできると思うので、リスクを

みんなで背負いましようという話ができないかなと思います。

寺島:どうもありがとうございました。よい質問をいただきまして、財源問題、リスクの問題

がかなり深まったんじゃないかと思われます。最後に炭谷先生、ソーシャルファームジャパン

理事長に何かコメントをいただいてこのパネルを終わりたいと思います。

炭谷:今日はどうもありがとうございました。大変有益な集まりた、ったと，思っております。

私自身、ソーシャル・ファームを進めるためにはどんな仕事がいいのかということを常に考え

ています。今日はパーカーさんから ITを活用した大変魅力的な話、何かすごいなということ

を体で感じました。こういう仕事づくりがあると理解したのはよかったなと思います。

それから二番目には、資金の問題。ソーシャル・ファイナンス、 SRIとか、そういう言葉が今、

いろいろと出てまいります。こういうこともこれからソーシャル・ファームを進めるためには

もっと勉強して、取り入れていかなくてはし Eけないなと思っています。それと最近ちょっと似

ているのは、レジュメに書きましたけれども、少人数の私募債というものが、商法の改正であ

ります。これはある東京のパン屋さん、具体的に言えばスピカという、女性が始めたパン屋さ

んは、友達からお金を出してもらって、利子は宮嶋さんと同じようにパンで返していったんで、

すね。それでパンを食べてもらうというやり方で 500万円借りたと聞きましたけれども、そ

れがうまくいったというような話も開いています。

いずれにしろ資金をどういうふうにして集めるか。今日、イギリスの 20か 30ぐらいの代

表例を教えていただきましたけれども、いいヒントをいただいて、こういうのもこれから追求
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していかなければいけないと思し 3ます。

そして何よりも、日本側から宮111鳥さんと桑山さんにお話していただき、 一つ非常に共通した

ものは、両方とも住民の方々、また|町長さんなどに助けてもらっているということなんです。

実はソーシヤル ・ファームが普通の民間企業と違うのはこの点なんで、す。つまり、企業だけが

あるのではなく、周りの住民に助けてもらう、参加してもらう、そこに一つの特色があるので

はないかなと思し、ます。そして宮崎さんがおっしゃったように「メッセンジャー」、いろんな問

題点を、そこの中で解決をしていくという機能というのは、ソーシヤ jレ・ファームならではと

いうふうに思っております。

そして最後に、シュワルツさんにソーシャル ・ファーム法を 2000年に作るまでの過程を

詳しく説明 していただきました。その過程において政府や社会に対して訴えると 。私どもも今

度、これは日本労働者協同組合という団体が主催し事務局として、私とヒ野先生が呼びかけ人

という形で、他の人も入りますけれども、これはソーシャル ・ファームを中心としたソーシャ

ル・インクルージョンというものを世の中に訴えるために、東京と大阪で数百人の規模の大集

会を開く予定にしております。これは 3月 9日、東京で、 3月 14日、大阪でと予定しており

ます。この場では行政の人、また国会議員の人も呼んで、ぜひソーシャル・ファームをはじめ社

会とのつながりをどういうふうに作ったらいいかということを訴えていきたいという努力を

してまいりたいと思っております。これはソーシヤ jレファームジャパンと直接関係はござい

ま せんけれども、そういうことも考えております。ぜひ時間のある方は、ご li\ m;~ 、ただくと 幸

いでござし 3ます。

最後に、私どもソーシャルファームジャパンというものを作りまして、 3年目に入りまし

た。ソーシヤlレ・ファームの製品についてロゴマークを貼ってもらったらどうだろうかという

ことを議論をしております。ソーシャル ・ファームのものをよりたくさんの人に買ってもら

う、たくさんの人に知ってもらう、そうすると自分のところのソーシャル・ファームで例えば

クッ キーを作った、自分のところでハンドバッグを作った、そういうところにソーシャlレファ

ームジャパンのロゴマークを貼っていただければ、みんなが、こう いうものがあるのか、障害

者や高齢者が作ったのかということで、広がっていくのではないかなということも、現在、検

討しております。

そういうことで、今日はたくさんのヒントいただき、皆様方もたくさん学ばれたと思ってお

ります。

寺島:どうもありがとうございました。それではこれで、パネルディスカッションを終わらせ

ていただきます。どうもありがとうございました。
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関連資料

ソーシャル・エンタープライズについて(英国の取り組み)

ソーシャル・エンタープライズの定義の設定

「ソーシャル・エンタープライズとは、基本的に社会的な目的を持ったビジネスで、

事業で得られた利益は、株主や事業主の利益を最大限に増やすためではなく、主に

その社会的な目的のために、ビジネス或いはコミュニティに再投資される。

ソーシャル・エンタープライズは、幅広い社会問題及び環境問題に取り組むことで、

あらゆる経済分野に影響を及ぼす。ソーシャル・エンタープライズは、強力かつ持続

可能な、そしてインクルーシブな経済の創造において明確かつ重要な役割を果た

す。

社会企業は多種多様であり 地方のコミュニテイ・ビジネス、ソーシャル・ファー

ム、共同組合のような共済団体、国内および国外で活動する大規模な団体を含んで

いる。

社会企業に法的な基準はなく、有限会社、産業節約組合注、株式会社を含み、非営利

または公認慈善事業の団体もある。」

2002年、英国の貿易産業省(Departmentof Trade and Industry)、社会企業ユニット

発行、[社会企業一成功への戦略jより

現在の状況

ソーシャル・エンタープライズについては英国内閣府第 3セクター (Cabinet
Office， Office of the Third Sector)のウェブサイトに以下のような説明がある。

ソーシヤル・エンタープライス、の背景

ソーシャル・エンタープライズとは、「基本的に社会的な目的を持ったビジネスで、

その利益は、株主や事業主の利益を最大限に増やす必要に駆り立てられることな

く、むしろ主に、その社会的な目的のために、そのビジネスあるいはコミュニティに

再投資されるJと定義されている。

これは、商品やサービスを取引し、その利益の大部分を社会的および環境的目的の

ために使用する組織という意味である。「ビッグ・イシュー」や「ジェイミー・オリバ

ーのレストラン 15Jのような例を知っている者もいるかもしれないが、このような

ソーシャル・エンタープライズは、英国全体で少なくとも 55，000社、存在してい
る。

ソーシャル・エンタープライズは、我々が抱える最も根の深い社会的かつ環境的課

題に、革新的な方法で取り組んでいる。ソーシャル・エンタープライズには、コミュ

ニティが経営する村の商底から巨大な開発トラストまで、多数の形態と規模が見ら

れ、またコミュニテイ・インタレスト・カンパニーや産業共済組合、そして有限会社

など、その法的形態も多様である。

どのような形態を取ろうと、ソーシャル・エンタープライズは、社会的および環境的

責任が、経済的な成功と結び付けられるということを証明する。ソーシャル・エンタ

ープライズは、我々が公共サービスを企画し、提供する方法を改善するために取り・104



組み、政府を支援している。そして革新的なアイデイアと「やる気Jのある態度を持

ち込み、政府の関与が最も難しいと考えられるコミュニティ・グループの中で活動

することができる。同時に、倫理的なビジネスと企業の社会責任の水準を高めてい
る。

経済および社会におけるソーシャル・エンタープライズの役割を促進しようとする

政府の取り組みは、 2006年の戦略、「ソーシャル・エンタープライズ行動計画:新
たな高みに向けてJで打ち出されている。

(出典:http://www.cabinetoffice.gov.ulく/third_sector/social_enterprise.aspx)

ソーシヤル・エンタープライス、行動計画

政府のソーシャル・エンタープライズ行動計画は、ソーシャル・エンタープライズの

ための戦略設計で、 2006年 11月に開始された。

英国には少なくとも 55，000のソーシャル・エンタープライズがある。行動計画で

は、さらに数千のソーシャル・エンタープライズに門戸を開くことを目指しており、

そのためにソーシャル・エンタープライズが達成できることへの認識を高め、より

多くの人々に、参加か投資のいずれかの方法により、変化をもたらすよう働きかけ
ている。

行動計画には、 12の政府各省および各機関が参加している。その中には、第三セク

ター局をはじめ、ビジネス、企業および規正改革省、保健省、児童、学校および家庭省

が含まれている。

行動は 4つのテーマに分けられ、それぞれ以下のことを目的としている。
-特に次世代の人々に、ビジネスの社会的影響について考え始めさせることにより、ソーシヤ

lレ・エンタープライズ文化を育成する。

-ソーシャル・エンタープライズが利用できる、ビジネスに関するアドパイス、情報、および支援

を改善する。

-ソーシャル・エンタープライズの成長を制限する、財源へのアクセスを妨げる問題に取り組

む。

-ソーシヤル・エンタープライズが、専門分野における政策の開発に、政府とともに効果的に取

り組めるようにする。

これらの計画についてのさらに詳しい内容と、ソーシャル・エンタープライズの成

功事例をあげたケーススタデイが、行動計画にすべて記載されている。
-ソーシャル・エンタープライズ行動計画:新たな高みに向けて

2007年 11月 15日(ソーシャル・エンタープライズの日)の 1周年記念日の時点

で、行動計画の目的達成における進展を検討した冊子も利用できる。
-ソーシヤル・エンタープライズ行動計画:1年後の現在

行動計画は、政府の 2002年の戦略、「ソーシャル・エンタープライズ、成功のため

の戦略」に基づいている。
(出典:http://www.cabinetoffice.gov.uk/third_sector/social_enterprise/action_plan. 
aspx) 
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ソーシャル・ファームについて

ソーシャル・フアームの定義

ソーシャル・ファームはソーシャル圃エンタープライズの一種である。

ソーシャル・ファームとは障害者に雇用創出のために特に作られたビジネスであ

る。このソーシャル・ファームについて、ソーシャル・ファームスコットランドは次

のように定義している。
ソーシャル・ファームとは、ソーシャル・エンタープライズの一種であり、障害者或

いは労働市場で不利な立場にある人々のために、仕事を生み出し、また支援付き雇

用の機会を提供することに焦点をおいている。ソーシャル・ファームとは、障害者或

いは労働市場で不利な立場にある人々の雇用のために作られたビジネスである。

-ソーシャル・ファームは、その社会的任務を遂行するために市場志向の商品の製造及びサービ

スを提供するビジネスである。

・ソーシャル・ファームに雇用されているかなりの数の人々は、障害者或いはその他の労働市場

において不利な立場にある人々である。

・各労働者は、各自の生産能力に関わらず、仕事に応じた賃金や給料を、市場の相場によって支

払われる。

・労働の機会は、不利な立場にある従業員と、不利な立場にはない従業員とに、平等に与えられ

る。すべての従業員は同じ権利と義務を持つ。

1.ソーシャル・ファームとしてその収入の少なくとも 50%は売上から得られてい

る(つまり、公的資金、民間資金による援助、或いは寄付金にはよらない。)

2.従業員の少なくとも 25%は障害者或いは不利な立場にある人々で、他の障害の

ないスタッフと同じ権利と義務を持ち、同等の条件でスタッフとして参加し、雇

用される。

ソーシャル・ファームの始まり

ソーシャル・ファームは、 1980年代にオランダ、ドイツおよびイタリアで始まっ

た。仕事を通じてのリハビリテーション、つまり職業リハビリテーションの延長と

して出現した。福祉作業所との違いは、作業所は、社会的に保護された環境の中で仕

事を提供するが、ソーシャル・ファームは、それより更に進んで、市場の相場にあっ

た賃金を得るために仕事を提供することにある。英国では 1980年代後半からソー

シャル・ファームとして認知されるようになった。

ソーシャル・ファームの法的な立場

1997年のソーシャル・ファーム・ハンドブックによれば、英国においてはソーシャ

ル・ファームの法的な仕組みに言及すると選択肢がある。法的には慈善事業法人の

商業部門としてあるいは公認慈善団体として有限会社を設立することができる。あ

るいは公認の協同組合を設立することができる。
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ヨーロッパでのソーシヤル・ファームの歴史

.1970年代イタリアでの精神病院の開放

トリエステ(イタリア)で初めての社会的協同組合 (socialco-operative)設立

.1980年代ドイツでのソーシャル・ファーム設立

Leros島の精神病院の脱施設化活動開始後ギリシャのソーシャル・ファーム設立

欧州連合プログラムがソーシャル・ファームに注目

ソーシャル・ファームの全国組織設立(ドイツ)

.1990年代英国のソーシャル・ファーム設立

ソーシャル・ファームの全国組織設立(英国)

.1991年イタリア;社会的協同組合関連法制定

"Italian Law on social cooperatives: Law 381/91" 

.2000年ドイツ;ソーシヤル・ファーム関連法制定

"SGB IX (Sozialgesetzbuch IX)" 

.2002年ギリシャ;社会的協同組合関連法制定

"LA W 2716/99 (SCLR)" 

.2004年フィンランド;ソーシヤル・フアーム関連法制定

"Finish Act on Social Firms 1/1/2004" 
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過去のセミナー

DINF障害保健福祉研究情報システムにて過去の日英高齢者・障害者ケア開

発協力機構主催セミナーの情報を公開しています。

www.dinf.ne.jp 

「障害者の一般就労を成功に導くパートナーシップJ(2009.2.1) 

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/seminar20090201/index.html 

「ヨーロツパとアジアのソーシャlレ・ファームの動向と取り組み-ソーシヤlレ・イン

クルージョンを目指して-J (2008.l.20) 
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/080120_seminar/index.html 

「各国のソーシヤlレ・ファームに対する支援J(2007.1.28) 

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/seminar20070128/index.html 

「世界の障害者インクルージョン政策の動向J

ーソーシャル・ファームの経営と障害者支援活動-(2006.l.15) 

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/co20060115/index.html 

「障害者のための社会的な仕事と雇用の創出J(2005.1.16) 

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/co20050116/index.html 

「障害者のためのソーシャルインクルージョンJ(2003.11.24) 
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/2003ukjapan/index.html 

「日英協同で進める地域における障害者・高齢者支援J(2003.2.08) 

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/2002ukjapan/index.html 

「すべての人が尊厳をもって共に暮らせるまちづくりをめざしてj大阪 (2001.11.23)

「住み手参加のまちづくり-共に暮らすまちづくりのネットワークをめざす CAN
の経験に学ぶ J北九州 (2001.11.23-25)

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/Olnichiei/mokuji.html 

「高齢者 と障害者の自立と社会参加の促進 :NPOと企業・行政の役割を探る J

(2000.11.25) 

http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/OOnichiei/mokuzi.html 

「共生のコミュニティにおける民間非営利組織の役割と経営J(2000.9.23) 
http://www.dinf.ne.jp/doc/japanese/conf/0009tama/index.html 
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主催者について

-財団法人 日本障害者リハビリテーション協会

1964年、国内外における障害者のリハビリテーションに関する調査研究を行うと

ともに、国際的連携を強化し、障害者のリハビリテーション事業に寄与することを

目的として設立された。事業内容は障害者のリハビリテーションに関する振興及び

調査研究事業、出版物の発行、ウェブでの情報配信、アクセシブルなソフトの開発、

リハビリテーションに関する国際協力、開発途上国からの研修生受け入れ、障害者

団体等への協力などを行っている。同協会情報センターは日英高齢者・障害者ケア

開発協力機構の事務局を務めている。

-日英高齢者・障害者ケア開発協力機構

歴史上かつて無い高齢社会の到来を直前にして、日英両国の高齢者・障害者の保健

医療福祉分野における幅広い研究開発協力を目的として設立した。高齢者・障害者

の保健福祉に関わる人々の交流と交換、日英共同セミナーの開催のほか、高齢者と

障害者の個人としての尊厳を基調にした地域における自立を支援するために、(1)

障害予防、 (2)福祉機器、 (3)情報アクセス、 (4)人材養成、 (5)地域における統合、

等の分野における共同研究開発等を積極的に進めている。運営委員会は障害者・高

齢者の福祉と保健医療に関わる研究者と実務者で構成されている。
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